
  
    
      
    
  




















































この素晴らしい世界に祝福を！14




紅魔の試練
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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プロローグ


第一章　この聖鎧に天罰を！

第二章　この人造種族に真実を！

第三章　このひとときの日常に安らぎを！

第四章　この宿命のライバル達に決着を！

最終章　そして始まる英雄譚



エピローグ

あとがき




電子書籍特典　書き下ろし短編「少女の苗は無邪気に嗤う」
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「お前ら、準備はいいか!?　装備の手入れも済んでるな!?」

「ああ、鎧よろいも磨みがいてピカピカだ！　愛用の大たい剣けんもこの通り、研とぎに出して切れ味抜ばつ群ぐんだ、期待してくれ！」

　屋や敷しきの外に整列しながら、ダクネスが新品同然に磨き上げられた装備に身を包み、期待に満ちた顔で言葉を返す。

　皆みんなに確かく認にんした俺も抜ぬかりはない。

　いつもの装備に加え、金に物を言わせて数々の魔ま道どう具ぐやスクロールをリュックの中に詰つめてある。

「ねえダクネス。あなたはもう剣を使うのは諦あきらめて、グーで戦った方が役立つと思うの」

「それではアクアの言う通り、早さつ速そく拳こぶしを活いかしてやる。こっちに来い」

　俺と同じくリュックを背負っていたアクアが、ダクネスの言葉に逃にげ出した。

　朝からテンションの高い俺達とは裏腹に、一人軽装なめぐみんが。

「……皆はなぜそんなにやる気なのですか？　というか、紅こう魔まの里にもお店はあるのですから、そのような大荷物は要いらないと思うのですが……」

「何言ってんだ、試練だぞ試練！　魔法使いのエリートたる紅魔族。その族長試練に挑いどむんだ、事前の備えはいくらしたって足りないだろ！」




　そんな俺の言葉を受けて、困こん惑わく気味の表情を浮うかべた──
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　つい先日。

　魔ま王おう軍の幹部候補、ビジュアル系堕だ天てん使しデュークが撃げき退たいされ、その結果ウィズが魔道具店に引き籠こもった。

　傷心のウィズをアクアが毎日のように慰なぐさめており、今日も魔道具店に行き、帰ってきたところ……。

　屋敷の玄げん関かん先さきにゆんゆんが、手て土産みやげを手に待ち構えていた。

「試練に落ちたのを人のせいにするのはやめていただきたいのですが！」

「それじゃあ一体誰だれのせいだって言うのよ！　爆ばく裂れつ魔ま法ほうを撃うつのはやめてって言ってるのに、どうして!?　どうして一番撃っちゃいけないところで魔法を撃つの!?」

　ゆんゆんを中に入れ、事情を聞いてみたのだが。

「まあ落ち着けよゆんゆん。打ち上げ花火みたいな人生送ってるコイツに爆裂するなって方が無理があるんだ。大人しいめぐみんなんて良識あるアクシズ教徒並みにあり得ない存在だろ」

「そ、そう言われると、なんだか私が間ま違ちがっていた気が……」

「ねえカズマ、そのたとえはアクシズ教徒に失礼なんですけど。ウチの子達はやんちゃだけど、さすがにめぐみんほどおかしくないわよ」

「いいでしょう、三人まとめて掛かかってくるといいですよ。紅魔族の本気を見せてあげます！」




　──現在、紅魔の里では次期族長を決めるための試練が行われているらしい。

　そして次期族長に立候補したのがゆんゆんだった。

　以前から何かと、『やがて紅魔族の長おさとなる者』と名乗っていたゆんゆん。

　そんな彼女は紅魔の里で、試練を受けてきたらしいのだが……。

　と、紅茶を啜すすりながらじっと話を聞いていたダクネスが。

「一人につき三回まで受けられる試練で、既すでに二回も失敗して後が無いというわけか。紅魔族の試練の話は私も耳に挟はさんでいる。実は、ダスティネス家と紅魔の里は以前から付き合いがあってな。当家で愛用している鎧も紅魔の里で作られた高級品なのだ」

　そう言って優ゆう雅がな仕草でカップを置くと。

「紅魔族の試練は本来、頑がん強きような前衛と紅魔族の後衛の二人で受けるのが基本だと聞く。……これも何かの縁えんだ、家族同然であるめぐみんの後始末は任せておけ。この私が前衛を引き受けよう」

「い、いいんですか!?　デコイも使えるダクネスさんが前衛なら安心です！　ぜ、ぜひお願いします！」

　ぱあっと表情を輝かがやかせるゆんゆんに、ダクネスは優やさしく笑いかけ、再び紅茶を口元に……。

「おいダクネス、お前最近目立たないから出番が欲しくてたまらないんだろ。こないだのウィズの時なんて逆ナンしただけだもんな」

「ブハッ！」

　横からの俺のツッコミに、ダクネスが紅茶を噴ふき出した。

　しかし……。

「やっぱ族長になれないと困るのか？　こう、先祖代々族長の家系だから、跡あとを継つげないと勘かん当どうされるとか……？　族長といえば紅魔族の一番って事だもんな、やっぱ競争も激しいか」

　俺はダクネスから恨うらめしそうな視線を浴びながら、塞ふさぎ込むゆんゆんに同情を覚え尋たずねてみると。

「いえ、紅魔族は気ままな人が多いので、何かと束そく縛ばくされたり責任が伴ともなう族長は、どちらかというと誰もやりたがらないんですけど……」

　ゆんゆんは、顔を上げると真しん剣けんな表情で。

「私、他ほかに目立つ特とく徴ちようや特技、目標もないので、紅魔族の名乗りを上げる時に凄すごく困る事に……」

「もう族長は諦めるといい。新しい名乗りを考えてやるから」

「さすがねカズマ、五分で解決じゃない」

　俺とアクアのやり取りに、ゆんゆんが慌あわてて立ち上がる。

「待ってください、違ちがうんです、それだけじゃないんです！　紅魔族はまとまりがないので、誰かが族長をやらないと何を始めるか……。でも、さっき言ったように、私以外に面めん倒どうな試練を受けてまで族長をやりたがる人がいなくって……」

　ゆんゆんが言うように、自由過ぎる紅魔族が野放しにされるのは確かに問題な気がする。

　基本的に真ま面じ目めで常識があって、委員長みたいな気質のゆんゆんなら……。

　と、それまでソファーの上でちょむすけを膝ひざに乗せ、耳を引っ張っていためぐみんが。

「仕方ありませんね。なら、ここは私が族長に……」

「あんたは上級魔法が使えないでしょう!?　それに、族長になったら紅魔の里に帰ってくるの!?　族長って響ひびきが何となく格好いいからとか言ったら怒おこるわよ！」

　紅魔族の族長になるには上級魔法の習得が必ひつ須す条件らしい。

「まあ落ち着けよ二人とも。つまりゆんゆんには強い相棒が必要なんだろ？　それなら俺に任せとけ。いざって時は誰よりも頼たよりになるとこを見せてやるよ」

　そんな俺の言葉を受けて、めぐみん達が固まった。

「ど、どうしたのですか？　いつものカズマなら面倒くさがったりするくせに、今日はやけに聞き分けが良くないですか？」

　皆の意見を代弁し失礼な事を言うめぐみんに、ハッと何かに気付いたダクネスが手を打つと。

「紅魔の里には美人が多い！」

「おっ？　逆ナンするようなビッチ令れい嬢じようのくせに、俺の事を性せい獣じゆうか何かだと思ってるらしいな。ここ最近舐なめられてるからな、一回キチンと締しめてやる」

　手をわきわきさせる俺に向け、ダクネスは満まん更ざらでもなさそうな顔で腕うでをまくり……、

「分かったわ！　カズマったらこないだ新聞に載のって名前が売れちゃったもんだから、ほとぼりが冷めるまで紅魔の里に避ひ難なんする気なのね！　デュークって人がウィズを狙ねらって来たもんだから、自分も冒ぼう険けん者に狙われるんじゃないかって心配になってきたに違いないわ！」

　と、ドヤ顔のアクアがピンポイントで俺の考えを当ててきた。

　普ふ段だんは察しが悪いくせに、どうしてこんな時だけ勘かんがいいのか。

「ち、違いますうー！　日ひ頃ごろ迷めい惑わくしか掛けられてないお前らと違って、ゆんゆんは俺の友達の中でも特に大事な常識人だからな。そりゃあ困っていたら助けもするさ！」

「待ってください、最近は私達も昔に比べて迷惑を掛ける事は減ってきて……。ゆんゆん、なぜあなたは照れてるのですか！　いつものごとくこの男は適当言っただけです！　いくらなんでもチョロ過ぎでしょう！」

　友達とか特に大事なという部分に反応したのか、ゆんゆんが口元をにへらと緩ゆるませていた。

「おいカズマ、本気でゆんゆんの相棒を務めるのか？　紅魔の里といえば強いモンスターばかりだぞ？　攻こう撃げきの当たらない私でも盾たて代わりにはなれる。だが、お前は……」

「そーよ、弱っちいカズマさんじゃ、あそこのモンスターに食べられちゃうわよ？　今回は私と一いつ緒しよに留守番しとけばいいと思うの。最近影かげの薄うすいダクネスに、たまには出番をあげましょうよ？　また新聞の取材がくるかも分からないんだし、最近の活かつ躍やくは逆ナンでしたってのもかわいそうだわ。……あいたっ!?　ちょっとダクネス、援えん護ごしてあげたのになんでぶつの!?　やめて！　やめて!!」

　二人にそう言われると何だか腰こしが引けてくる。

　ま、まあ、よく考えてみればこんな駆かけ出しの街に、わざわざ挑ちよう戦せんしにくる暇ひまな冒険者もいないよな……？

　と、俺がそんな事を考えている間にも、アクアがダクネスから拳げん骨こつをもらっていたその時だった。

　玄げん関かんのベルが鳴らされると、それと共にドアが開く。

「サトウカズマさんはいらっしゃいますか？」

　そこにいたのは冒険者ギルドのお姉さんだった。

「あの……。サトウさんにお会いしたいという高レベル冒険者の方が、王都の方からお見えになっております。お時間がありましたら、ギルドの方に来ていただけませんか？」

「すいません。今から大事な友人のため紅こう魔まの里に行くんですよ。当分帰らないと思うので、日を改めてもらってください」

　即そく答とうする俺に向け、その場の皆みんなが振ふり返る。

「カ、カズマさん……！」

　ゆんゆんの感動の声を背に受けながら、俺はお姉さんに笑いかけると。

「だから、その冒険者にはこう言っておいてください。佐さ藤とう和かず真まは友のため、過か酷こくな試練の旅に出た、と……。生きて帰れないかもしれないから、貴方あなたは俺なんて待たずに魔王軍と戦ってくれ、と……」

「サ、サトウさん……」

　場の空気に流されてか、お姉さんまでもが感動している。

　まさかいきなり旅に出る羽目になるとは思わなかったが、王都から来た高レベル冒険者に挑いどまれるよりは遥はるかにマシだ。

　後は格好良くキメながら旅立ち、ほとぼりが冷めた頃ころに戻もどってくれば……。

　と、お姉さんはそんな俺に、キラキラと目を輝かせながら。

「分かりました！　サトウさんにお会いしたがっていた、ファンを自じ称しようする美人冒険者さんにはそう伝えておきますね！」

「えっ」
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　翌朝。

「ゆんゆんはまだか!?　既に準備は万ばん端たんだ、紅魔の里の試練なんて一日で終わらせるぞ！」

　俺は昨日の内に準備を終えて、後は旅立ちを待つだけとなっていた。

　まだ薄うす暗ぐらい早朝の中、玄げん関かん先さきでソワソワしていた俺の横で。

「腕が鳴るなカズマ！　後衛を守るのは騎き士しの仕事だ、試練は任せてもらおうか！」

　同じくソワソワしているダクネスが、テンション高めに言ってきた。

「断る。なんせ今回は俺の帰りを待ってる美人冒険者がいるんだ。ここで活躍しなくってどうするんだよ」

「そ、そんなくだらない理由で邪じや魔まをするな！　なあカズマ、たまには活躍の場を譲ゆずってくれ！　大体お前らしくもない、なぜ昨日の内にファンとやらに会いに行かなかったんだ？」

　よほど冒険者としての活躍の場に餓うえているのか、ダクネスは俺の肩かたを摑つかみゆさゆさと……。

「だって、ファンが会いたがってますって言われてその日のうちに会いに行くのは、がっついてるみたいで格好悪いじゃん。ここはゆんゆんの問題を解決してだな、『やれやれ、今回の冒険も大した事なかったな……』みたいな事を大声で言いながらギルドに帰るんだ。で、ばったり出くわしたファンの子に、『おや、キミは……？』って自然な流れで会うんだよ」

「な、なんなんだその小こ芝しば居いは。日ひ頃ごろあれだけがっついているクセに、妙みようなところでプライドの高いやつめ……」

　呆あきれた表情を浮うかべたダクネスがツッコんでくるが、何とでも言うがいい。

「ファンの子への土産みやげ話ばなしが必要だからな。今回は俺が大活躍する。なのでお前は留守番しててくれていいぞ」

「い、嫌いやだ！　紅魔族の試練とは、有名な英えい雄ゆう譚たんに倣ならい、前衛と後衛が協力しあって困難を乗り越こえていくというものらしい。私はあの物語に憧あこがれて冒険者を目指したのだ！　なあカズマ、こんな機会は滅めつ多たに無い！　たまには私のお願いを聞いてくれ！」

　いつになく強ごう情じようなダクネスに、俺は業ごうを煮にやして食って掛かかる。

「お前が冒険者を目指した本当の理由はもっといかがわしい事が目的だろうが！　しれっと噓うそつくんじゃねえ、俺だって英雄ごっこがしたい！」

「う、噓ではないぞ！　いかがわしい目的も否定はしないが、子供の頃は確かにそれが理由で冒険者に憧れたのだ！　というかカズマも英雄ごっこだのと言ってるじゃないか、そんな軽い動機なら私に譲れ！」

　互たがいに屋や敷しきへ押し込もうと揉もみ合う俺達に、呆れた声が掛けられる。

「二人とも、そんなに英雄と魔ま法ほう使つかいごっこがやりたいのですか？　紅魔の里から帰ったら私がいくらでも守られてあげますから、それで我が慢まんしてくださいよ」

　そこには眠ねむそうな顔のめぐみんが、一人軽装で立っていた。

　先ほどからダクネスがやたらと粘ねばるのにも訳がある。

　というのもこの世界で有名な英雄譚の一つに、とある少女が少年と共に困難を乗り越え、やがて一国の女王になるという物語がある。

　その物語に出てくるのは、勇ゆう敢かんな魔法使いの少女と寡か黙もくな騎士の少年。

　少年と共に困難を乗り越えた少女は夢を叶かなえて女王となり、最後には騎士の少年と結ばれハッピーエンドという、まさにお約束みたいなお話だ。

　紅魔族の族長試練は、この有名な物語になぞらえているらしい。

　しかし……。

「めぐみんを守っても、なんかイマイチ盛り上がらないっていうか……」

「う、うむ……。英雄譚をなぞらえるというより、なんだか愉ゆ快かいな珍ちん道どう中ちゆうをおくっているような……」

「よし、それでは守られるお姫ひめ様さま役ではなくラスボスをやってあげようじゃないか。物語終しゆう盤ばんに出てくる、悪い魔法使い役を！　さあ、掛かってくるがいいですよ！」

　と、めぐみんが杖つえを振り回して激げつ昂こうする中、庭の方から機き嫌げん良さそうな鼻歌が聞こえてきた。

　見れば、アクアが魔法で作り出した水を畑に撒まいている。

「しばらく旅に出るから野菜に水やってんのか？　ウィズにちょむすけ達の世話を頼たのんであるから、ついでに畑の水やりも……」

　そこまで言いかけた俺は、そこに生えている物を見て動きを止めた。

　アクアが楽しげに水を与あたえていたのは、少女の姿をした手のひらサイズの小さな苗なえ。

　そう、安あん楽らく少しよう女じよである。

「そういえばバタバタしててうやむやになったけど、そんな物が生えたんだったな！　おいダクネス、めぐみん！　ちょっとアクアを押さえといてくれ、旅に出る前にコイツを討とう伐ばつしてくから！」
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「ちょっとあんた何言ってんの!?　やらせないわよ冷血ニート！　大だい丈じよう夫ぶよ、女め神がみが生み出す神聖な水を与えればきっといい子に育つから！」

　掘ほり返してやろうと近づく俺を、アクアは安楽少女を腹に抱かかえて見上げ、必死に訴うつたえかけてくる。

「ダメだダメだ、もうウチにペットは必要ないんだよ！　ちょむすけとゼル帝ていとお前の世話だけでも手が掛かるんだぞ、これ以上増やしてどうするつもりだ！」

「ねえお願いよ！　ちゃんと欠かさず水もあげるし、毎日散歩にだって……。ねえ、今私の名前も入ってなかった？」

　目の前の安楽少女の苗は、まだ俺達の会話が理解出来ないのかニコニコと笑っていた。

　……これを駆く除じよするのか。

「お、おいダクネス、街の安全を守るのは貴族の役目だろ？　活躍の場が欲しいみたいだし、ここはお前に譲ってやるよ……」

「い、いや、カズマは私達の中心なのに、一番レベルが低いだろう？　ここはお前にこそ譲ってやろう」

　………………。

「ここ数日アクアと一緒に水をやったからって、簡単にほだされやがって！　ほら領主様、モンスターからこの街を守ってくださいよ！」

「おのれ口ばかり回るやつめ、なら冒ぼう険けん者であるお前に領主様からの使命依い頼らいだ！　その安楽少女を……！　あ、安楽少女……を……」

　自らを指さすダクネスに、遊んでくれていると思っているのかニコニコと笑いかける安楽少女。

　それを見て気勢を削そがれたダクネスが。

「……誰だれも近寄らないような、紅魔の里の奥深くに植え直すというのはどうだろうか……」

　領主としてモンスターを見み逃のがす事は気が引けるのか、小さな声で呟つぶやいた──




　──そろそろゆんゆんとの待ち合わせ時刻。

　アクアを除く我が家のペットは、既すでにウィズに預けてきたので旅立つ準備はバッチリだ。

「後はゆんゆんが来るのを待つだけだな。あの子の事だから、変に気を遣つかって待ち合わせ時間より早めに来るかと思ってたんだが……」

「いえ、あの子は待ち合わせ時間ちょうどぐらいに来ると思います。紅魔の里で友人達と遊ぶ約束をした際に、よほど楽しみにしてたのか半日前から待っていた事がありまして。そんなに重いと友人から避さけられますよと助言してあげたのです」

　楽しみにするにも程ほどがある。

　……と、待ち合わせ時間を知らせる、街の鐘かねが鳴ったその時だった。

　屋敷の前に魔ま法ほう陣じんが浮き上がり、光と共にゆんゆんが──




「確かに待ち合わせ時間ちょうどですが、秒単位で時間ピッタリに来られるのも引かれますよ！」

「ええっ!?　な、なんで現れた瞬しゆん間かんに怒おこられるの!?」

　テレポートで飛んできたらしいゆんゆんが、めぐみんに叱しかられながらも辺りを見回し……。

「皆さん、おはようございます。どうかよろしくお願いしま……。……あれっ、あ、あの、アクアさんが抱だきかかえてるのって……」

「この子は、やがて紅魔の森の長おさとなる者、デッドスクリーム・ブラッディマリーよ。ゆんゆんの実家の近くに引っ越す事になったからよろしくね」

　アクアが抱だく安楽少女の鉢はち植うえを見て、ゆんゆんが物もの珍めずらしそうに小首を傾かしげる。

「それって安楽少女ですよね？　その名乗りというか通り名みたいなのは出来れば変えて欲しいんですけど……。そういえば私、安楽少女にだけは絶対に近寄るなって、なぜか里の皆みんなから言われてて……」

「安楽少女はぼっちの天敵みたいなモンスターです、小さいからといって気を許してはダメですよ」

　安楽少女がどんなモンスターかぐらいは知っているのか、少しだけ物欲しげな表情を浮かべたゆんゆんは、慌あわてたように首を振ふると。

「それでは皆さん、行きますね。……『テレポート』！」

　地面に魔法陣を浮かび上がらせ、俺達を紅魔の里へと運び去った──




　　　　３




　紅魔の里。

　そこは魔王の城を監かん視しする役目を背負い、日夜様々な魔道具が作り出される場所。

「えっ？　ゆ、ゆんゆん？　めぐみん!?」

　世界最さい高こう峰ほうの魔法使いの集落であり、人類の最強戦力の一角が集つどう……。

「大変だー！　めぐみんとゆんゆんが外の人を連れてきたぞ！　皆、早く着き替がえるんだ！」

　…………。

「ちょっと待ってよー！　紅魔族ローブ、虫食ってたから捨てちゃったわよ！　新しいの買いに行かなきゃ！」

「なあ、杖代わりにそこのほうき貸してくれ！」

「黒マント！　黒マントどこにやったっけ……！　あーん、お母さんマントどこー!?」

　里の真ん中に俺達がいきなり現れた事により、紅魔族の皆さんが騒さわいでいた。

　と、里の入り口の方から二人の少女が駆かけて来る。

「ちょっとあんた達、外の人連れて帰ってくるなら事前に連れん絡らく寄よ越こしなさいよ！」

「そうそう、おかげで里の皆がパニックになってるし！　歩いてくるならともかく、テレポートで来るのなら前もって準備させなよ！」

　見覚えのあるその二人は、確かめぐみん達の同級生の──

「クラスメイトのさきべりーにねりまきではないですか。二人ともお久しぶりです」

「ふにふらにどどんこよ！　名前掠かすってもいないじゃない、こないだアクセルの街に行ったでしょぉ！」

「あんたいい加減名前覚えなさいよ！」

　そう、ふにふらとどどんことかいった二人組だった。

　紅魔族の正装らしきローブに身を包んだ二人は、おろおろしている紅魔族を隠かくすように俺達の前へと立ち塞ふさがった。

「よう、二人とも久しぶり。ちょっと聞きたいんだけど、何で里の人達はこんなに混乱してるんだ？」

　疑問に思った俺が挨あい拶さつを交かわしながら尋たずねると、

「魔法使いの里なのに、皆が普ふ通つうの服装してたらお客さんがガッカリするでしょ？　本来なら、里の近くを巡じゆん回かいしているニートが、お客さんが来たら知らせてくれるんだけど……」

「そうそう、こうやって急にテレポートで来られると困るんだよね」

「もう俺達みたいな観光客のためにわざわざ着替えなくていいよ、その努力を魔王軍との戦いに回してくれよ」

　そうこうしている間にも、家に引っ込んでいった紅魔族達が黒ずくめ装備で現れた。

　平静を装い普ふ段だん通りの行動をしながらも、見て見てといわんばかりのチラチラ視線が鬱うつ陶とうしい。

　と、紅魔族の一人が自宅の前でかき回していた大おお鍋なべに、アクアがたたっと駆け寄った。

「ねえカズマ、見なさいな！　謎なぞ鍋なべよ！　魔法使いが謎鍋を煮に込こんでいるわ！」

　黒ローブ姿の魔法使いが鍋をかき回す姿は、端はたから見れば怪あやしげな薬品を作っているようにしか見えず──

「里の外のお嬢じようさん、あまり近付かない方がいい……。俺が作っているのは禁断の……」

「カズマ、カレーよ！　鍋からカレーの匂においがするわ！」

　鍋の中の匂いを嗅かがれ、気まずそうにあさっての方を見る紅魔族。

「おいカズマ、あそこでは紅魔族の女性が魔法陣を描かいてるぞ。何か大おお掛がかりな儀ぎ式しきをやるみたいだが……」

　ダクネスに囁ささやかれてそちらを見れば、クールそうな印象の綺き麗れいなお姉さんが何かを描き、ブツブツと呟いていた。

　俺達が遠巻きに見守っていると、魔法陣が徐じよ々じよに光を放ち、明めい滅めつを繰くり返す。

　その光景に興味を示したアクアが近付くと。

「そこのあなた、近くにいると危険よ！　これより行使されるは、太古に封ふう印いんされし強大な悪魔を解き放つ邪じや法ほう……。既にこの魔法陣からは禍まが々まがしき魔力が漏もれ出しているわ。さあ、私に構わずお行きなさい。紅魔族にとってこの程度の事は日常茶さ飯はん事じ。太古の悪魔を滅ほろぼす事なんて造作もないわ──」

　お姉さんはそう言って、儚はかなげな表情でニコッと笑い、意を決したように手を掲かかげた。

　この里には以前から、邪じや神しんや女神や古代兵器など危険な物ばかり封印されていたが、太古の悪魔なんて物ぶつ騒そうな物までもが──

「悪魔退治ならこの私に任せなさいな！　高レベルアークプリーストのアクアさんにかかれば現れた瞬間にワンパンよ！」

　お姉さんから警告を受けたアクアは、そんな頼たのもしいセリフと共に前に出た。

　と、アクアは鼻をすんすんさせながら。

「……変ね、禍々しい魔力なんてちっとも感じられないんですけど。悪魔特有の悪あく臭しゆうもないし、まだ出てくる気配は見当たらないわね。でも大丈夫、今の私はとっても暇ひまなの。悪魔をしばくためなら丸一日だって付き合うからね！」

　そう言って、魔法陣を監視するようにその場へと座り込んだ。

　お腹なかに安楽少女の苗なえを抱いたまま長期戦の構えを見せるアクアに、なぜかお姉さんは汗あせを垂らす。

「なあめぐみん、アクアに応おう援えんされてるお姉さん、なんか困ってないか？」

「何をしているのかと思えば、アレはそけっとですか。あの魔法陣は観光客用に、ただピカピカ光るだけのものですからね。ああいった反応をされるのは初めてなので、そけっとも困こん惑わくしているのでしょう」

　どうしてここの連中はこうなんだ。

　と、お姉さんはやがて大おお仰ぎように頭を振ると。

「……。くっ、この悪魔、どうやらあなたの気配に恐おそれをなして激しく抵てい抗こうしているようね！　残念ながら封印を解く魔力が足りないみたい。でもまあ、これなら大だい丈じよう夫ぶ。ありがとう、あなたのおかげでこの里は救われたわ……」

「魔力が足りないのね！　大丈夫、私に任せて！　ねえカズマ、このお姉さんに私の魔力をあげてちょうだい！　悪魔を引きずり出すためなら、神聖な魔力だってジャブジャブ使うわ！」

　ドレインタッチによる魔力譲じよう渡とを要求するアクアに、お姉さんの顔が引き攣つった。

「よし、任せろ。悪魔退治のためなら俺も喜んで協力してやろう」

「さすがねカズマ、話が早いわ！　ねえあなた、安心して！　私の魔力は無む尽じん蔵ぞうだからいくらでも分けてあげられるからね！」

「カズマさん、アクアさん！　そけっとさんが泣きそうだから止やめてあげてください！」
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　お姉さんいじりを止められた俺達は、一いつ旦たんゆんゆんと別れてめぐみんの実家へ行く事になった。

　呆あきれ顔のめぐみんが隣となりを歩きながら、ため息混じりに言ってくる。

「……まったく。クールで気が強いそけっとが涙なみだ目めでしたよ？　あの人は紅魔族随ずい一いちの占うらない師です。あまり追い詰つめると聞きたくも無い事を勝手に占われますからね？」

「綺麗なお姉さんだったから、つい。てゆーか聞きたくも無い占いって何だよ？　今いま更さら隠かくすような事もないし、そんな脅おどしには屈くつしないぞ」

　長い付き合いの俺達は堅かたい絆きずなで結ばれているのだ。

　今更仲間達に知られて困るような秘密なんて……。

「以前そけっとを怒らせたぶっころりーというニートが、お風ふ呂ろやトイレの時間はおろか、恥はずかしい過去に性せい癖へき、夜中一人でゴソゴソしている事に至るまで占われ、しばらく引き籠こもっていましたよ」

「今度あのお姉さんに会ったら絶対に謝っておくよ」

　俺はめぐみんに即そく答とうすると、改めて紅魔の里を見み渡わたした。

　一見するとのどかな田舎いなかの村という感じだが、注意してよく見ると、ちょこちょこ普通の村とのズレがある。

　とある小屋の前を通りかかったダクネスが。

「な、なあめぐみん、あの人は一体何をしているんだ？　回転する壺つぼにゴーレムが攻こう撃げきを仕し掛かけているが、何かの儀式か？」

「あの人は紅こう魔ま族随一の陶とう芸げい家ですよ。念動魔法で壺を回転させて、ゴーレムを操あやつり仕上げをしているのです。直接壺を触さわると手が泥どろだらけになるから嫌いやなんだそうです」

　世の陶芸家に謝って欲しい。

「ねえねえ。じゃあ、あの人達は何やってるの？」

　そう言ってアクアが指さす先では、衣類が入った籠かごを持った幾いく人にんかの紅魔族が集まって……。

「『トルネード』！」

　主婦らしき紅魔族が魔法を唱え、それと同時に竜たつ巻まきが吹ふき荒あれた。

「『クリエイト・ウォーター』！」

　天高く立ち上る竜巻に向け、放水を始める他ほかの主婦。

　強力な魔法の竜巻は、内部に大量の水を湛たたえたまま制せい御ぎよされ──




　主婦達が、竜巻の中にポイポイと衣類を投げ込み出した。




「あれはただのお洗せん濯たくですね」

「お前らって魔法の無む駄だ遣づかいも甚はなはだしいな」

　と、そんな事を言っている間にも、俺達は里の外れへとやって来たのだが……。

「…………多分、場所的にはここだと思うのですが……」

　めぐみんが呆ぼう然ぜんと見上げているのは、里の中でもなかなかに大きな新築の一戸建て。

　俺達が以前泊とめてもらったボロ家とは、似ても似つかぬ家だった。

　しばらく固まっていためぐみんは、フラフラと家に近付き玄げん関かんのベルを鳴らす。

　と、バタバタと駆けてくる音が響ひびくと、ドアの向こうから声が掛かけられた。

「だれ？」

「ふふ、誰だれだと思いますか？」

　突とつ然ぜん帰ってきた事で、妹のこめっこを驚おどろかせようとしているのだろう。

　微笑ほほえみながら勿もつ体たいつけるように言うめぐみんに、ドアの向こうからガチャンという音がした。

　どうやら鍵かぎを掛けられたらしい。

「うちは立派に見えてもおかねはないです。帰ってください」

「私です！　あなたの姉のめぐみんですよ！　声で分かるでしょう、開けてください！」

　めぐみんが必死に訴うつたえかけるとドアがそっと開けられる。

　完全にドアを開けず隙すき間まからこちらを覗うかがう様子から、まだ警けい戒かいされているようだ。

「……うちには姉はいません。爆ばく発はつしてしにました」

「いきなりなんて事言うんですかこの子は！　見ての通りの姉ですよ、ほら！　ほら!!」

　めぐみんを確かく認にんするなりバンとドアを閉めたこめっこは。

「このところ、里に何度も帰ってきたのに家に顔も出さなかった人は姉じゃないです」

「あっ！　い、いえ、その……。あれはゆんゆんの試練のためであって、遊びに帰ってきたわけではなかったので……。こめっこ、私が構ってあげなかったから拗すねているのですか？　なら、今晩はたくさん遊んであげますから機き嫌げんを直してくださいよ」

　そう言って、満まん更ざらでもなさそうな表情で苦く笑しようするめぐみんに。

「姉ちゃんはどうでもいいけど、帰ってきたならおみやげが欲しかった」

「それは本音じゃないですよね!?　拗ねてそんな事を言っているだけでしょう？　傷付くので止めてください！」

　めぐみんを入れようとしないこめっこに、俺はリュックから土産みやげを出すと。

「やあこめっこ、久しぶり。カズマお兄ちゃんだよ。ほーら、お菓か子しをあげよう」

「おにいちゃんおかえり！」

「こめっこ！　あなたには姉しかいませんよ、私にもお帰りを言ってください！」




　──めぐみんの家に通された俺達は、一新された家を見回していた。

「おちゃです」

「あら、ありがとう。こめっこちゃんは気が利きくわね」

　こめっこにかいがいしく世話をされ、アクアが満まん更ざらでもなさそうに寛くつろいでいる。

「おみやげはこれですか」

「こめっこちゃん、この子は食べ物じゃないしお土産でもないわ。そもそも、人型をした生き物を食べようとしちゃダメよ」

　テーブルに置かれた安楽少女の鉢はち植うえを見ながらこめっこが涎よだれを垂らす。

「さてこめっこ。仕送りを続けていた姉としては、この新築の家の事を聞きたいのですが」

「古いお家うちがボンッてなったから、新しいのを建て直した」

　そういえば以前、めぐみんの実家が無くなったとか言ってたな。

「それは聞いてます。ですが、家具も何もかも、私が使っている物より遥はるかに高級そうなのですが……」

　複雑そうなめぐみんに、こめっこは俺が渡わたしたお土産のお菓子をほおばりながら。

「姉ちゃんはしみったれ」

「そういう言葉はどこで覚えてくるのですか、どうせニートのぶっころりーでしょう！　父と母が帰ったら、この家はどういう事か追つい及きゆうしてやりますからね！」
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　その日の夜。

「そんなわけだから、家は新築になったけどお金は無いの！　母を憐あわれに思うのなら、仕送りは止めないで！」

「分かりましたからマントを引っ張らないでください！　というか皆みんなが見てます、恥ずかしいのでやめてください！」

　帰宅した母親にめぐみんが問いただし、借金を背負って家を建てた事が判明したのだが。

「まあ家が広くなったのは良い事です。あ、しばらく里にいるので、カズマ達とここに何日か泊まりますからね？　それで、私の部屋はどこですか？」

　と、めぐみんが疲つかれたように息を吐つくが。

「……えっ？　ええと、めぐみんの部屋は……」

「おい、実の娘むすめの部屋にとっとと案内してもらおうか。さもなくば薄はく情じような親への仕送りを止める事になる」

　突つき放すようなめぐみんの言葉に、母親のゆいゆいが縋すがり付く。

「あんな豪ごう邸ていに住んでるから帰ってくるなんて思わなかったのよ！　空いてる部屋がいくつかあるから、好きなとこを使えばいいじゃないの！　二階の一番奥の部屋がオススメよ!?　あの部屋は壁かべが厚いし広いから、カズマさんと一いつ緒しよに寝ねられるわ」

「部屋が余っているなら別々に寝るに決まってるでしょう！　年とし頃ごろの娘を若い男と同じ部屋にしないでください！」

　激げつ昂こうするめぐみんをよそに、ゆいゆいは真しん剣けんな顔で俺を見ると。

「カズマさんは娘と同じ部屋がいいわよね？」

「当たり前じゃないですか」

「話がややこしくなるので黙だまっていてください！」

　即答する俺に向け、めぐみんがカッと威い嚇かくする。

「おい待てよ、お前こないだ、俺に子供は何人欲しいか聞いてきたじゃん！」

「親がいる前で言う事ではないですよ！　それに、アレは将来の話ですから！」

　口論する俺達をよそに、アクアがこいこいとこめっこに手招きする。

「あの二人のお話は耳に入れちゃダメだからね。こめっこちゃんには私が折り紙を折ってあげるわ。ほーら、爆ばく殺さつ魔ま人じんもぐにんにんよ」

「かっけえ！」

　なんだよ爆殺魔人って、なんだよもぐにんにんって、すげえ気になる。

　アクアがこめっこの注意を引いている間にも、ダクネス達はどんどんヒートアップしている。

「めぐみんお前……！　普ふ段だん私にエロセイダーだのエロ令れい嬢じようだのと言っておきながら、いつの間に家族計画まで立てたのだ！　めぐみんはむっつりだ！」

「し、失礼ですよ、誰がむっつりですか！　もういいです、ほらカズマ、出かけますよ！　まだ日課が終わっていないのです。どこかそこら辺で済ませましょう」

　このままでは不利だと悟さとったのか、めぐみんが俺の手を引き出かけようと……。

「日課？　ダクネスさん、娘の日課とは何ですか？」

「めぐみんは一日一発、体力を使い果たして身動きが取れなくなるような事をしているのです」

「ダクネス、誤解を招くような言い方は止やめてください！　何だか言い方が卑ひ猥わいですよ！」

　ダクネスは、今までエロだ何だと言われてきた事への仕返しなのか、

「ちなみに、毎日あまりにも大きな音で行こう為いに及およぶので、アクセルではめぐみんの日課が名物となっております。最近では見学者まで来る始末で……」

「ウチの娘は公衆の面前で何をしてるの!?」

「爆ばく裂れつ魔ま法ほうを撃うつだけですよ！　ダクネス、それ以上母に誤解を与あたえると酷ひどい目に遭あわせますよ！」

　顔を赤くするめぐみんに、ダクネスは真ま面じ目めな顔で。

「酷い目に遭わせると言えば私が喜ぶとでも思うなよ？　めぐみんの事は嫌きらいではないが、そういうのは女同士でやるものでもないと思うのだ」

「喜ばせようなんて思ってませんよ、モンスターに殴なぐられすぎて脳がどうにかなったのですか！　もういいです、カズマ、行きますよ！　……あれっ？　カズマ？」




　面めん倒どうな事に巻き込まれる前に、俺は潜せん伏ぷくスキルを発動させ家を出ていた──
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　めぐみんの日課はダクネスにでも任せておこう。

　夜の紅魔の里にくり出した俺は、昼間、里をうろついていて気になった店の前に立っていた。

　ピンク色の派手な看板には、『酒場サキュバス・ランジェリー』と書かれている。

　なんともストレートな名前だが、アクセルの街には本物のサキュバスサービスが存在しているのだ、ならアクセル以外でもお店を構えていても不思議ではない。

　そして気になるのがランジェリーというところ。

　日本の大人のお店には、ランジェリーパブというものがあるらしい。

　聞くところによると、下着姿のお姉さん達がお酒を注いでくれたりするそうな。

　いかがわしい夢ならいつでも見れる。

　だが、たまには現実でもチヤホヤされてみたい。

　なにせ、アクセルの街はサキュバスサービスが強すぎて、こういった大人の店がほとんどないのだ。

　旅の恥はじはかき捨てとも言うのだし、たまには羽目を外してもいいだろう。

　ぶっちゃけサキュバスが経営していなくても構わない。

　なにせ紅魔の里は美人のお姉さんが多いのだ。

　お前はめぐみんといい感じなクセにそういう所に行くのかと言われそうだが、こういったお店はノーカンだ。

　ただちょっと大人のお姉さんとお酒を飲むだけなのだ。

　俺は心の中で何度も自分に言い訳すると、意を決してドアを開け──




「おっ、いらっしゃい外の人。お一人様ならカウンター席でいいかい？」




　おっさんしかいない店内を見て、ハメられた事を瞬しゆん時じに悟った。

　勧すすめられるままにカウンターに座った俺は、僅わずかな希望を捨てきれず。

「えっと、ここって普ふ通つうの酒場なんですか？」

「ああ、紅魔族随ずい一いちの知力を持つ者が名前を考えた、酒場兼けん宿屋だよ。外から来たお客さんは皆同じ質問をしてくるね」

　……紅魔族随一の知力持ち。

「その人って、『混浴温泉』って名前の混浴でも温泉でもない大衆浴場を考案した人ですか？」

「よく分かったねお客さん。他ほかにも、この里の観光名所は全部その人が考えたんだ」

　その高い知力や無む駄だ遣づかいしてる魔法を、本当に魔王軍へ使って欲しい。

　このまま店を出るのも騙だまされたと公言するようなものなので、とりあえず一いつ杯ぱいだけ飲んでとっとと帰ろう。

　と、早さつ速そく出されたお酒をチビチビと舐なめながらそんな事を考えていると。

「外からのお客さん、いらっしゃい。我が名はねりまき、紅魔族一の酒屋の娘！　いずれこの店の女将おかみとなる者！　お兄さんはめぐゆんのお仲間らしいしサービスするよ。その代わり、アクセルでの二人の様子を教えてくれない？」

　俺の目の前に頼たのんだ覚えのない料理を置きながら、隣となりに座ってきたのは長い黒くろ髪かみの女の子だった。

　まとめてめぐゆんと呼ぶという事は、二人の同級生か何かだろうか。

　遠い地で頑がん張ばる同郷の仲間の事が気になるのだろう。

　ねりまきだけではなく、周囲で聞き耳を立てている紅魔族にも聞こえるように。

　俺は、あの二人の活かつ躍やくを教えてやった──




「──な、なんだってぇ！　あのゆんゆんに男友達が！　それで!?　その二人の男友達とやらはどんな人!?」

「一人は金きん髪ぱつのチンピラだな。もう一人は悪魔みたいな性格のやつというか、悪魔そのものというか……」

　俺の説明にねりまきは、長い黒髪を振ふり乱しカウンターをバシバシ叩たたく。

　これでゆんゆんも紅魔族の人達にぼっち呼ばわりされる事はないだろう。

　さり気ない善行だが、ゆんゆんからの後日のお礼が楽しみだ。

「まさかの二ふた股また！　昔、私の決めポーズの研究を手伝ってくれたピュアゆんはどこに……！　百合ゆり百合しいあの二人は、てっきりくっつくもんだと思ってた……」

　ねりまきが感かん慨がい深げに呟つぶやくが、俺はグラスの氷をカランと鳴らし、大人の男を演出する。

「ちなみにめぐみんは俺と大人の関係を構築中だ。百合百合しいのは見てる分には嫌いじゃないが、美少女二人がくっつくのは人類の損失だ。俺は魔王軍による人口減少に全力で抗あらがうつもりだ」

「一見格好良さげなセリフだけど、つまり子作りって事だね」

　俺がねりまきにツッコまれていると、ふと酒場の中がざわめいた。

　一体何事かと思ってみれば……。

《ブラザー？　おい、ブラザーじゃねえか！》

　二階が宿屋になっているのだろう。

　忘れようにも忘れられない、自己主張の激しい全身鎧よろい。

《俺俺、俺だよ俺！　最高で最さい硬こうな歌って踊おどれる神器オブ神器！　お前のブラザー、アイギスさんだよ！》

　女め神がみエリスに連れて行かれたはずの、聖せい鎧がいアイギスがそこに居た。
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《ようブラザー、こんな所で奇き遇ぐうだな！　これって運命？　俺達相あい性しようがいいのかもな。カズマっちが美少女に転生したら、鎧の中に入れてやるよ》

「誰だれがカズマっちだよ、あと勝手にブラザーにすんな」

　隣に座ったアイギスは、ねりまきに向けピッと指を立て。
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《お嬢じようさん。母乳は出ないだろうから、キミの体温と同じ熱さのミルクを頼む》

「鎧のお客さんは毎晩流れるようにセクハラするよね」




　アイギスは相変わらずのアイギスだった。

《セクハラは愛情表現だよお嬢さん。俺の体の中に指入れてみる？　じんわりとぬくいんだぜ》

「最強の武ぶ闘とう派は集団、紅魔族相手にすげえなお前。バカと勇者は紙かみ一ひと重えだな」

　酔よっ払ぱらい客を相手にしているためセクハラには慣れているのか、ねりまきが興味深そうにアイギスの鎧に指を入れる。

　そんなシュールな姿を横目で見ながら、

「で、なんでこんな所にいるの？　お前、エリス様に連れて行かれたんじゃなかったか？」

《そうそう、聞いてくれよブラザー！　ご主人様ってば酷いんだぜ、この俺をソードマスターの兄ちゃんに与えようとしたんだよ。これがまたいけ好かないイケメンでさあ！　そいつの取り巻きの女の子はセクハラすると怒おこるし、あたい、家出してきたの！》

　装備品に勝手に旅立たれるその人も大変だな。

「家出は分かったけど、なんでよりにもよって紅魔の里？」

《……紅魔の里といえば強いモンスターがうじゃうじゃいる。そう、俺はあの兄ちゃんに試練を与えてやったのさ。俺に相応ふさわしい男かどうかをな！》

　族長試練といいコイツといい、なんでそんなに試練好きなんだ。

「お客さん、『紅魔の里は噂うわさの通り、綺き麗れいな姉ちゃんばっかりだ！　ボク今日からここの子になる！』って言ってなかった？」

《おっとお嬢ちゃん、紳しん士しに野や暮ぼは言いっこなしだ。こいつはミルクの代金さ、釣つりは要いらねえ、とっときな》

　ミルクを片手に戻もどってきたねりまきに、アイギスが何かを手て渡わたした。

「……なんかの破は片へんか？」

《輝かがやけるマイボディの一部だな。なにせ総オリハルコン製だからね。あたいを売ればお城が買えちゃう……。二人とも、視線が怖こわいんだけどやめてくんない？》

　なにせ神器だもんな。

　そりゃあ城ぐらい買えるよな。

《顔近いよブラザー。ほら、お嬢ちゃんの持ってきた人ひと肌はだ温度のミルクだ。これは俺の奢おごりさ、グッといきな》

「飲めないのに注文したのか。それよりお前、しばらくこの里に居座るつもり？」

　俺にミルクを押し付けてきたアイギスは、

《それなー。しばらくここで美少女相手にイチャイチャしたら、ご主人様に会いにエリス教会に転がり込もうかなって……。お嬢ちゃん、宿代なら前まえ払ばらいしてるだろう？　ゴリゴリするの、やめてくんない？》

　スプーンを持ったねりまきに鎧の表面を削けずられながら、そんな事を。

　俺は温ぬるいミルクを手にしたまま。

「しばらく居るのならちょうど良い。実はこの里で族長試練ってのをやっててさ。もしかしたら何か頼むかもしれないけど、その時は手伝ってくれないか？」

《どうせ暇ひまだし構わないけど、ちょっとこの子止めてくんない？　でないと削れて無くなっちゃう》

　ゴリゴリやられているアイギスが、困こん惑わく気味に言ってきた。
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　酒が入った事もあって帰るのが面めん倒どうになり、あの後はサキュバス・ランジェリーに外がい泊はくした。

　そして、翌朝。

　めぐみんの家に朝帰りした俺はといえば──




「すんません、ウチのバカ二人を引き取りに来ました」




　なぜか、紅こう魔まの里の自警団詰つめ所へとやって来ていた。

「やあ、よく来てくれたね。早く二人を持って帰ってくれ」

　自警団のリーダーである、確かぶっころりーとかいうニートが疲つかれたように息を吐つく。

　俺は簡易的な牢ろう屋やに入れられている二人に向けて。

「……本当に嫌いやだけど、迎むかえにきたぞ」

「カズマ、昨夜はどこへ消えたのですか？　あなたがいれば、潜せん伏ぷくスキルや敵感知で自警団を撒まくことも出来たんですよ」

　牢の中でとんでもない開き直りを見せる、めぐみんの横では。

「……お前は、アクアやめぐみんとは違ちがって、止める側だと思ってたよ」

「面めん目ぼくない…………」

　耳まで赤くしたダクネスが、顔を覆おおって蹲うずくまっていた。




　こいつらは俺が酒場に出かけた後、日課を果たしに行ったらしい。




「というか、私がここに滞たい在ざいしている間は毎日これが起こりますよ？　なので里の皆みんなが慣れてくれれば問題解決だと思うのです」

「ちょっと何言ってんのかわかんない」

　めぐみんの言葉に困惑気味のぶっころりー。

「いやこいつ、毎日爆ばく裂れつ魔ま法ほうを撃うたないと死ぬって言い張るんですよ。なんで、アクセルの街では風物詩みたいになってまして」

「本当に何を言ってるのかわかんない」

　何事にも動じなさそうな紅魔族ですらを困惑させる問題児。

「仕方ないですね。今日からは極力明るいうちに済ませますので、里の皆には驚おどろかないように言っといてください」

　…………。

「もうコイツ、里の試練が終わるまでここに詰めといてくれませんかね。何なら預かり賃も支し払はらいますんで」

「やめてくれよ、自警団はならず者預かり所じゃないんだからね。保護者がちゃんと持ち帰ってよ……」

「おい、いたいけな少女を厄やつ介かい者扱あつかいするのはやめてもらおうか！」

　牢屋の隅すみでダクネスが恥はずかしそうに小さくなる中、厄介者が食って掛かかった──




「──族長試練はまだ受けられないそうです。何でも、破は壊かいされた第一の試練所が直っていないらしくて……」

　めぐみんとダクネスを回収した後、アクアを連れてゆんゆんの下もとへと向かったのだが、申し訳なさそうに謝られてしまった。

「試練所が無いとはどういう事ですか？　ちょっと留守にしている間に、里の人達は随ずい分ぶんたるんだものですね」

　まるで他人ひと事ごとのようなめぐみんがため息混じりに零こぼしている。

「試練所を壊こわしたのはあんたでしょ!?　っていうか族長試練の最中は、めぐみんにはどこかその辺で遊んでいて欲しいんだけど……」

「おい、この私をのけ者にしようとはどういう了りよう見けんか聞こうじゃないか！」

　一いつ瞬しゆんで頭に血が上っためぐみんに、ゆんゆんが慌あわてて手を振ふり。

「い、いや、のけ者にしようとはしてないけど……。ほら、めぐみんって性格上、試練の最中でも絶対大人しくしてないだろうし……。あと、試練の最後とかに美味おいしい見せ場があったら、絶対我が慢まん出来ないでしょう？」

「「「なるほど」」」

「皆みんな揃そろって納なつ得とくしないでください！　私を狂きよう犬けんか何かだとでも思っているのですか！」

「お前、つい五分前までどこに居たのか忘れたんじゃないだろうな。真っ当な人は牢屋なんて一生無む縁えんな場所だからな」

　めぐみんがフイッと目を逸そらす中。

「しかしそうなるとやる事ないな。紅魔の里は以前来た時に見て回ったし、これからどうする？」

　ゆんゆんの話では、明日には試練を再開出来るとの事だ。

　それまで、一いつ旦たんアクセルの街に戻もどるというのも……。

　と、皆が悩なやみ顔を浮うかべたその時。




「この子を森に返してあげたいんですけど」




　アクアが安楽少女の鉢はち植うえを抱だきながら、名残なごり惜おしげに言ってきた。

　そういえば、そんな目的もあった事を思い出す。

「あの……。紅魔族の一人としては、里の近くにモンスターを植えられるのは困るんですが……。出来れば討とう伐ばつしてもらわないと……」

　もっともな事を言うゆんゆんだが、アクアはこれ見よがしに鉢植えを前に出し。

「こんな小さな子を討伐するの？　ゆんゆんってばそんなに冷れい酷こくな人だったの？　ほら、この子と目を合わせて言ってみて!!」

「ごめんなさいごめんなさい、私には無理ですごめんなさい！」
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「この子が寂さびしくないように、里を見下ろせるあの丘おかの上がいいわ」

「アクアさん、あそこは魔ま神じんの丘というカップル達の観光名所ですからダメですよ。もっと森の奥にしませんか？」

　苗なえを植える場所に拘こだわるアクアと共に、俺達は紅魔の里を徘はい徊かいしていた。

「面倒だし、もうゆんゆん家ちの庭に植えとこうぜ。ここの連中なら安楽少女に惑まどわされる事もないだろうし、新しい観光名所にすればいいじゃん」

「さすがねカズマ。それならこの子も寂しくないわ。ゆんゆんに友達も出来るし完かん璧ぺきね」

「完璧だと思います。大事にします」

「何バカな事を言ってるのですか！　ゆんゆんも即そく答とうしないでください、モンスターを友達にするのは越こえてはいけない一線ですよ！」

　丸く収まりそうになったのに、めぐみんが慌ててツッコむ。

「ねえめぐみん。私ね、紅魔族の長おさになったら、一つだけやろうと思っていた事があるの」

「ど、どうしたんですか急に……。やりたい事とはなんですか？」

　戸と惑まどうめぐみんにゆんゆんは、てへへと優やさしくはにかみながら。

「私ね、前々から思ってたんだ。知能があって会話が出来るモンスター達を捕つかまえて、里にモンスター牧場を作ろうかなって……」

「カズマと発想が同じですよ!?　それで大きく育ったら経験値の足しにするのでしょう！」

　めぐみんに胸むな元もとを摑つかまれ揺ゆさぶられながら、ゆんゆんが慌てて否定する。

「ち、違うわよ！　衣食住を完璧に用意してあげれば、知性のある子達はきっと心を開いてくれるわ！　これは人とモンスターがいつまでも争わないように、共存の道を探すための試みで……！」

「何が共存ですか白々しい、あなたはモンスターをニート化させてまで友達が欲しいのですか！」

「欲しいわよ！　当たり前じゃない!!」

　めぐみんの説教にゆんゆんがとうとう開き直った。

　喧けん嘩かを始めた二人をよそに、俺達は安楽少女の苗をどうするかで頭を悩ます。

「やはり、里から離はなれた森の奥しかないと思うのだが……」

「それだとこの子が寂しくないかしら。そういえば安楽少女ってたまにしか見ないけど、群生地はないの？　お友達のそばに植えてあげればこの子も寂しくないと思うの」

「こんな性しよう悪わるな生き物が群れてたら焼き払はらうしかないな」

「この子が怖こわがるからあっち行って！　鬼き畜ちくカズマはあっちへ行って！」

　グイグイと俺の背中を押してくるアクアに向けて、安楽少女は小さな手を伸のばしてキャッキャと笑った──




　──紅魔の里の裏門の先には、巨きよ大だいな山脈と広大な森が広がっている。

　俺達は今、そんな森の奥深くへと……。




「わああああああーっ！　ゆんゆーん！　ゆんゆーん!!」

「『ライト・オブ・セイバー』ッッ！」




　アクアを襲おそおうとしていた一いち撃げき熊ぐまがゆんゆんの魔ま法ほうで返り討うちにされる。




「『狙そ撃げき』！　『狙撃』ッ！　『狙撃』ッッッ！　ああああゆんゆん！　ゆんゆん！　助けてゆんゆん!!」

「『ライトニング・ストライク』──ッ！」




　俺達を取り囲んでいた森に同化した木のようなモンスターが、ゆんゆんが放った落らく雷らいを受け黒くろ焦こげの炭と化す。




「ああっ！　こいつはあの有名なパラライズスライム！　獲え物ものを麻ま痺ひさせ、弱酸性の体でゆっくりと溶とかしていく危険なモンスターだ！　普ふ通つうの人間なら装備ごと溶かされてしまうものだが、私がコイツに捕まれば、衣服や装備の方が先に消化される事だろう！　だが安心しろカズマ、この私はそのような辱はずかしめなどにも屈くつしは……」

「『インフェルノ』────ッッッッ！」




　ダクネスに迫せまっていたスライム達が、灼しやく熱ねつの魔法で蒸発し──




「……ゆんゆん、ちょっといいですか？」

　くすぶる火を消火するアクアと、スライムの残ざん骸がいの傍そばでなぜかさめざめと泣いているダクネスを尻しり目めに、パーティーの最さい後こう尾びを歩いていためぐみんが口を開いた。

「どうしたのめぐみん？　今、サーチの魔法で周囲を警けい戒かいしているんだけど……。あっ、この先の斜ななめ前にモンスターがいます！　任せてください、サッと行って殲せん滅めつを」

「しなくていいですよ！　というか、どうしたのですかさっきから。今日はやたらと好戦的ではありませんか」

　森に入った俺達は、紅魔の里のモンスター達から早さつ速そく洗礼を受けていたのだが……。

「そんなに好戦的かな……？　ほら、里の周りのモンスターを減らすのも族長の仕事だしね？　それに魔力もまだまだあるし、いざという時のためにマナタイトもこんなに持って……」

「気合い入りすぎですよ！　高価なマナタイトをそんなに抱かかえて、どこかと戦争でもする気ですか!?　私達はパーティーなのですから、一人だけ突とつ出しゆつする必要はないのです」

　ポケットの中からたくさんの石を取り出すゆんゆんに、めぐみんが杖つえを振り回して説教する。

　だがゆんゆんは、途と端たんに顔をにやけさせ……。
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「パーティー……。へへ、えへへへ……」

「気持ち悪いです！　どうしたんですかニヤニヤと、人が説教しているのに失礼ですよ！」

　どうやらゆんゆんは、誰だれかとまともにパーティーを組むのが初めてだったらしく、それでいつになく気合いが入っているようだ。

「いいじゃないか、ゆんゆんが全部倒たおしてくれるのはありがたいよ。危険もないし楽ちんだし、何も困りはしないだろ？」

「スライム……。スライム……。パラライズスライム……」

　悲しげな表情でブツブツ言っているヤツは置いておき、俺はめぐみんにそう言うも、

「困りますよ！　あまりゆんゆんに活かつ躍やくされると、私の出番が無いじゃないですか！　この周辺の強いモンスターに派手なヤツをぶちかますのです！」

「お前は何しに帰省したんだよ、冒ぼう険けんやレベル上げに来たんじゃないんだぞ！」

　そこにいるのが一番安全だと学習したのか、ゆんゆんの傍から離れようとしないアクアが言った。

「ねえカズマ。めぐみんが面めん倒ど臭くさいから、さっさとその辺で撃うたせて運びましょうよ」

「そうだな、荷物に変えた方が余計な事しなそうだしな。そうするか」

「アクアにまで言われるとは思いませんでしたよ！　撃ちませんよ!?　せっかくの里帰りなのですから雑魚ざこ相手には撃ちませんからね！」

　ワガママを言い出しためぐみんに、一体どう説教をしてやろうかとため息を吐つくと──




　首の後ろがピリッとした。




「『エクスプロージョン』────ッッッッ！」

　めぐみんが無む詠えい唱しようで放った爆ばく裂れつ魔ま法ほうは、絶ぜつ妙みようなコントロールによるものなのか木々の間をすり抜ぬけて、森の奥へと突つき刺ささる。

　辺りの樹木をなぎ倒し、轟ごう音おんと共に爆風が吹ふき荒あれる中。

「ちょっとあんた何やってんのよおおおおおおおおおおお！」

　風に煽あおられ吹き飛ばされたゆんゆんが、悲鳴混じりの罵ば声せいを上げた。
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　紅魔の里の入り口でぶっころりーが尋たずねてくる。

「ねえ、森の奥から凄すごい音がしたんだけどさ……」

　俺達は、そんな質問に。

「めぐみんがカッとなってやりました」

「ちょっと待ってください、確かにいきなり撃ったのは私ですけど！　ですが何度も言うように、アレには訳があるのですよ！」

　アクアに告げ口されためぐみんが慌あわてて言い訳を始めるが。

「ハイハイ、そうだな、訳があるよな。ムシャクシャしてやったのか？　それともデッカい虫が止まっててビックリしたのか？」

「この男！」

　俺に背負われためぐみんが後ろから首を絞しめてくるが、

「その訳とやらを聞いてるんでしょ、勿もつ体たいぶっていないでさっさと言いなさいよ！」

「う……。ですが、きっと皆みんなは信じないかと……」

　ゆんゆんに詰つめ寄られ、めぐみんが途端に口ごもった。

「私は、めぐみんがいい加減な事を言わないのは知っている。大だい丈じよう夫ぶだ、他ほかの者が信じなくても私はちゃんと聞いてやろう」

「ダクネス……」

　ちょっとだけ良い空気を醸かもし出す二人をよそに、ぶっころりーが改めて。

「で、一体何があったんだい？」

　めぐみんは、深刻な表情を浮うかべると……。




「爆ばく殺さつ魔ま人じんもぐにんにんが現れたのです」

「アホな事言ってると捨ててくぞ」




　俺が背負っていためぐみんを下ろそうとすると、そうはさせまいとしがみついてきた。

「だから言ったじゃないですか、皆は信じてくれないと！　ダクネス、この男を叱しかってください！」

「え……。そ、その……。そうだな、私はモンスターに詳くわしくないが、もがにんにんが襲ってこようとしていたのか、さすがはめぐみん、よくやってくれたな！」

「名前もうろ覚えですしセリフが棒読みじゃないですか！　ダクネスだけは信じていたのに！」

　めぐみんが大おお騒さわぎする中、ぶっころりーが息を吐く。

「よりにもよってもぐにんにんが出ただなんて、もっとマシな言い訳があるだろうに……」

「他のモンスターならともかく、この私が爆発に関するモンスターを見み間ま違ちがうわけがないではないですか！　もぐにんにんが森の奥からジッとカズマを見ていたのです。相手はあの爆殺魔人、詠唱を省略した爆裂魔法で仕留められたとも思えません」

　紅魔族達のただならぬ雰ふん囲い気きに、ようやく冗じよう談だんを言っているわけではないと知る。

「何なんだよ爆殺魔人って。俺達をからかってるんじゃなかったのか？」

　その言葉にめぐみんは首を振ふると。

「爆殺魔人もぐにんにん。元は、紅魔の里にある謎なぞ施し設せつと呼ばれる建物に寝ねかされていた、爆発魔法を得意とする謎のモンスターです。片言の人語を話すのですがその内容がサッパリ分からず、紅魔族以外の人間を見付けると襲ってくる習性を持ち、夜になると意味もなく爆発魔法を撃つそうです」

「えらく迷めい惑わくな習性だな。そのお前のいとこみたいな謎モンが俺に目を付けたって言いたいのか？」

　爆発魔法は、爆裂魔法の下位互ご換かんにあたる攻こう撃げき魔法。

　そんなものを使えるモンスターが狙ねらっているだとか……。

　と、ぶっころりーが口を挟はさんだ。

「爆殺魔人もぐにんにんは、通常、森の奥から出てこないはずなんだけどね」

「お前、滞たい在ざい中にいつでも爆裂魔法が撃てるよう、今適当にでっち上げたんだろ」

「なんて事言うんですか！　爆裂魔法を撃つだけのために、私がそんなしょうもない事を言うとでも!?」

　説得力の欠片かけらもない事を言うめぐみんに、ぶっころりーが肩かたを竦すくめ。

「めぐみんは昔から、おかしな事ばかり口走る子だったからね。光り輝かがやきながら東の空に消えていく謎の物体を見ただの、自分の前世は破は壊かい神だの、爆裂魔法を使う魔法使いは巨きよ乳にゆうになれるだの……」

「私の言う事を欠片も信じていませんね!?　ニートのクセに生意気ですよ！」

「う、うるさいな、ニートは関係ないだろう！　それよりも、森で爆裂魔法は止やめてくれよ。モンスターが刺し激げきされて面倒臭い事になるんだからね。普ふ段だんならともかく、族長試練がある今は大人しくしていてくれよ？」

　ぶっころりーはそう言うと、用は済んだとばかりに去って行った。




「──本当に爆殺魔人もぐにんにんがいたんです。カズマは里から出てはいけませんよ？　もぐにんにんは、紅魔族以外の人間の男性、特に、黒くろ髪かみ黒目の人を目の敵かたきにしていますからね」

「なんでそんなピンポイントに狙ってくるんだよ。ていうか、そいつは森の奥から出て来ないんだろ？　デッカいかぶと虫と見み間ま違ちがえたんじゃないのか？」

「いくら何でもそんな物と見間違えるわけがないでしょう！　カズマは族長試練のパートナーには参加しないでください。私も、もう試練に参加するなと言われてますからね。ゆんゆんの相棒はアクアかダクネスに任せましょう」

「任せてちょうだい」

「ちょっと待って!?　それは困るんだけど！　あ、いえ、お二人が嫌いやだとか、そういう事じゃないんですけど！」

　慌てるゆんゆんに、ダクネスが優やさしく笑いかけ。

「クルセイダーの本分は誰かを守る事にある。大丈夫だ、任せて欲しい。絶対に守ってみせるから」

「ダ、ダクネスさん……」

「この私がいればもう何も心配はいらないわ。ゆんゆんが強いモンスターにやられちゃっても、即そく座ざにリザレクションかけてあげるからね！」

「アクアさ……。いえ、リザレクションが必要な場面にならないようにして欲しいんですが……」

　ゆんゆんが感動だかよく分からない表情を浮かべる中、

「えー……。試練とかパートナーとか、王道ファンタジーっぽいなって、久しぶりにちょっとだけやる気になってたのに」

「カズマは私と一いつ緒しよに留守番しましょう。里の中を案内してあげますよ。同級生の親がやっている居酒屋があるんです」

「そこはもう行かなくてもいいかな、面倒臭いのが泊とまってるし」

　結局、そんなわけで。

　俺は紅こう魔まの里まで来ておきながら、ここでもニート化する事になった。




「ねえ。結局この子、植えられなかったんですけど」

「「「「あっ」」」」
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　その日の夜。

「そんなわけで、明日あしたからやる事が無くなったんですけど、何か手伝うことってありませんかね？」

　帰宅しためぐみんの母に、俺はお手伝いを申し出た。

　めぐみんの家の一番陽ひ当あたりがいい場所を占せん拠きよし、我が物顔で昼ひる寝ねをしていた神経が太い女め神がみとは違ちがうのだ。

　泊めて貰もらっている以上、俺だってそれぐらいの気き遣づかいは出来る。

「あらあら、手伝ってくれるの？　明日は魔道具作りに使う素材を集めに、この国で最も深いダンジョンに潜もぐりに行くのだけれど……」

「すいません、もうちょっとこう、洗せん濯たくとか皿洗いとか無難なヤツをお願い出来ますか」

　俺に仕事の手伝いは早かったようだ。

「それならカズマ、もぐにんにんが気になるので、明日は謎施設の探検に行きませんか？」

「まだその奇天烈きてれつな名前のモンスターに拘こだわるのか」

　明日からゆんゆんの族長試練が始まる。

　そして、一つ目の試練は強い自己主張により、ダクネスがパートナーを務める事になったのだが。

「それなら私も行きたいわ！　謎施設だなんて、何だかお宝が眠ねむっていそうじゃない？」

　人様の家で遠えん慮りよなく晩ばん酌しやくをしていたアクアが言った。

「散々探たん索さくされた施し設せつらしいし、多分何も残ってないと思うぞ？」

　紅魔族いわく、何のために作られたのかも不明な謎施設。

　今では観光名所の一つにされているらしいのだが……。

「いいじゃないですか、たまには冒ぼう険けん者らしく探検するのも。カズマの運の良さで、何かが見つかるかもしれませんしね」

「……なぜ私がいない時に限って、冒険者らしい事をするのだ……」

　ダクネスが寂さびしそうにぼやく中、

「では、明日に備えて今夜は早めに寝ましょうか。アクアもお酒はほどほどにしてくださいね？　それでは、私はお先に……」

　めぐみんはそう言って立ち上がると、自分の部屋へと──




「そうね、早く寝るのはいい事ね。すいませんねカズマさん、この家には娯ご楽らくがないもので……。まあ、娘むすめと同じ部屋でイチャイチャするのは結構な娯楽だと思いますよ？　うふふふふっ」




　ゆいゆいのその言葉に、めぐみんが顔を引き攣つらせた。

「この親はいきなりなんて事言い出すんですか。年とし頃ごろの娘に一体何をさせるつもりですか！」

　いきり立つめぐみんに、ゆいゆいは動じる事なく。

「田舎いなかの娯楽と言ったら決まってるじゃない。早く孫の顔を見せてちょうだい」

「娘を相手に下ネタは止めてください！　カズマも何か言ってやってくださいよ！」

「娘さんは体格的に、まだ子供を産むには早いと思うんですよ。もうちょっと育ってからの方がですね……」

「もう十分育ってますから子供だって産めますよ！　そうじゃなくてですね、ああもうどうすれば……！」

　一人騒さわがしいめぐみんに、俺は落ち着けとばかりに諭さとしてやる。

「もう夜なんだから静かにしろよ。あと発言には気を付けるんだ。子供だって産めるだとか、ご近所に聞かれたらお前が恥はずかしい思いをするんだぞ？」

「こんな時にそんな正論は聞きたくないですよ、誰だれのせいでこうなっていると思っているのですか！」

「ちなみに私は、体格的にはいつでも産める体だと思う」

「ダクネスまで何バカな事を口走っているんですか、もう寝てください！」




「『スリープ』」




　ゆいゆいの一声でめぐみんが絨じゆう毯たんに転がった。

　娘を遠慮なく魔ま法ほうで眠らせたゆいゆいは、満面の笑えみを浮うかべると。

「ささ、後は煮にるなり焼くなり！　夜は長いですからね、好きなようにしてくださいな」

「すいません、さすがの俺も寝てる子にいたずらするのは……」

　娘を売り渡わたそうとするゆいゆいに俺が軽く引いていると、ダクネスがその場に立ち塞ふさがった。

「こういうのはお互たがいの合意があってこそだ、このような形での一線は認められない！　たとえめぐみんの親おや御ごさんとはいえ」

「『スリープ』」

　何か言いかけたダクネスに、ゆいゆいが目もくれずに魔法をかける。

「……親御さんとはいえ見過ごすわけにはいかぬ！　クルセイダーの本分は守る事！　めぐみんの貞てい操そうは私が守る！」

「た、耐たえたの!?　私のスリープは特別製なはずなのに……」

　ダクネスは頑がん強きような精神力と高い魔法抵てい抗こう力、そして状態異常への耐たい性せいを持つ。

　魔法が効かなかった事でゆいゆいを驚きよう愕がくさせていた。

「くっ……！　以前はアッサリ眠ったのに、あれから随ずい分ぶんとレベルを上げたみたいね！」

「このダスティネス、同じ相手に二度と不覚を取りはしない！　使えるのはスリープだけなのか？　さあ、この私を無力化してみせるがいい！」

　ダクネスはそんな勇ましいセリフと共に、ゆいゆいと対たい峙じすると……！

「じゃあこれならどうかしら!?　『パラライズ』！」

「ぬるい！　昼間に里の森で見かけたパラライズスライムですら、もっとマシな麻ま痺ひ攻こう撃げきを仕し掛かけてくるぞ！」

　意い気き揚よう々ようと胸を張るダクネスと、酔よいつぶれて寝ねているアクアを尻しり目めに。

　俺は眠るめぐみんを背負い、そのまま部屋へと運んで行った──
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　窓から差し込む月明かり。

　それが静かに眠るめぐみんの顔を、ほんのりと闇やみに浮かび上がらせていた。

　紳しん士しな俺はもちろん手なんて出しはしない。

　ベッドで眠るめぐみんの隣となりで、自らの腕うでを枕まくらにしながら無む邪じや気きな寝ね顔がおを見守っていた。

「……んん……。我が力……今こそ禁断の封ふう印いんを……この世の全すべてを滅ほろぼしてくれる……」

　ちっとも無邪気じゃない寝言を呟つぶやきながら、めぐみんが寝返りを打つ。

　隣に俺がいる事で普段と違う寝ね心地ごこちに気付いたのか、やがてうっすらと目を開けて──




「……すいません、何しているのか聞いていいですか？」

「愛する人の寝顔を見てた」




　めぐみんがバッと跳はね起きた。

「何が愛する人ですか！　なぜ上じよう半はん身しん裸はだかなんですか!?」

「いや、目が覚めて隣に裸の異性がいたら、普ふ通つうは何かあったって思うだろ？」

　めぐみんの隣で寝ていた俺は、上半身素っ裸である。

　めぐみんは俺から離はなれると、自らの体を触さわりあちこちを確かく認にんしだした。

「思いますよ！　完全に事後じゃないですか！　あっ!?　ちょっと待ってください、ブラが無いです！」

「胸が締しめ付けられてたら眠りにくいかと思ってさ。それに寝る時はブラをしない方が育ちやすいって聞くからさ」

　俺が枕まくら元もとを指さすと、めぐみんはそこに置かれていたブラに手を伸のばす。

「とてつもなく大きなお世話ですよ、普ふ段だん気が利きかないクセに、どうしてこんな事だけ気が回るんですか！　いくらカズマでも寝ている間にブラをまさぐるだなんて……」

「心配するな、紳士な俺はちゃんとスティールで剝はぎ取った」

「本当にどうでもいい所だけ気が利きますね、そのドヤ顔に腹が立ちます！　間ま違ちがってパンツ盗とっていたらどうするつもりだったんですか！」

　ローブの中にブラを摑つかんだ手を引っ込め、てるてる坊ぼう主ずと化しためぐみんがゴソゴソしだす。

「まあ落ち着けよ。こう、何度も同じ布ふ団とんで一緒になったにもかかわらず、何も無いのもワンパターンかと思ってさ。たまにはめぐみんを驚おどろかそうとな。ビックリした？」

「しましたよ！　本当に何もしてないんでしょうね!?　記き憶おくの無い間に大人になっていたとか嫌いやですよ!?」
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　ブラを付け終えたのか、めぐみんがローブからニュッと腕を出す。

「心配しなくてもそこまでの度胸はないさ。俺を信じろ」

「凄すごく説得力がありますが、自分の好きな人が言うと情けなくなります！」

　荒あらい息を吐はいていためぐみんは、ようやく落ち着きを取り戻もどし。

「まったく、我が母親ながらとんでもない人ですね……。娘にスリープをかけて同どう衾きんさせるとは、どんな常識知らずですか……」

「常識知らずなところはお前の母ちゃんらしいなって思うけどなあ」

　ため息を吐きながら、めぐみんが俺の隣に座って足を投げ出す。

　文句を言いながらもこうして一いつ緒しよにいてくれる辺りは、長い付き合いのおかげなのだろうか。

「私だってそういう関係になるのが嫌なわけじゃないんですよ？　ですが、さすがに母親主導の下もと、実家でというのはちょっと……」

「めぐみんはそう言いつつも、いつも絶対邪じや魔まが入るじゃん。俺は最近思うんだよ、一生童どう貞ていのままの呪のろいでも掛かけられてるのかなって。アクアに呪われてないか何度も観みて貰ったんだけど、大だい丈じよう夫ぶだって言われるんだよなあ」

　毎度毎度一線を越こえようとする度たびに邪魔が入るのは、どういう事だ。

　俺は本来運が良いはずなのにおかしいだろう。

　実は、俺に密ひそかな恋こい心ごころを抱いだいていたエリス様が嫉しつ妬として邪魔してるとかなら、まだ許せるのだが……。

「どこの誰がそんなくだらない呪いを掛けるんですか……」

「俺に清い体でいて欲しいと願う、ファンがいるかもしれないじゃん。こう見えても最近意外にモテるんだぞ？　なんせアクセルの冒険者ギルドにファンを自じ称しようする美人冒険者が来てるらしいからな」

　その言葉にめぐみんの眉まゆが、ピクリと動く。

「……アクセルに帰ったら、その人に会うのですか？」

「わざわざ遠くから来てくれたみたいだし、そりゃあ会うだろ？　まあちょっと握あく手しゆしてサインを書くだけだよ。こんな事もあろうかとサインの練習してたからな。いつも世話になってるアクセルの冒険者ギルドにも、こっそり柱にサイン書いてやったんだぜ」

　ふふ、これがやきもちか。

　めぐみんにも困ったものだが、たまにはこうやって焦じらしてやるのも大人の恋の駆かけ引きってヤツで……。

「ギルドの受付のお姉さんが、サインを消しながら怒おこってましたよ？　勝手に落書きしないよう言っといてくれって」

「酷ひどい！　何十年か後には、俺がサインした柱に高値が付く予定なのに！」

　俺が憤ふん慨がいしていると、暗い部屋の中でめぐみんがクスリと笑う。

「それじゃあカズマのサイン、私が貰もらってあげますよ。……サトウカズマ。とってもいい名前だと思いますよ？」

「めぐみんに名前を褒ほめられるのって何だか凄く複雑なんだが……」

「おい、せっかく褒めてあげたのにどういう意味なのか聞こうじゃないか！」

　めぐみんが非難してくるが、佐さ藤とう一族の長男としては一言物申さずにはいられない。

　と、文句を言いながらもめぐみんは、寝ている俺の隣に身を投げ出すと、人の腕を枕にして無防備に寝転がった。

　こんな時間に二人きりでいても、こういう事ができる程度には信しん頼らいされているのだろう。

　誘さそわれてるのかとも思うが、俺にだって学習能力という物がある。

　それにめぐみんの言葉ではないが、相手の親がいる屋根の下でそういう行こう為いに及およぶのも……。

「あの、カズマ、ちょっといいですか？」

「あんまりよくないかな」

　……………………。

「大変言い難にくいのですが、当たっているんですよ。しかもその、大きくなって」

「お構いなく」

　だってしょうがないじゃん、生理現象なんだもの。

　思春期の男の子が女の子と一緒にくっついてて、こうならない方がどうかしてる。

「一応言っておくが、俺の大事な息子むすこさんに攻こう撃げきしたりするなよ。コイツはシャイな上にデリケートなんだからな」

「生理現象ぐらいでそんな事しませんよ。自分からくっついておいて攻撃するとか、私はどれだけ理り不ふ尽じんな女だと思われているんですか」

　確かダクネスと似たような状じよう況きようになった時は理不尽にも攻撃されたんだが。

　……と、くっついているめぐみんの視線が、俺の大変な部分に向けられている事に気がついた。

「お前も思春期の女の子だから異性の体が気になるのは理解できるけど、そこまでマジマジと見ちゃうのはどうなんだ」

「あっ！　ち、違ちがいますよ！　その、毎度毎度こういう展開になっては我が慢まんさせているのが、なんだか可哀かわい想そうに思えてきたもので……」

　本当だよ！

　しかもここは紅こう魔まの里で、そういったお店にも行けないのだ。

　ならせめて、五分だけ一人にして欲しい。




「……あの、何かお手伝いでもしましょうか？」




　いい加減こういう寸止めみたいな状況は、

「今なんて？」

「顔が真顔ですよ！　お、お手伝いしましょうか、と……」

　ちょっ……！

「エロ！　えろみん！　お前はダクネスが言う通りむっつりだ！」

「夜中に声が大きいですよ！　誰だれがむっつりですか！」

　いやだって……！

「めぐみんがとんでもない事言い出すから！　自分が何言ってるのか分かってんの？　お手伝いってお前、お前コレ……！」

「あまり強調しないでください！　いつも生殺しみたいな状態で放置しているのが可哀想だなと、ほんのちょっとそう思っただけですから！」

　コイツ、お手伝いがどういう意味か分かってるのか!?

　どこまで手伝ってくれるんだろう、おかず的な意味だろうか。

　それとも、色々やってくれるって意味だろうか……。

　いや、そんな事よりも……！

「何もかもが未経験な年下の女の子にそういった事させるのって、むしろ行為に及ぶ以上の背徳感が……」

「一々言い方が卑ひ猥わいですよ!?　というか、いい加減私が挑ちよう発はつするだけしておいて何もさせない、悪女みたいに思えてきたので……。どうすればいいのかは分かりませんが、まあその、いつも盛り上がった後カズマは、何だか辛つらそうにしてますし……」

　興奮か緊きん張ちようか、めぐみんは目を紅あかく輝かがやかせながら恥はずかしそうに顔を背そむける。

「そりゃ辛いよ、既すでにお前の事は魔ま性しようのめぐみんだと思ってるよ！」

「魔性呼ばわりは止やめてください！　ちゃんと責任取ってくれるのなら構わないと言っているじゃないですか！」

　俺は年下の女の子の家で、夜中に何を言っているのだろう。

　これから一体何をさせようとしているのだろう。

　しかも今気が付いたが、俺、未いまだに上半身裸じゃん！

「するんですか、しないんですか!?　いい加減この状況が恥ずかしいのですが！」

「俺だって恥ずかしいよ！　親おや御ごさんが下で寝ねてるのに、未経験でたどたどしい手付きの女の子に色々指示してアレコレさせるんだぞ!?　こんなプレイ、お店に行ったら一体いくらかかるんだ！」

「バカな事言ってないでやるならとっととやりますよ！　そういう事を一々口にしないでくださいよ！」

「いきなりそんな事言われても、心の準備が！　分かってる、分かってるんだよ！　どうせ良いところできっと邪魔が入るんだ、そういう呪いに掛かってるんだ！　でも期待しちゃうんだよ、むしろこういうやり取りが甘あま酸ずっぱくてドキドキするんだけどさあ！」

「もう分かりました、分かりましたから脱ぬいでください！　ここまで騒さわいでも邪魔が入らないんです、なら、きっと今夜は……」




　──めぐみんがそこまで言いかけた時だった。




　紅魔の里の森の方から、遠い爆ばく発はつ音が響ひびいてくる。

　俺はめぐみんと見み詰つめ合うと。

「……な？」

「……………………明日あしたになったら、アクアにブレイクスペルを掛けて貰いましょうか」
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　ムラムラするもののどこかホッとした夜が明けた。




「おい、これはどういう事か聞こうじゃないか！」

「どういう事か聞きたいのはこっちの方だよめぐみん！」




　何事も無かったかのような顔で居間で朝食を摂とっていると、ぶっころりーを始めとした紅魔族達が押しかけてきた。

「いきなり何の事だか分かりませんが、とりあえず離はなしてもらえませんか？　これは女の子に対する仕打ちではないと思うのです」

「……いいけど、逃にげたり暴れたりしないって約束出来るかい？」

　ぶっころりーはめぐみんを取り押さえた状態で確かく認にんする。

　無言で頷うなずくめぐみんに、拘こう束そくの手を緩ゆるめると……。

「油断しましたね！　このまま息の根を止めてくれます!!」

「あぐっ!?　う、噓うそつき！　めぐみんの噓つきー！」

　解放された瞬しゆん間かんぶっころりーに襲おそいかかっためぐみんは、チョークスリーパーの体勢に移行していた。

「あなたは魔ま王おう軍やモンスターとの約束を守りますか？　ニートはスライム以下の存在です。そんな生物との約束などまともに守る方がアホらしいでしょう！」

「こ、こらっめぐみん、その人が死にかけてるから手を離せ！　あとニートをあんまりバカにすんな!!」

　俺がめぐみんを取り押さえると、ぐったりして動かなくなったぶっころりーを、慌あわてた紅魔族達が介かい抱ほうしていた。

　青い顔をしながらも息を吹ふき返したぶっころりーへ、この騒ぎにもかかわらずマイペースにお茶を飲んでいたアクアが言った。

「それで、これは一体どういう事なの？　うちのめぐみんが何かした？」

　その言葉に紅魔族達は互たがいに顔を見合わせると。

「昨夜も里の近くで爆発が起こったのは知ってるかい？」

「申し訳ない！　今後、このような事が無いようにする！　ほら、めぐみんも謝るのだ！」

「ダクネス、勝手に謝らないでください！　というか、爆発したら何でもかんでも私に結びつけるのは止めてもらおう！」

　土下座しだしたダクネスをよそに、めぐみんが説得力の欠片かけらもない事を口にする。

「そうはいっても、じゃあ他ほかに誰がこんな事をするって言うのさ？」

「ええ、まずはめぐみんのアリバイを聞きましょうか。昨夜はどこで何をしていたの？」

　と、紅魔族に問い詰められためぐみんが、サッと顔を赤くして。

「い、言えません……」

　消え入るような小さな声で、ポツリと言った。

「ほらやっぱりめぐみんじゃないか！　僕をニート呼ばわりして首を絞しめた事を謝ってくれ！　……というか今思えば、昔紅魔の里で起こった爆発音騒ぎもめぐみんの仕し業わざじゃないのか？　夜ごとの爆発は里に侵しん入にゆうした女悪あく魔まが犯人だと、めぐみんが証言していた事件があっただろ？」

　ぶっころりーのその問いかけに何か思い当たる事でもあったのか、俺はめぐみんが汗あせを垂らしたのを見み逃のがさなかった。

「今、めぐみんが反応したぞ！　アリバイを言えない事といい、お前やっぱり……！」

「なぜカズマまで一いつ緒しよに糾きゆう弾だんしているのですか！　昨夜はあなたと二人で居たから、恥ずかしくて言えなかったんですよ！」

　めぐみんのその言葉に、紅魔族達が「あっ」という察した顔で。

「そうか……。僕が妹みたいに思ってためぐみんも、いつの間にか大人になったんだなあ……。悪かったね、食事を邪じや魔まして」

「あのめぐみんがねえ……。世の中分からないものよね。色いろ恋こい沙ざ汰たとは一番無む縁えんだと思ってたのに……」

「一緒に居ただけでまだ何もしてませんよ！　里の皆みんなに余計な事を言わないでくださいね！」

　赤い顔をしためぐみんが、ニート達を追い散らそうとする。

「一応聞いておくけど、本当にお前じゃないんだよな？」

「爆発音はカズマも一緒に聞いたでしょうに！　大体、昨日は安楽少女を植えに行く際に魔法を使ったじゃないですか。なのに、どうして私が疑われているのですか！」

　その言葉に俺達は、なるほどと手を打つが……。

「それじゃあこれはどういう事だよ？　めぐみんが増えたのか？」

「スライムでもあるまいし、紅魔族が増えるだなんて聞いた事がないぞ。私達の知らない間に、爆ばく裂れつ魔法ですら肩かた代がわり出来る、超ちよう高こう純じゆん度どのマナタイトでも手に入れたとか……？」

「ちなみに私は共犯じゃないわよ？　カズマがいないと魔力の譲じよう渡とは出来ないんだからね？」

「三人とも失礼ですよ！　皆の前で魔法を撃うって更さらにアリバイまであるのですから、爆発と私を結びつけるのはやめてください！」

　激げつ昂こうするめぐみんに、俺達の話を聞いていた紅魔族達が深刻そうに顔を見合わせる。

「じゃあ、あの爆発は……」

「まさか、めぐみんが言っていた……」

「「「「爆殺魔人もぐにんにん……」」」」

「いい加減その名前を連呼するのを止めて欲しい」

　となると、本当にめぐみんの狂きよう言げんではなかったのか。

　そういえば昨日めぐみんが爆裂魔法を撃つ寸前、首の後ろ辺りにピリッと、敵感知スキルが反応した気がする。

　めぐみんを取り囲んでいた紅魔族達は、難しい顔をして思案を始めた。

「となると族長試練なんてやってる場合じゃないぞ？　外の人がにんにんに狩かられては、里に遊びに来る観光客が……」

「族長に相談しましょうか。その上で、紅魔族総出でにんにん狩りをすればいいわ」

　その言葉にめぐみんは焦あせったように。

「ちょ、ちょっと待ってください。族長試練は中止でなくてもいいのではないですか？」

「次の族長選びは別に急がなくてもいいけれど、にんにん退治は急がなきゃいけないだろ？　それに紅魔族の長おさになるには、手順を踏ふんで試練を受けるか、パートナーとの二人のみで大物狩がりをするのが条件だ。なら、にんにんを倒たおした者が次の族長になってもいいしね」

「面めん倒どうな試練がないのなら、私も族長を目指してみようかなあ……」

　何だか雲行きが怪あやしくなってきた。

　このままだと次の族長選びが、早い者勝ちの争そう奪だつ戦になってしまう。

　他に取り柄えのないぼっち少女のアイデンティティが、お手軽に持って行かれる事になる。

　……と、その時だった。




「ごめんなさい」




「めぐみん？　いきなり謝ってどうしたんだい？」

　突とつ然ぜん頭を下げためぐみんに、皆の視線が集まると。

「…………昨夜の爆ばく発はつ騒さわぎの犯人は私です。夜中に散歩に出かけたのですが、デッカいクワガタ虫がいたので、ビックリして撃ってしまいました」

「何やってくれてんの!?」

　おかしな事を言い出しためぐみんにぶっころりーが食ってかかる。

「ほらやっぱりめぐみんの仕業じゃないか！　僕の目は節穴じゃないからね！　ニート呼ばわりして首を絞めた事、謝ってくれ！」

「首を絞めた事は謝ります。でもニートについては謝りません」

「どうしてそこまでニートを敵視するのさ！」




　──ぶっころりー達がめぐみんに、厳重注意して立ち去った後。

「なんであんな事言ったんだ？　昨夜は俺とお楽しみだっただろ」

「お楽しみ!?」

「そういう言い方は止やめてください！　ダクネスもうるさいですよ、反応しなくていいですから！」

　自ら冤えん罪ざいを被かぶっためぐみんだが、まあ何となくその理由は予想が付く。

　この騒ぎの中、まったく動じる事のなかったアクアが、のんびりとお茶を啜すすりながら。

「ツンデレなめぐみんの事だもの。ゆんゆんの族長試練が中止にならないようにしたんでしょう？」

「なるほど、ゆんゆんの事に関してだけは素す直なおじゃないからな」

「二人ともうるさいですよ、誰だれがツンデレですか！　私は試練を受ける資格を失ってしまったので、抜ぬけ駆がけしてにんにんを狩ってやるんです。そして、族長の座をかっさらってくれようと……！」

　めぐみんが言い訳じみた事をまくし立てる中、ダクネスが袖そでを引いてくる。

（おいカズマ、昨夜のお楽しみとは一体……。私はめぐみんの母上に力及およばず、無力化されてしまったのだ……）

（おんなじ布ふ団とんで一緒に寝ねてたら、アレがああなったからめぐみんが……）

　ヒソヒソ声で囁ささやいてきたダクネスに、俺は昨夜の出来事を……。

（なななな何だと!?　お前はいたいけな少女に一体何をやらせようと……！）

（人聞きの悪い事を言うな！　良い感じになったら怖おじ気づくお前と違ちがって、めぐみんは俺のアレがああなった責任を取ろうとだな……）

「二人とも聞こえてますよ！　朝っぱらから何を言っているのですか！」

　めぐみんが顔を赤くする中、呼び鈴りんが鳴らされた。

　おそらくはこめっこが出で迎むかえに行ったのだろう。

　バタバタという音と共にドアが開く音がする。

　やがて家の中に通されたのは、試練を前に若じやつ干かんの緊きん張ちようが見られるゆんゆんだった。

「お、おはようございます！　ダクネスさん、今日はよろしくお願いしま……。……？　めぐみん、何だか顔が赤くない？」

「ゆんゆん聞いてくれ。昨夜、めぐみんとこの男が……」

「何でもありません！　ほらダクネス、とっとと行ってきてください！」
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「──ここが謎なぞ施し設せつです。以前は建物を見せただけで、内部までは見ませんでしたね」

　ゆんゆんとダクネスを見送った後。

　未いまだ顔の赤いめぐみんに連れられ案内されたその施し設せつは、以前俺達が探たん索さくした、地下格納庫の傍そばにあった。

　外観はコンクリート製の巨きよ大だいな建物。

　めぐみんの言葉通り、以前もここに案内されたが、これは改めて観察すると……。

「カズマさんカズマさん。これって研究所ってやつよね」

「研究所ってやつだよなあ」

「研究所とは何ですか？　たまに二人はおかしな事を口走りますよね」

　久しぶりにやって来たその施設には、よく見ればご丁てい寧ねいに看板がくっついていた。

「『ノイズ開発局』とあるな」

「読めるのですか？」

　めぐみんが驚おどろきの声を上げるが、看板は日本語だ。

　確かノイズってのは、めぐみん達紅魔族を生み出した魔法技術大国だったはず。

　看板の内容といい文字といい、この謎施設とやらは間ま違ちがいなく、迷めい惑わくなチート持ち日本人の建物だろう。

「おいアクア。爆殺魔人ってひょっとしなくてもチート持ち日本人の仕業だろ。そいつが作って、紅魔族が名前付けたんだろ。前々から思ってたんだけど、この世界の厄やつ介かい事って大体お前のせいなんじゃない？」

「なんて事言うのよクソニート。私のせいじゃなくて非常識な日本人のせいなんですけど。私は力を与あたえて送り出してあげただけ。それなのに、モンスターにおかしな名前を付けるわ生態系も変えるわ変な言葉や文化を流行はやらせるわで、日本の人にはもっと自重して欲しいんですけど」

　異世界へ送り出した管理者の人選ミスだと思うんだがなあ。

「二人とも、よく分からない事言っていないでとっとと中に入りますよ。様々なトラップがあるので気を付けてくださいね」

「それなら俺に任せとけ。こういう時のために取っておいた、罠わな発見スキルが光る時だ」

「カズマさんってば本当に、大だい活かつ躍やくはしないけど痒かゆい所に手が届く人よね」

「やかましいわ」

　褒ほめているのかよく分からないアクアをよそに、施設の前まで来た俺達は……。

　めぐみんの警けい戒かいの言葉で足を止めた。

「まずは最初のトラップです。ドアが突然開くのですが、それは油断させるための罠ですから気を付けてくださいね。親切なフリをして、一いつ拍ぱくおいて閉まるのです」




　……そこにあったのは、ごく普ふ通つうのガラス製自動ドアだった。




　俺達に警告を発しためぐみんは、杖つえの先でドア前をコンコンと突つついている。

「ねえカズマ、この施設の罠は私に任せて欲しいんですけど」

「おいズルいぞ。俺だって華か麗れいに罠を避さけるとこを、めぐみんに見せて自じ慢まんしたい」

「二人とも油断しないでください！　この先は特に危険地帯ですよ！」

　異世界人にとって地球の便利設備の数々はトラップに見えるらしい。

　やがて俺達三人は、真しん剣けんな表情のめぐみんを先頭に施設内へと入っていった──




《この先はクリーンルームです。防ぼう塵じん服に着き替がえてください》

「カズマ、アクア、聞きましたか？　今の謎なぞの声は警告なのです。この先に立ち入るならボウジンフクなる装備を手に入れろ、と。実はこの先の小部屋に入ると、猛もう烈れつな風が吹ふき出すのですよ。今でこそただの風が出るだけですが、昔はおそらく、ボウジンフクを持たない侵しん入にゆう者を食い止めるため、毒が散布されていたとの推測が……」

「多分、クリーンルームに埃ほこりを持ち込まないためのエアーシャワーだと思うよ」

「カズマさんカズマさん、私何だかめぐみんが可愛かわいく思えてきたわ。この場にテレビがあったなら、きっといいリアクションを見せると思うの」

　めぐみんはクリーンルームに入る前の小部屋の中で、俺達を守ろうとしているのか、吹き出してくる風を食い止めようと送風口を押さえていた。

　クリーンルームの中に入ると、そこはベルトコンベアーが並べられ、何か大おお掛がかりな機械が……。

「アレこそは多くの被ひ害がい者しやを出した恐おそるべきトラップです。この上に乗った者を内部に取り込み捕ほ食しよくする、凶きよう悪あくな罠ですよ。今でこそ討とう伐ばつされてますが、油断はしないでくださいね？」

「なんかの組み立て機だと思うんだが壊こわしちゃったのか」

「『ゲームガール製造レーン』って書いてあるわよ」

　俺とアクアの会話を聞いて、めぐみんが息を吞のむ。

「つまり、コレが取り込んだ物で何かを生み出していたという事ですか。……それは、もしかして私達紅魔族……？　カズマ、今私は、触ふれてはいけない真理に迫せまっているのかもしれません……」

「コレで作ってたのはオモチャだと思うよ」

「昔格納庫にあったオモチャよね」

　即そく答とうする俺達に、めぐみんはどことなく寂さびしそうな目を向けて。

「二人とも気を遣つかわなくてもいいのですよ。私達は人の手によって作られた、神の理ことわりに背そむく人造種族……。きっと、ご先祖様はここで作られたのでしょう……」

「アクアさんの名において、ネタ種族の存在を許してあげるわよ？　だって紅こう魔ま族って面おも白しろいもの」

「ネタ種族呼ばわりは止めてください！」

　と、俺はふと設備の奥に、こぢんまりとした機械を見付けた。

　近付いてそれを見れば──




「おいアクア、ガチャポンだ！　こんなところにガチャポンがあるぞ！」

「あら本当、中身は空だけどガチャポンね」

　そこにはガチャポン機が置かれていた。

「二人はその箱が何か知っているのですか？」

　その存在を知らないめぐみんが首を傾かしげて尋たずねてくる。

「コレはガチャポンって言って、硬こう貨かを入れると中からカプセルが出てくるんだよ。たまに当たりが入ってるんだ。なんでこんな物があるのか知らないけど懐なつかしいな」

「よく分かりませんが、子供向けの機械という事ですか。なら、紅魔族出生の秘密とは関係がなさそうですね」

　俺が感かん慨がいに浸ひたっていると、箱をいじっていたアクアが何かを見付けたようだった。

「『期間限定、紅魔族改造権入り』って書いてあるわね」

「ほんとだ。『一等、試作型プレイスケーション。二等、ゲームガールカラー。三等、紅魔族改造権』だって……おいこら、何やってんだ」

　めぐみんが無言で文字の部分を削けずりだした。

「二人は何も見なかった。良いですね？」

「ちっとも良くないけど分かったわ。今度お酒を買ってきてね」

「お前、紅魔族の過去を隠いん滅めつするなよ……」




　──その後も施設内を探索するが、結局、爆ばく殺さつ魔ま人じんとやらの手がかりは見つからなかった。




「分かった事はといえば、めぐみんのご先祖様がガチャポンから出てきた事ぐらいか……」

「待ってください、その言い方は語ご弊へいを招きます。せめて改造権が出てきたと、ちゃんと言い直してくださいよ」

　背中におぶさるめぐみんが、どうでもいい事で口を挟はさむ。

　結局、施設の中には大した収しゆう穫かくもなく。

　帰りに、めぐみんのいつものヤツを済ませた俺達は、無事めぐみん宅へと帰り着いた。

「ただいま帰りましたよー。こめっこ、ご飯にしましょう。母は帰ってきてますか？」

「姉ちゃんお帰り！　母ちゃんはダンジョンに潜もぐるから今日は帰らないって！　金色のお姉ちゃんなら帰ってきてるよ！」

　金色のお姉ちゃんというとダクネスか。

　ゆんゆんの族長試練は無事にクリア出来たのだろうか。

「こめっこ、ゆんゆんの試練の事は何か聞いてますか？」

「ゆんゆんは、試練に受かったって言ってた！　でも泣いてた！」

　……泣いてた？

　どういう事だろうと思いながら中に入ると、ダクネスはめぐみん宅の居間で膝ひざを抱かかえて蹲うずくまっていた。

「ようダクネス、帰ったぞー。試練の方はどうだった？　こめっこからは、クリア出来たって聞いたけど」

　部屋に灯あかりも付けずに蹲っていた、朝は自信満々だったはずのクルセイダーは。




「…………紅魔族の試練はもうやだ……。明日あしたはお前が受けてくれ……」




　ぐったりと疲つかれた声で、目に涙なみだを浮うかべて言ってきた。
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「試練の内容は、最初は謎なぞかけだと聞いていたんだ」

　ダクネスがぽつりぽつりと語り出す。

　めぐみんに淹れてもらった温かいお茶で少しだけ落ち着いたのか、両手でカップを握にぎって息を吐はく。

「私もそう聞いてます。ですがあのダクネスが、何をされたらここまで追い込まれるのですか？　里の試練は確かに厳しいものですが、それでも紅こう魔ま族ぞくが二人もいればどうにかなります。一体何があったのですか……？　それが不当なものであれば、この私が叱しかってあげますよ」

　めぐみんは、泣いた子供をあやすように蹲うずくまったダクネスの頭を撫なでながら、優やさしく尋たずねた。

「謎かけの問題を出す魔道具が、めぐみんに何度も壊こわされ品切れになったらしく……。謎かけも飽あきたから、もう他ほかの試練にしようと言い出して……」

「お前のせいじゃねーか！」

　俺のツッコミを受けためぐみんが、フイッと視線を逸そらす中、

「で、ダクネスってば何をさせられたの？」

「『紅魔族に必要なのはセンス力！　ポーズと名乗りを見せてみろ！』と言われ、紅魔族が満足するまで、ゆんゆんと共に格好良いポーズと名乗りをあげさせられた……」

　き、気の毒に……。




　──その日は結局ゆいゆいがダンジョンに泊とまっていた事もあり、特に問題もなく夜が明けた。

　そして……。

「今日は私に任せてちょうだい」

　家を訪ねてきたゆんゆんに、アクアがそんな不安になるような事を開口一番に言ってきた。

「お前に任せるのも不安だが、ダクネスはポンコツになり果てたからなあ……」

「うう……。ああいう辱はずかしめはやだ……。私が望んでいるヤツとは違ちがうんだ……」

　未いまだ落ち込んでいるダクネスが若じやつ干かんズレた事を口走る中、ゆんゆんはキョロキョロと誰だれかを捜さがしていた。

「めぐみんなら、夜中に爆ばく発はつ騒さわぎの容疑者として連れてかれたぞ」

「何やってるの!?　あと、カズマさんはなぜそんなに冷静なの!?」

　そう、紅魔の森で夜中にまた爆発が起こったのだ。

「アイツが爆発したり警察に連れて行かれるのは平常運転だ。それより今日は二つ目の試練なんだろ？」

「は、はい……。今日の試練は、昨日みたいな事はないと思います……」

　ゆんゆんはそういって、恥はずかしそうに俯うつむいた。

「昨日二人が、どんなポーズで何を言わされたのか、聞いてもいい？」

「絶対嫌いやです」

　いつもオドオドしているゆんゆんが、キッパリと強い口調で否定する。

「そ、それではアクアさん、行きますか！」

「ええ、今日は私の活かつ躍やくを見せてあげるわ。昨夜はずっと決めポーズと名乗りを考えてたから、あんまり眠ねむれなかったの。その分期待してちょうだい」

「い、いえ、二つ目の試練は違う物になると思うので……」

　かなりの不安を残しつつ、アクアとゆんゆんの二人は試練に向かった。




「それじゃあ俺達は、めぐみんを迎むかえに行こうか」

「なあカズマ、毎日迎えに行くよりもめぐみんを牢ろうに入れない方法を考えないか？」
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　紅魔の里を歩いていると、どこかで見覚えのある男がいた。

「おいカズマ、お前のライバルがいるぞ」

　そいつを見たダクネスがおかしな事を口走る。

「常勝不敗の俺にライバルなんていないぞ、何言ってんだ。でもどこかで見覚えはあるんだよなあ……」

「お、お前、あの男を忘れたのか？　あいつはアレだ、確か……ええと……」

「ミツルギだよ！　一番まともそうなダスティネス家のご令れい嬢じようにまで忘れられるとか、あんまりだよ！」

　そう、魔ま剣けん使いのソードマスター、ミツルギがそこにいた。

「よう、久しぶり。元気だったか？　最近どうよ？　じゃあ俺達急ぐから……」

「待ちたまえ！　どうしてそう避さけるように立ち去ろうとするんだ！」

　その場を立ち去ろうとする俺の手を、ミツルギが慌あわてて摑つかむ。

「いやだって、俺とお前ってそんなに仲良くないじゃん。事あるごとに突つっかかってきて面めん倒どうくさいし」

「い、いや、それはそうだけど……。というかなぜこんな所に？　紅魔の里のモンスターはキミの力では余るだろ？」

「友達が族長になるための試練を受けてるんだよ。それの手助けに来てるんだ。ていうかお前こそここに何しに来てんの？」

　見ればミツルギは、取り巻きも連れずに一人のようだ。

「いや、こんな事を言うとおかしくなったのかと思われそうだけど、実は神器に逃にげられてね……。書き置きを残して旅に出たんだ……。はは、何を言ってるんだと笑ってくれていいよ……」

　その旅に出たって神器、俺も知ってる。

　だがアイギスと面識のないダクネスは、気の毒そうな表情を浮うかべ。

「どうやらかなり疲つかれているようだな。ここには温泉があるらしいから療りよう養ようしてくるといい。その、あまり思い詰つめないようにな？」

「はは、まあ信じられないよね……。実は、夢ゆめ枕まくらに女め神がみエリス様が現れたんだ。そして、彼を使って世界を救ってくれと言われて預かった、大切な神器なんだけど……。ある日、『魔剣の力に頼たよる今のお前では、俺を扱あつかうには力が足りない。この俺には、神器としてやるべき事がある。俺がそれを為なしている間に、お前は俺を捜す旅に出ろ。その過程で強くなれ！　俺はいつでも待っている。さあ勇者よ、立ち上がるのだ！』……と、そんな書き置きが残されていて……」

　その神器のやるべき事って俺知ってる。

　美人が多いと評判の紅魔族を見に来たんだよ。

「それで、紅魔族には優ゆう秀しゆうな占うらない師がいると聞いていたから、その神器の行方ゆくえを捜して貰もらいにここへ来たんだけど……。占い師のお姉さんもボクがバカな冗じよう談だんを言っていると思ったのか、『そこの酒場でウェイトレスにセクハラしてますよ』とからかわれてね……」

　そのお姉さんの占い合ってるよ。

「まあ、ボクの事はどうでもいい。女神様から賜たまわった神器の試練だ、簡単に見つかるとは思ってないからね。それより、ここで会ったのならキミに忠告がある」

　アイギスの事を教えようか迷っていると、ミツルギはふと真しん剣けんな顔になる。

「魔ま王おう軍の幹部がアクセルの街を狙ねらっているらしい。いや、それどころか魔王軍そのものが、と言うべきか。街の壊かい滅めつが狙いなのか、それともキミが狙われているのか、アクア様が狙われているのか……。連中の目的までは分からないが、不安に思うのならこの里か、王都にでも身を隠かくすべきだ」

　ミツルギはそう言って身を翻ひるがえすと。

「キミはボクが倒たおすんだ。魔王なんかに負けてもらっては困るからね。次こそはボクが勝つ。そして、その時はアクア様に──」

　決意を秘ひめた表情で、様になる背中を見せて去って行った──




「……なあダクネス、アイツの目標な今の俺って、ちょっと主人公っぽくないか？」

「どう考えても向こうの方が勇者みたいだ」




　──ミツルギを見送った俺達は。

「さて、それじゃあめぐみんを──」

「……な、なあカズマ。迎えに行くのはいいのだが、その辺をちょっとだけ散歩しないか？　ほら、アルカンレティアでも、一いつ緒しよに街を散策しただろう？」

　めぐみんを迎えに行こうとする俺に、ダクネスが突とつ然ぜんそんな事を言い出した。

「散歩するのは構わないけどさ。自分を放っておいて遊んでたって知られたら、めぐみんに何されるか分からないぞ？」

　というか、散歩ならめぐみんを連れて三人でも……。

「い、いやほら、たまにはデート的なものでも、と、思って……」

　後半になるにつれ、ダクネスの声がか細くなるが……。

　デート。デートか……。

「俺、よく考えたら生まれてこの方、まともなデートってした事ないかも」

「だ、だろう!?　いや、一緒に街を散歩するだけでもデートだとは思うのだが、こう、恋れん愛あい小説にあるような、着き飾かざって待ち合わせをして、約束の時間より早く来たりする、本物のデートというのに憧あこがれて──！」

　一気にまくし立てたダクネスが、自分で言っておきながら赤くなる。

「お前はたまに乙女おとめなところがあるよな。出会った当初から常にそういうお嬢じよう様さまな感じでいれば、俺なんてコロッと落ちてたのに」

「ええ!?　そ、そうだったのか？　……大貴族の令嬢が、乙女趣しゆ味みなのは似合わないかなと隠してきたのだが……そ、そうか……」

　俺が言いたいのは乙女趣味なところじゃなくて、性せい癖へきを隠して普ふ通つうにしてればって意味なんだが、まあいいか。

「な、なあカズマ、今日は天気がいいな！」

「ここら辺の天候は、紅魔族が魔法を使っていつも晴れにしてるらしいぞ」

　常に快晴の紅魔の里は、散歩するにはちょうど良い。

　相変わらずの無む駄だ遣づかいだが、紅魔族の魔法は大したものだ。

「ほらカズマ、あそこの柵さくの上で猫ねこが昼ひる寝ねしているぞ！　この里は平和でいいな！」

「柵の上にいる猫は紅魔族の使い魔だってさ。常に里の周囲を監かん視ししてるんだってさ」

　嬉き々きとして猫を指さすダクネスに豆知識を教えてやる。

「見ろ、あんな所でのんびりと釣つりをしているお年寄りが……」

「ああ、アレって川に棲すむモンスターを生き餌えで集めてるんだよ。で、垂らした鋼鉄製の糸の先から、電でん撃げき系の魔法を使ってレベル上げするんだってさ」

　先ほどまではしゃいでいたダクネスが、徐じよ々じよに真顔になっていく。

[image: ]

「……カズマ、この里はデートに向かない気がする……」

「武ぶ闘とう派はな紅魔族の里だからな。なんだよ、そんなにデートがしたいのか？」

　隣となりを歩いていたダクネスが、バッとこちらを振ふり向くと。

「当たり前だろう！　というかお前は釣った魚に餌えさを与あたえなさすぎる！」

「おい、釣った覚えはないぞ！　お前を手助けしていたら、勝手に好きになったんだろうが！」

　いきなりの言いがかりに俺は正当な抗こう議ぎを返す。

　だが俺の言葉はダクネスにとって、言ってはいけない事だったらしい。

「か、勝手に!?　勝手に好きになっただと!?　私がアルダープの下もとへ嫁よめに行くと決まった際には、結けつ婚こん式に乱入までしておいて！　しかも、公衆の面前で全財産をぶちまけ、私を買っただのと宣言しておきながら、勝手に好きになった!?」

「そ、そんな事言われてもしょうがないじゃん！　俺が格好良いのも俺が凄すごい活躍ばかりするのもしょうがないじゃん！　悪かったな格好良くて、大活躍した事は謝るよ！　そりゃあ普通のヤツならみんな惚ほれるよな！」

　逆ギレ気味の肯こう定ていに、

「何が大活躍だ、調子に乗るな！　お前みたいなダメ男に惚れるのは、私やめぐみんのような変わり者だけだ！」

「お前、俺を好きなのか嫌きらいなのかどっちなんだよ！　好きだって言うのならもっと褒ほめろよ！　アクセルに帰れば俺のファンだっているんだぞ!!」

　それを聞いたダクネスは、胡う散さん臭くさそうな目を向け。

「よもや、あんな物を真に受けているのか？　どうせお前の財産か名声目当てのろくでなしだ。私が言うのも何だが、お前のファンがいるわけがない」

「う、うるせーよ！　あんまり働かないだけで、俺はそこそこの優良物件だぞ！」

「働かないのは致ち命めい的てきな欠点だ！」

　俺がダクネスと言い合っていると。

「カズマが働かなくなったなら、私が畑仕事でもして養ってあげますよ」

「めぐみんは甘すぎる！　そんなんだからこの男がどんどん堕だ落らくしていくのだぞ！」

「お前は昔、好みのタイプは働かないダメな男だって言ってたじゃねーか！」

　…………。

　俺とダクネスが振り返ると、そこにはめぐみんが立っていた。

「人が檻おりに入っているのに二人は随ずい分ぶん楽しそうですね。私も交ぜてもらっていいですか？」

　俺とダクネスは流れるように頭を下げた──




「──俺は何度もめぐみんを迎むかえに行こうって言ったんだよ。でもダクネスが……」

「お、お前だって、よく考えたらまともなデートをした事がないなとぼやいていたではないか！　違ちがうんだめぐみん、久しぶりに紅魔の里に来たのだから、観光をだな……！」

　見苦しい言い訳を重ねる俺達に、めぐみんは呆あきれたような視線を向ける。

「まともなデートをした事がないのですか。それじゃあ三人でデートしましょう。私が穴場のお店を案内しますよ」

「それってもう、デートとは言わない気が……。いや、何でもない……」

　それほど疚やましい事はしていないはずなのに、なぜか何も言えなくなった俺達は、

「まずはご飯食べに行きましょうか。昔私がバイトしていた食堂があるんですよ」

「「はい……」」

　なぜか上じよう機き嫌げんになっためぐみんに連れられながら、里を散策する事にした。




「──いらっしゃい！　めぐみんじゃないか、久しぶりだねえ。爆ばく裂れつ魔ま法ほう以外は覚えたのかい？」

「お久しぶりです、爆裂魔法以外を覚える気なんてありませんよ。一時期、上級魔法も覚えようかと思いましたが、ここにいるカズマにカードを勝手に弄られましてね。お前に爆裂魔法以外は似合わない。爆裂道だけを歩み続けろと……」

「言ってない。俺、そんな事まで言ってない」

　勝手にねつ造するめぐみんにツッコんでいると、傍そばにいた他ほかの紅魔族が言ってきた。

「そりゃ良かった！　いや、あれからめぐみんが他の魔法を覚えていたらどうするんだと、議論になっていたんだよ」

「ほう？　この私の爆裂魔法が皆みんなの議論を呼びましたか！　そうでしょうそうでしょう、他の魔法に浮うわ気きするだなんてスキルポイントの無駄遣いですからね！」

「いや、めぐみんの新しい呼こ称しようについて話していてな。紅魔族一の魔法の使い手は雷らい鳴めい轟とどろく者、ゆんゆんの物になっただろ。だからめぐみんは、紅魔族一のネタ魔道士……」

　めぐみんが無言で襲おそいかかった。

「こらっ、落ち着けめぐみん！　相手は耐たい久きゆう力の低いアークウィザードだぞ、一々首を絞しめようとするな！」

「私だってアークウィザードな上、女の子です！　ネタ魔道士の力、見せてくれるわ！」

　暴れ出しためぐみんに、そこかしこから野次が飛ぶ。

「ネタ魔道士に一万エリス！」

「落ちこぼれ魔道士に三万エリス！」

「爆裂魔道士に五万エリスだ！」

「おい、私に賭かけるのは構わないがその呼び名は止やめてもらおうか！　爆裂魔道士だけはカッコイイので許しますが！　いいでしょう、全員掛かかってくるがいいですよ!!」

「何でもいいから外でやってくれ！」




　──食堂を追い出された俺達は、めぐみんの家で飯を食うことにした。

「二人とも大だい丈じよう夫ぶですか？　まったく、紅魔族相手に喧けん嘩かするだなんて無む謀ぼうもいいとこですよ？」

「真っ先に襲いかかったお前が言うのか。まあ、たまにはいいじゃんこういうのも。冒ぼう険けん者らしくてさ」

　めぐみんが周りで野次を飛ばしていた連中にまで襲いかかったので、多勢に無勢なのもどうかと思い、俺とダクネスも加勢したのだが。

「うむ、仲間が落ちこぼれだのネタ魔道士だのとコケにされて、黙だまっているのは騎き士しの名折れだ。それに良い勝負だったではないか、なかなかに楽しめた！」

「お前の相手をしてた人、もう負けでいいから勘かん弁べんしてくれって途と中ちゆうから泣いてたじゃないか。ドＭ趣しゆ味みに人様を付き合わせるなよな」

　痣あざだらけになった俺達に、めぐみんがクスクスと笑いながら。

「紅魔族にとって、落ちこぼれという言葉は激げき励れいの意味も込められているのですけどね。落ちこぼれと虐しいたげられた者は覚かく醒せいすると、昔から相場が決まっているのですよ」

「定番っちゃ定番だけどさあ……。お前ら紅魔族の感性は、ほんとに分からん」

　そんな事を言い合いながらめぐみんの家に向かっていると、見覚えのある少女に声を掛けられた。

「そこにいるのはめぐみんじゃないか。久しぶりだねえ」

「あるえではないですか、家に籠こもりがちなあなたが外にいるなんて珍めずらしいですね。まだ作家志望という名のニートをやっているのですか？」

　現れたのは、えらくあちこちが発育している眼帯を付けた女の子。

「ニ、ニートじゃないよ、小説家だよ！　紅魔族の新聞だって作ってるし、最近は本も出したからね！　お金も貰もらってるしニートじゃないよ！」

「わ、分かりましたから眼帯引っ張るのはやめてください！　あなたから貰った物なのに傷いたむじゃないですか！」

　めぐみんの眼帯を引っ張りながら抗議するのは、あるえとかいった迷めい惑わくなヤツだ。

　俺達は以前この子のせいで振り回された記き憶おくがある。

　……そうだ、段々思い出してきた！

「おいめぐみん、確かその子は落書き小説を書くはた迷惑な変わり者だよな。俺はまだあの時の事を忘れてないぞ」

「確か、以前私の小説を引き裂さいてくれた外の人だね！　私こそあの時の事は忘れてないからね！」

　あるえは目を紅あかく光らせながらいきり立つ。

「小説家なんてニートと紙かみ一ひと重えの存在じゃないか」

「私だって紅魔族なんだ、怒おこらせると上級魔法が飛ぶからね！」

「あなた達は大して面識もないはずなのに、なぜ顔を合わせると喧嘩するんですか！　二人とも落ち着いてください！」

　俺に摑つかみかかってきたあるえを引き剝はがしながら、めぐみんが制止する。

「貴方あなたはめぐみんの同級生か？　私の名はダクネス。めぐみんとは同じパーティーを組んでいる。里にいる間だけでも、よろしく頼たのむ」

　ダクネスはそう言って、微笑ほほえみながら片手を差し出すと。

「私は紅魔族一の小説家、あるえだよ。お姉さんは常識人みたいで安心したよ、こちらこそよろしくね」

　あるえも優やさしい笑えみを浮うかべ、俺とは真逆の対応をみせた。

「おい、俺に対する態度と差があるのはどういう事だよ。それに、あの大おお仰ぎような名乗りはやんないのかよ。紅魔族一を名乗る前に、里の作家の数を言ってみろ」

「めぐみんの仲間なら基本友好的に接するのは当たり前だろう？　キミみたいに危害を加えたりしなければこうなるさ。あと、作家の数は黙もく秘ひするよ」

　作家を自じ称しようする少女、あるえは、しれっとそんな事を言ってくる。

「そういや俺、今回この里に来てから紅魔族の派手な名乗りを一度も聞いてないぞ」

「名乗りは初対面の相手に一回が基本だからね。ちなみに私はキミに対してはやらないよ。煽あおられる気がするからね」

　コイツ、意外と鋭するどいな。

「めぐみんに男が出来たと聞いたけど、ひょっとしなくてもこの人かい？　悪い事は言わない、今からでもゆんゆんルートに戻もどるんだ」

「何だこの眼帯娘むすめは、それは俺への宣戦布告とみなしていいんだな？　本を出したって言ってたな。書店でお前の本が並んでいたら、他の本の下に並べ直してやるからな」

　俺の言葉にあるえの眉まゆが、キリキリと吊つり上がり……。

「めぐみん、この男はダメだ！　絶対ダメだ！　今この場で焼しよう却きやくしてやる！」

「おっ、やる気か？　俺のスティールは特別製だ、眼帯か下着が無くなると思えよ！」

「二人とも、毎度毎度そんなに喧嘩がしたいなら私が相手をしようじゃないか！　高レベルアークウィザードに、ニート二人が勝てるとは思わないでくださいね！」

「「ニ、ニートじゃないし！」」




　　　　３




　その日の夜。

「ふわあああああああ！　ぶわああああああ！　あああああああああ！」

　めぐみんの家で寛くつろいでいると、アクアが泣いて帰ってきた。

　床ゆかに両手を突ついて泣き喚わめくアクアに向けて。

「どうした、人生に汚お点てんばかり作ってるお前にとって、恥はずかしいポーズぐらいで今いま更さら泣くはずもないだろ。一体何があったんだ？」

　……と、よく見ればアクアは、全身を泥どろだらけにして泣いていた。

「うっ、うっ……。今日の試練は、『紅魔族に必要なのは時の運。二人が正解の扉とびらを選ぶまで、何度でもチャレンジしてもらいます』って言われて、扉に向かって走らされて……！」

　き、気の毒に……。

　それってアレか、日本のテレビなんかでよくある、ハズレを選ぶと泥のプールになってるヤツか。

　よりにもよって運うん試だめしだとか、アクアが一番ダメなヤツじゃないか。

「それでも、一応試練は通ったんだろ？　よく頑がん張ばったな、お前はもう風ふ呂ろ入ってこい。その間に料理スキルで、高級なつまみでも作ってやるから」

「……塩しお辛からがいい……」

　庶しよ民みん的なつまみを要求するアクアが風呂に向かうのを見送っていると。

「……めぐみんの母上。その、こ、今夜は……」

　何だかこちらをチラチラ見ながら、ダクネスが言いにくそうにモジモジしていた。

「めぐみんの母上だなどと、よそよそしい呼び方ではなく、ゆいゆいと呼んでくださいな。というか今夜は何ですか？　ダクネスさんが雌めすの顔をしてますが」

「雌の顔!?　い、いえその、今夜はめぐみんとカズマを一いつ緒しよに寝ねかせるのは止めて頂けないかと……」

　昼間のデートの余よ韻いんなのか、小さな抵てい抗こうを見せるダクネスに。

「どうしてですか？　ダクネスさんが乳ちち繰くりあいたいからですか？」

「乳繰りあう!?　いえ、そのような事は！　ただ、昼間色々あったもので、こんな日に二人が同どう衾きんしていると思うと疎そ外がい感が……」

　ダクネスはそう言って、俺にフォローでもして欲しそうにチラチラと……。

　そんな俺を見て、めぐみんが首を傾かしげながら。

「何かあったんですか？」

「何もないぞ、ダクネスが勝手に盛り上がってただけだ」

「おまっ!?　おいカズマ、デートまでしておいてそれはあんまりな……！」

　俺達二人を止めようと、何か言いかけるダクネスの後ろでは、ゆいゆいが魔ま法ほうの詠えい唱しようを──




「──ひゃっほう、十四歳の女子のベッドだ！」

「この男は！　あなたはどうしてそういう事を口に出すのですか！」

　スヤスヤと眠ねむるダクネスを尻しり目めにつまみを作り、早々と部屋にしけ込んだ俺達は。

「十四歳のベッドだぞ？　十五歳じゃなく十四歳だ。とても大事な事だからちゃんと口に出してみたいんだよ」

「何がどう違ちがうのか分かりませんよ、女の子のベッドなんてどれも同じでしょうに……」

　部屋に入るなりめぐみんのベッドに飛び込んだ俺は、その上でゴロゴロと転がり回っていた。

「まあいい、その事で議論を始めると夜が明けても終わらないからな。その話はまた今度にしよう」

「前々から思っていたのですが、カズマはロリコンではないですよね？　私が小さいから好きになったとか、そんな事はないですよね？」

　ベッドで転がる俺に、めぐみんがじと目を向けてくる。

「失礼なヤツめ、俺はちゃんと大きいのが好きだ。ダクネスぐらいの胸が理想型だぞ」

「具体的な理想の大きさとかは聞きたくなかったですが、ロリコンでないのならまあいいです……。アイリスやこめっこに慕したわれて喜んだりしていたもので、ちょっと不安に……」

　アレは、妹キャラが好きなんであって、小さい子が好きなわけではない。

「まあ、その辺の事も議論を始めると戦争になるからな。その話もまた今度にしよう」

「そ、そうですか……。まあいいです。それじゃあやる事もありませんし、とっとと寝るとしましょうか」

　めぐみんはそう言うと、俺とはちょっと距きよ離りを置き、大きめのベッドの端はしに潜もぐり込む。

　…………。

「なあ、どうしてそんな離はなれたところに寝るんだ？　俺達もう、腕うで枕まくらしたり胸枕した仲だろ、遠えん慮りよする関係じゃなくなくない？」

「なくなくはないですよ、私がくっつくとカズマが我が慢まんする羽目になるじゃないですか。気を持たせないようにしてあげてるんです」

　ええ……。

「同じ部屋で寝る時点で気を持ってるから手て遅おくれだぞ」

「男の人というのは本当にそういう事しか考えないんですね！　どうせ邪じや魔まが入るだろうから何もしませんよ!?」

　俺にかけられている、邪魔が入る呪のろいの事か。

　先日も、そんな呪いなんて掛かかってないと言い張るアクアに、何度もブレイクスペルの魔法を掛けてもらった。

　だが、何も変化が起こらないという事は……。

「俺に掛けられた一線を越こえられない呪いは、アクアにすら解けない魔ま王おうの仕し業わざとか、そんな可能性は」

「どれだけ暇ひまでしょうもない魔王なんですか。魔王に対する誹ひ謗ぼう中傷をこれ以上増やすのは、さすがに可哀かわい想そうですよ？」

　めぐみんはそう言うが、本当に魔王の呪いが掛かっていたら、討とう伐ばつに行くのも辞さない覚かく悟ごだ。

　と、そんな事を考えていた、その時。

　俺の右手がひんやりとした柔やわらかい物に包まれた。

　どうやら布ふ団とんの中で、めぐみんが手を握にぎってきたらしい。

「手を握るぐらいならいいでしょう？　これならムラムラしないですよね？」

　そう言って恥ずかしそうに、苦く笑しようしながら言ってくる。

　距離を置かれた事で不満を零こぼした俺に、気を遣つかってくれたのだろうが……。

「しないわけないだろ、何言ってんだお前は」

「これぐらいでも!?　いえ、私もドキドキしますけど、どちらかというと安心しませんか!?」

　分かってない、コイツはちっとも分かってない。

「寂さみしがりなめぐみんのために今夜は手を握って寝てやるが、お前ほんと気を付けろよ？　俺以外のヤツにこんな事すんなよ、絶対勘かん違ちがいされるし襲おそわれるからな」

「あなた以外の人とこんなシチュエーションにはなりませんよ！　なぜ、紳しん士しな俺で助かったな、みたいな言い方なんですか！」

　口ではそう言いながらも、めぐみんが手をニギニギと。

「いたたた、おい痛いぞ！　お前は俺よりレベル高いんだから気を付けろ！　貧弱な俺の手なんてへし折れるんだからな！」

「いくら何でもそこまでの握あく力りよくはありませんよ！　というかカズマはいい加減レベルを上げましょうよ、モンスター討伐ならいくらでも付き合いますから」

　レベル上げなあ……。

「そうはいっても、レベル上げてステータスが伸のびない悲しみがお前に分かるか？　最近はもう運以外のステータスがほとんど伸びないんだぞ？　スキルポイントが入るだけありがたいけど、ニートやってる分には取りたいスキルもあんまり無いし。レベル上げに行くモチベーションが湧わかないんだよなあ……」

「ステータスのカンストが近いのですか……。ええと、高価なポーションの中にはステータスを上げる物もありますし！　モンスターを倒たおしてお金を稼かせいで、そういう物で強くなるというのは……」

「そういうのは俺に使うより、元々才能があるヤツに使った方が良くないか？　高価なポーションは数に限りがあるんだろ？」

　俺の正論にめぐみんは、一いつ瞬しゆんだけ黙だまり込むと。

「……せ、せめて装備をもうちょっと……」

「筋力が足りないから装備出来る物が限られてくるんだよなあ」

　繫つないでいるめぐみんの手が、握りしめるものから撫なでるような、俺を慰なぐさめる手付きになった。

「……お前同情してるだろ」

「い、いえ。私に出来る事があったら言ってくださいね？　誰だれかにいじめられた時もですよ？　いつもカズマの事を弱っちいと言ってる冒ぼう険けん者を見付けては、ちゃんと喧けん嘩かを売ってしばいてから、あなたの方が弱っちいですねと煽あおってますので……」

「おい止やめろよそういうの！　知らない冒険者から、女の子に守られる雑魚ざこマさんってからかわれたのはお前のせいか！」

　相変わらずの狂きよう犬けんぶりだが、そのフォローをする俺の気持ちにもなってほしい。

　と、めぐみんはなぜか、口元を笑えみの形に変えると。

「ですが、カズマとダクネスは、昼間私が落ちこぼれ扱あつかいされた時、怒おこってくれたじゃないですか。なのに、私だけあなたがバカにされた時は怒っちゃダメなんですか？」

　まるで俺をからかうように。

　そして、なんだか楽しげに言ってきた。

　……いやまあ、ついさっきの出来事だし、それを持ち出されると困るんだけどさあ……。

「二人が私の喧嘩に乱入してくれた時、嬉うれしかったですよ？　あのままでは多勢に無勢で負けてましたからね。もし負けていたら、あの時私をからかってくれた人達の家に、毎晩一人ずつお礼参りに行こうと思っていたのですが……」

　あの時乱入して本当に良かった。

「それで、ゆんゆんの明日あしたの試練は誰がパートナーを務めるのですか？　遊び要素の強い最初の二つとは違い、最後だけはガチですよ。改造人間である紅こう魔ま族ぞくに最も必要なのは、どんな戦地でも生き残れる生存能力。危険なモンスターが棲せい息そくする紅魔の森で、一晩を無事に生き延びるのが最後の試練です」

「……いきなり殺しにかかってきたな。ダクネスだと攻せめ手に欠けるからゆんゆんの魔力が尽つきたらヤバいし。アクアを夜の森になんて放ったら、多分アンデッドを引き寄せるだけだと思うし……」

　最初二つのネタみたいなやつとは違い、いきなり、これぞ試練って感じになった。

「一応言っときますが、にんにんが近くをウロウロしている以上、黒くろ髪かみ黒目のカズマは参加しちゃダメですよ？」

「……明日、ゆんゆんのパートナーになってくれる紅魔族を探して回ろうか……」

「そんな、誰かこの子と友達になってあげてみたいな、罰ばつゲームみたいな事はやめてあげてください、ゆんゆんが泣きますからね？」

　とはいえ、他ほかに方法が無い以上はやっぱり俺が行くしかないんだろうなあ。

　敵感知スキルで索さく敵てきしながら潜せん伏ぷくスキルを使用すれば、一晩を乗り切るのもどうにか出来そうだ。

　と、思案に耽ふける俺の表情から、めぐみんが何かを察したようだ。

「ダメですからね？　相手は爆ばく殺さつ魔ま人じんです。うっかり遭そう遇ぐうして死体も残さず爆破されては、蘇そ生せいだって出来ませんからね」

「そうは言っても、ゆんゆんの組む相手がいないじゃん。お前だってあの子が族長になれるように、試練が中止にならないために爆殺魔人の事を黙ってるんだろ？」

　そう、コイツが毎日お約束のように牢ろうに入れられているのも親友のためなわけで。

「……違いますよ。言ったじゃないですか、皆みんなには黙っておいて抜ぬけ駆がけでにんにんを倒し、私こそが族長の座を奪うばってやると」

「おっ、出たよツンデレ」

　素す直なおじゃないめぐみんをからかっていた、その時。

　ふとめぐみんは顔を上げると。

「……確かにゆんゆんは大事な友達です。紅魔族のためを思うのなら、アクセルの街から離れる気がない私や、やる気のない他の皆より、あの子が族長になるべきです。ですが……」

　紅あかい瞳ひとみで、ジッとこちらを見み詰つめながら。

「あなたが私以外の人のために命を張っているのを見ると、何だか妬やけてくるんですよ」

　……。

　…………。

　………………。

「なんとか言ってくださいよ、恥はずかしくなるじゃないですか！」

「恥ずかしいのはこっちだよ！　お前何言ってんの!?　顔が熱くなるから止めてくんない!?」

　見詰め合っていた俺達は繫いでいた手も離し、バッと逆方向を向く。

「とにかく、明日はカズマは参加しないでくださいね!?」

「分かったよもう、そこまで情熱的に懇こん願がんされたら参加はしないよ。他の手を考えるから」

「情熱的ですかね!?　いえまあ情熱的じゃないとは言いませんが！　まったくもう、明日も早いのですからとっとと寝ねますよ！」

　そう言って、めぐみんは照れ隠かくしなのか顔まで布団を引き上げる。

　俺は、そんなめぐみんに……。

「おい、今夜は手を繫いで寝るんじゃなかったのかよ。十四歳の女の子と一晩中手を握にぎって寝たい」

「本当に色々台無しですよこの男は！」




　　　　４




　翌朝。

　昨日はあれだけ親友と一族想おもいだっためぐみんは……。

「おのれ、愚おろかなる紅魔族め！　我が力により、この里に破は滅めつをもたらしてくれるわ！」

　乗り込んできた自警団を相手に、大立ち回りをしていた。

「昨日牢から出した時、次に爆ばく発はつ騒さわぎを起こしたら、族長試練が終わるまで牢から出さないって言ったよねめぐみん！　宣告通り、試練が終わるまで大人しくして貰もらうからね！　くっ、ボクだって高レベルなんだ、そう何度も首を絞しめられて……」

「詠えい唱しようを始めた！　押さえて、めぐみんの口を押さえて！」

「力が強いから気を付けて！　凶きよう悪あくな猛もう獣じゆうだと思って！」

「あああぶっころりー！　おいめぐみんの手を剝はがせ、ぶっころりーが泡あわ吹ふいてる！」

　激しく抵てい抗こうする高レベルのめぐみんに、自警団の面々も押され気味だ。

　ダクネスもそうだが、もうコイツらは素す手でで戦わせた方が役立つんじゃなかろうか。

「ゆんゆん！　私が牢に入っている間に最終試練でも何でも受けるがいいです！　ですが、これで勝ったと思わない事ですね！　牢から出された時に次期族長になっていなかったら、私が族長の座を貰いますからね！」

「めぐみん、ぶっころりーを離はなしてあげて！　でないとリザレクションが必要になるわ！」

　俺は連行されていくめぐみんを見送りながら、呆ぼう然ぜんとしているゆんゆんに向き直ると。

「というわけで、ゆんゆんの最終試練だが」

「私は絶対嫌いや」

「わ、私は……その、うう……」

「三人とも、それでいいんですか!?　めぐみんがまた連れて行かれちゃいましたけど！」

　ゆんゆんが何か言いたそうだが、既すでに慣れた事だ。

　それよりも、速そつ攻こうで拒きよ否ひするアクアと歯切れの悪いダクネスだが、二人が拒否するのも仕方が無い。

　なにせ悪名高い紅魔族の試練でも、特に難易度の高い最終試練だ。

「……一つ目の試練は私がゆんゆんの相棒を務めた。そして二つ目の試練はアクアが務めた。となれば、三つ目の試練は私達のリーダーでもあるカズマはどうだ」

「ダクネスが珍めずらしく良い事言ったわ。そうね、今回はまだちっとも役に立ってないカズマさんに任せましょうか。でないと一人だけ空気になっちゃうからね」

　ダクネスの提案にアクアが即そつ決けつするが。

「俺は残念ながら参加は出来ない。もぐにんにんが出るからな」

「だから、そのもぐにんにんというのはなんなのだ！」

　そんな名前を付けたであろう、紅魔族に言って欲しい。

「いやあ、俺としては試練を受けたいのは山々なんだけどな。でもめぐみんに止められてるのに、心配掛かけてまで受けるってのもどうかと思うし。そりゃあね、俺がパートナーとして参戦すれば、間ま違ちがいなく受かるだろうが……」

「ああああ……。もうカズマさんしかいないんです、だって他に頼たのめる人が……」

　泣きそうな顔で訴うつたえかけてくるゆんゆんに、俺は一つ頷うなずくと。

「一人だけ、試練を確実にクリア出来そうなヤツに心当たりがある」




「──こちら神器のアイギス君」

《ご紹しよう介かいに与あずかりましたアイギス君です。趣しゆ味みは女性の採点で特技は人を煽る事。よろしくチョリース》

「え、ええと……。こ、こんにちは？」

　ゆんゆんに、歌って踊おどれる神器ことアイギスを紹介した。

「し、神器……？　おいカズマ、どういう事だ？　この全身鎧よろいの御ご仁じんが神器だと？」

　ペラペラと喋しやべる全身鎧を見て、困こん惑わく気味の表情を浮うかべるダクネスに。

《あれえ？　この金きん髪ぱつのチャンネーは見覚えある。そうだ、美人コンテストに出てた、エッロイエッロイ体してた子だ！　やあお嬢じようさん、ぼくアイギス。素す敵てきな鎧を身につけてるね。一いつ緒しよに鎧の磨みがきっこしない？》

「この下品な鎧男はなんなのだ！　カズマ、こんな物が本当に神器なのか!?」

「俺に聞くなよアクアに聞け、それに本人が神器を自じ称しようしてるんだよ」

　俺に話を振ふられたアクアが、心外そうに言ってきた。

「ちょっとカズマ、私こんなの知らないんですけど。何でも人のせいにするのはやめてくれます？」

《んん？　なんかどっかで見た事あるな。美人なのにちっともこれっぽっちも反応しない。ねえお姉ちゃん、キミって人間？　もしくは男？　オティンコさんは生えてないよね？》

　すっとぼけた事を言い出す二人に、お前らは面識あるだろと喉のどまで出かける。

　異性センサーに反応してもらえなかったアクアが、アイギスにゲシゲシと蹴けりをくれる中、ゆんゆんが首を傾かしげた。

「このアイギスさんと一緒だと、試練を確実にクリア出来るんですか？」

「コイツはスキルや魔ま法ほうが効かない上に、全身オリハルコン製らしいんだ。最後の試練は森の中で一晩耐たえる事なんだろ？　ダクネス以上に頑がん強きようで無敵の防ぼう御ぎよを誇ほこるコイツなら、多分いけるんじゃないかと思ってさ」

　アイギスは自立型。

　深夜だろうが見張りもいらず、コイツなら、仮に不ふ意い討うちを受けても大だい丈じよう夫ぶ。

《俺に何をしろっていうの？　ごめんね、今日は紅魔族の混浴温泉で置物のフリするのに忙いそがしいんだ。裸はだかで無防備なお姉さん達を陰かげながら守らなきゃ》

「一応言っとくけどあの浴場、混浴でも何でもないからな」

《なめんな》

　と、ダクネスがくいくいと俺の袖そでを引き。

「カズマ、コレが本当に役に立つのか？　確かに頑がん丈じようそうではあるが、ゆんゆんと二人きりにするのは心配でならないのだが」

《そいつは聞き捨てならないな。俺の力を疑うのかい？　なら、まずは自分で確かめる事さ。道具は使ってみれば分かる。俺を装備したら他の鎧なんて着れなくなるぜ？》

　鎧としてのプライドはあるのか、アイギスが自信ありげに言い放つ。

「む……。いいだろう、そこまで言うのなら試ためしてやろう。私も鎧に関しては一家言あるからな」

《そうこなくっちゃな。だが、後でほえづらかくなよ？　なにせ俺は持ち主の体に合わせて形状を変化させ、しっかりフィットする事で常に最高の性能を発揮するんだ》

　話は勝手に盛り上がり、なぜか対決するみたいな流れになった。

「つまり、オーダーメイド品と同じという事か！　これは期待出来るな、お前こそ私をガッカリさせるなよ？」

《それじゃあまずは脱ぬいでくれ。恥ずかしいだろうが下着もな。最高のパフォーマンスを発揮するには仕方が無い》

　…………。

「そ、そうなのか？　う……ま、まあ、相手は鎧、無機物だ。気にするのも変な話か……。ちょっと向こうで……」

「以前エリス様を中に入れた時、お前形状なんて変わらなかったろ」

《言っちゃらめえ！　この子騙だまされやすそうだしあとちょっとだったのに！》

「ぶ、ぶっ壊こわしてやるっ！」

　激げつ昂こうしたダクネスが、アクアと共にアイギスを蹴りつけていると。

「あ、あの！　アイギスさんにお願いが！」

《なんだい、お乳の育ったお嬢ちゃん。言ってごらん？》

　真しん剣けんな顔のゆんゆんは、アイギスの前に立つと、ナチュラルなセクハラに顔を赤くしながらも。

「わ、私と一緒に、試練を受けてはもらえませんか!?」

《それってデート的なお誘さそいなの？　見ての通り忙しいんですよね。こちらの肉感的なお嬢さんを止めてくれない？》

「ゆんゆん、コイツはダメだ！　他ほかの手を考えよう、たとえば、ちょっとズルいが私とアクアとカズマが交代で手を貸すだとか！」

　ダクネスの言葉を受けて、アクアがヒソヒソと囁ささやいた。

「ねえカズマ、あんたもうちょっと自重なさいよ。昔はあんなに真ま面じ目めで純じゆん粋すいだったお嬢じよう様さまが、こんな事言い出したわよ？」

「おい、俺のせいにすんなよ。最近のコイツは徐じよ々じよに権力の行使も覚えてきたし、貴族の本領に目覚めたんだよ」

「お前達、うるさいぞ！　大体私達は、試練ごとにパートナーを変えているではないか。試練の最中にパートナーを変えてはいけないと、規約的な物でもあるのか？　そうでなければ……」

　ダクネスがゆんゆんを説得する中、アクアが再びヒソヒソと……。

「ねえカズマ、ダクネスがいよいよあんたみたいな屁へ理り屈くつをこね出したわよ」

「おい、何度も言うけど俺のせいにすんなよ。俺はここまで堕おちてない」

　俺とアクアを涙なみだ目めで睨にらみ付けるダクネスに。

「……いえ、私、ちゃんと試練を受けたいです。そして、今度こそめぐみんに……！」
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　最後の試練内容は、危険なモンスター蔓延はびこる紅魔の森で、一晩を無事に過ごす事。

《賢かしこい俺は閃ひらめいた！　ねえお嬢ちゃん、その辺をテレポートの転送先に登録してから他の街で一晩過ごすの。朝になったらここにテレポート。夜の森は怖こわかったよお……って、きゃいきゃい泣いてりゃイチコロよ！》

「試練内容を聞いたカズマさんから同じ事を提案されましたよ。でも、ズルはしないで、実力で族長になりたいから……」

《ねえ、あの男と同じ事考えてるって、結構ショックなんだけど》




　──紅魔族の長になる。

　それが、子供の頃ころから夢もやりたい事も特になかった私の、たった一つの目標だった。

　魔力や知力を測った日、さすがは族長の娘むすめだと、やがて長を継つぐ者だと褒ほめられた。

　友達もいなかった私はそれがとても嬉うれしくて。

　そして、族長を目指すのが当たり前の事だと思ってた。

《ねえお嬢ちゃん。美少女ってどうして柔やわらかいんだろうね。美少女ってどうしていい匂においがするんだろうね。俺、その事に関して研究して、論文でも出そうかな。きっとこの世界の力になると思うんだ》

「アイギスさんの好きにすればいいと思いますけど、どうして急にそんな事言い出したんですか？」

　紅魔の森の奥地へと、アイギスさんと共に進んでいく。

《んーん、分かんないのならいい。お嬢ちゃんってさ、鈍どん感かんとか言われない？　人の好意に疎うとかったり》

「そんな事はないと思いますけど……」

　いや、正確には。

《俺みたいな鎧タイプの神器ってさ、誰だれかが中に入ってると安心するんだよね。ほら、鎧を剝むいたら中から美少女が出てきた！　みたいなギャップがあると、お客さんも喜ぶじゃん？》

「お客さんの意味が分かりませんけど、そういうものなんですか」




　いつモンスター達の奇き襲しゆうを受けてもいいように、アイギスさんの中に入っていた。




「アイギスさん。あなたは神器だって聞きましたが、こんなところで遊んでいてもいいんですか？　神様が魔ま王おうを倒たおすために作ったのが、神器じゃないんですか？」

《んー？　だってそんなのつまんないじゃん。そりゃあ綺き麗れいなお姉ちゃんが魔王にエロい目に遭あわされてるなら助けに行くよ？　でもそんな気配もないし、魔王軍にいる悪魔っ子やモンスター娘も魅み力りよく的なの。あたい、どっちの味方をするとか決めらんない》

　神様から、存在する理由まで持たされ生み出されたアイギスさん。

　でもそんな彼は、とてもワガママで……。

「魔王軍の目的は人類を滅ほろぼす事だって聞きましたよ？　綺麗なお姉さんも死んじゃいませんか？」

《それなー。困るよなー。だったら、自分好みの女の子だけ集めて手の届く範はん囲いで助けちゃう。それならエリス様も怒おこらなくない？　ダメ？　だって新しいご主人様って頭固くて合わないんだもん》

　神器だなんて重大な使命を持って生まれてきたのに、自由だなあ……。

《そんな事よりお嬢ちゃん、族長になったら何するの？　紅魔族のローブの丈たけを、股また下した五ミリにする掟おきて作ろうぜ》

「作りません、就任一日で追い出されますよ！」

　族長になったらやる事。

　まず、知能があるモンスターを捕つかまえて、それを飼い慣らして友達に……。

《まあそこまでして族長になりたいんだ。きっと、族長じゃないと絶対に出来ない夢があるんだろうな。俺に言ってみ？　紅魔族のすんごい秘密があるんだろ？》

　……………………。

「族長じゃ無いと出来ない事なんてありません、それに、やりたい事だって……」

《えー、うっそだあ！　ならこんなに頑がん張ばらなくていいじゃん、もっと楽しく生きればいいじゃん？　俺と一いつ緒しよに美少女なお友達をコレクトする旅に出ようぜ？》

「いいですね！　いえ、美少女とかはどうでもいいんですけど、一緒に旅に出るとかお友達をコレクトとか……」

　違ちがう、そうじゃない。

　私は紅魔族の長となる者。

　それが小さな頃からの目標で……。

《まさか賛同を得られるとは思わなかったわ。お前ら紅魔族ってどいつもこいつも自由だよな。湖を魔法で凍こおらせて、季節外れのワカサギ釣つりに励はげんでたヤツには驚おどろいたよ。もっと有意義に力を使おう？》

　アイギスさんにだけは言われたくなかったけれど、紅魔族は自由だという言葉が凄すごく胸に響ひびいてくる。

　その昔、紅魔族一の天才と呼ばれ、将来を期待されていた凄い親友。

　周りの期待なんて気にもせず、自分の夢を追い求め、その結果落ちこぼれ呼ばわりされたバカな親友。

　それでも毎日楽しそうで、仲間や友人に好きな人まで出来た、凄くてバカで大事な──




《やだあ、早さつ速そくモンスターが来たんですけど！　お嬢じようちゃん、魔法でサクッとやっちゃって。魔力が切れたら俺に言いな、このアイギスさんがしっかり守ってやっからよお……！》

「任せてください。私は紅魔族の長となる者。戦せん闘とうが一番の特技ですから」




　もしめぐみんが本気で族長を目指していたら、今いま頃ごろはどうなっていたんだろう。

　もし私以外の誰かが族長を目指していたら、そして、族長の座を譲ゆずってくれって言われていたら……。

《言うねお嬢ちゃん、あたいキミみたいな子は大好き！　最初の敵は一いち撃げき熊ぐまさんだ。あたいアイツら大だい嫌きらい。だって攻こう撃げきが痛いんだもん》

「アイギスさんの鎧よろいには、極力傷は付けさせませんから！　攻撃は任せてください！」

《何この子頼たのもしい。魔法使いを中に入れたのは初めてだけど、実は俺達って相あい性しよう抜ばつ群ぐん？　ねえお嬢ちゃん。……いや、マブダチのゆんゆんよ。俺達この戦いが終わったら──》

　アイギスさんが何かを言うが、その前に……！

「『インフェルノ』──ッッッッ！」

　私は片手を突つき出すと、目の前に現れた一撃熊に魔法を放った──！




「……………………アイギスさんを着ていると、魔法もスキルも使えないんですね」

《うん、そうだね。俺を着た魔法使いってビックリするほど役立たずだね》

　私は誤ご魔ま化かすように、アイギスさんに──

「そ、それより、さっき言いかけた事は何ですか!?　ほら、私達って相性抜群？　の後……！　マブダチとかって聞こえましたけど！」

《ああ、ごめん何でもない。それより熊くまちゃん何とかしてよ》




「いえ、何か言ったじゃないですか！　マブダチって言葉だけは絶対に言いました、私が聞き間ま違ちがえるわけがないですから！」

《なにこの子、地じ雷らい踏ふんだ!?　ねえ、熊を何とかしなさいよ！　魔法は使えなくたって高レベルアークウィザードでしょ!?　俺って防ぼう御ぎよ力はクソ高いから、それで何とかしてちょうだいよ！》

　今は余計な事は考えず、目の前の敵を倒す事だけを……！

「そうだ、今こそ愛用のダガーで……！　……ああ、でもこれ、初めて友達と一緒に買い物した、とても大切な記念の品だし……」

《大だい丈じよう夫ぶかなあ！　この子大丈夫かなあ!!　ねえ、戦闘が終わったら一いつ旦たん俺の中から出よう？　そんで仕切り直そうぜ！》




　──この試練が終わったら、私のライバルに今度こそ、私の勝ちって言ってやろう。

　そして、それと一緒に、ずっと言えなかった事を……。




「我が名はゆんゆん！　アークウィザードにして、上級魔法を操あやつる者……」




　友人のあなたがいたから頑張れた。

　つまらない目標が、大切な目標になったのはあなたのおかげだって……。

　私よりもずっと大きな、誰もが笑う夢を追いかけた、あなたがいたからここまでこれたって…………！

　私のライバルでいてくれて、ありがとうって──！




「紅魔族随ずい一いちの魔法の使い手にして、この里の長となる者──!!」




《囓られてる！　ねえ囓られてるよお嬢ちゃん！　早くしないとあたい囓られて無くなっちゃう！》







[image: 第四章　この宿命のライバル達に決着を！]







　　　　１




　ゆんゆんが夜明けと共に、疲つかれた顔で帰ってきた。

　一晩中響いていた魔法の音が、試練の過か酷こくさを物語る。

　ゆんゆんは、魔ま力りよくが尽つきたらアイギスの中で休きゆう憩けいし、僅わずかに回復した魔力を振ふり絞しぼっては戦い続けたそうな。

　通常であれば最終試練は、二人の紅魔族が交代で仮か眠みんを取り、高い魔力と攻撃力でごり押しすれば何とかなるという、高難易度のバランス調整らしい。

　聞けばゆんゆんは、中級魔法も使えるとの事。

　弱い敵には消費の小さい魔法で魔力を抑おさえ、文字通り驚きよう異いの生存能力を発揮した。

　神器のアイギスが攻撃力を持たない事もあり、ほぼ一人で試練を乗り越こえた形のゆんゆんは──




「族長！　族長！」

「雷らい鳴めい轟とどろくゆんゆんは、いつかはやると思ってたんだよ！」

「ねえゆんゆん、私達友達だよね！　今度紅魔の森に一狩かり行こうよ！」

「今夜は最高にめでたい日だ！　最強の族長が爆誕した！」




　紅魔族の次期族長が決まったその日の夜。

　戦い疲れて泥どろのように眠ねむったゆんゆんの目覚めと共に、里の広場の中央で、一族をあげてのお祭りが行われていた。




「あははははははは！　ねえカズマ、見なさいな！　めぐみんが増えたわよ！」

　既すでにすっかりできあがったアクアがめぐみんを指さしケラケラ笑う。

「増えてません、増えてませんよ！　アクアは飲み過ぎです！　ダクネス、アクアを止めてくださ……」

　一人シラフのめぐみんが、ダクネスへ助けを求めるが──




「ダスティネス家は屈くつしない！　私は毒にだって耐たい性せいがあるのだ、勝負を挑いどまれたからには逃にげはしない！」

「ええ、ええ！　ささ、ダクネスさんは私と飲みましょうね！　私が負けた時にはもうカズマさんと娘むすめの仲にちょっかいは掛かけませんから！」

　そこでは、ゆいゆいに酒を勧すすめられ赤い顔をしたダクネスがいた。

　既に大分飲まされたのか、アクアほどではないがふらついている。

　俺とめぐみんが泊とまるのは今夜が最後。

　俺達に一線を越こえさせるために、邪じや魔まなダクネスを酔よい潰つぶすつもりらしい。

「もうお前も飲んじゃえば？　いつもはうるさいダクネスも、ああして酔っ払ぱらってる事なんだし」

「うう……。そうしたいのは山々ですが……」

　普ふ段だんダクネスに、体の小ささから飲酒を止められているめぐみんだが、今日は珍めずらしく歯切れが悪い。

　背せ伸のびしたがるめぐみんは、いつもは酒を飲みたがるのだが……。

　と、その時だった。




「めぐみんがこんな所にいた！　捕まえるわよ！」




　いつの間にか俺達に近付いていた紅魔族、ふにふらやどどんこ達がめぐみんへと襲おそいかかる。

「な、何をするかっ！　二人とも酔ってるんですか!?　数多あまたの大物狩がりをしてきた私は二人より高レベルですよ!?　剝むかれる覚かく悟ごがあるのなら掛かってくるがいい！」

「ちょっと付き合いなさいよ。そしてあんたはいい加減、そこの人とどこまでいったのか白状なさいよ！」

「そうそう、いつも勿もつ体たいぶった言い方したり！　乙女おとめの顔を見せてみたり!!　一番色気の無かっためぐみんが、どうしてそんな事になってんの！」

　どうやら二人はめぐみんと俺の関係が気になるようだ。

「シラフの時ならともかくも、酔っ払いの酒の肴さかなにする話じゃありませんよ！　ほら、あっちにねりまきとあるえがいますから、二人に遊んでもらってください！」

「あんた付き合い悪いわよ！　普段里にいないんだから私達にも構いなさいよ！」

「そうそう、それで出来れば男友達とか紹しよう介かいして！　ゆんゆんに友達紹介してって言うのはさすがに酷こくだし！」

「面めん倒どう臭くさい酔っ払い達ですね！　ゆんゆんが聞いたら泣きますよ！」

　めぐみんが二人に絡からまれ続ける中、広場の中心ではそれ以上にもみくちゃにされる少女がいた。




「──族長！　族長！」

「族長！　族長！」

「ま、待って！　まだ私は次期族長だから！　お父さんが寂さびしそうにしてるから！」

　周囲の紅魔族に囃はやし立てられ、顔を赤くしながらも喜びを隠かくしきれないゆんゆん。

　そんな次期族長の隣となりには……。

《どうも！　次期族長と一つになったアイギスです！》

　セクハラ大好きの神器が、まるで主役のように鎮ちん座ざしていた。

「アイギスさん、その言い方はやめて！　中に入ってただけじゃない！」

《そうだね、中に入って激しい運動をしただけだよね》

　アイギスの誤解を招く発言に、ゆんゆんの父である現族長が激げつ昂こうする。

「いい、一体どういう事だ!?　こんな無機物に体を許すような娘に育てた覚えは無いぞ！」

「お父さん何言ってるの!?　アイギスさんもそういうおかしな言い方は……！」

　ゆんゆんが慌あわてて止めるが、アイギスは尚なおも煽あおるのを止やめる事なく。

《お宅の娘さん、良い匂においがして最高でしたよ。あと、体温が高くて温かかったです》

「『ライトニング・ストライク』！」

　とうとう切れた族長が、我が慢まん出来ずに魔ま法ほうを放つ。

　だが唐とう突とつに落ちた雷かみなりは、アイギスの表面で弾はじかれた。

《自分、魔法無効化するんスよ。でもお父さんの嘆なげきは分かります！　我慢するんで思い切り殴なぐってください！》

「おおお、お父さんなんて呼ぶなあああああ！」

　煽られた族長が怒いかりにまかせて殴りかかるが、もちろん相手は鎧よろいである。

「ぐううう、ここ、拳こぶしが……！」

　殴りかかった拳を押さえ、その場へと蹲うずくまった。

《大丈夫っスかお父さん！　すいません、自分オリハルコンで出来てるんで！　あと娘さんは柔やわらかかったです！》

「うおおおおおおお！」

「アイギスさん、お父さんをからかうのは止めてください！」




　はた迷めい惑わくな鎧にゆんゆんと族長が振り回される姿を見て、めぐみんに絡んでいたふにふら達が声を上げた。

「ちょっとどどんこ、ゆんゆんが鎧の男と良い感じに!?」

「うっそでしょ!?　めぐみんだけじゃなくあの子まで!?」

　いや、鎧の中身は空っぽですよと言う前に、二人はゆんゆんの下へ突とつ撃げきしていく。

「あんた、これってどういう事!?　大人しそうな顔しておいて、しっかりやる事はやってるなんて大したもんね！」

「普段友達友達言ってるくせに、男友達には困らないって!?　ねえゆんゆん、私達友達だよね!?　お願い、カッコイイお兄さん紹介してよ！」

《よし分かったお嬢じようちゃん。俺の取り合いは止めるんだ》

「二人とも何言ってるのか分からないから落ち着いて！　あとアイギスさんも邪魔しないで！」




　──いろんな人達にからかわれたりしながらも、ゆんゆんは祝福の声を掛けられ、はにかみながら楽しげにしていた。

「ほらアクア、ダクネス、こんな所で寝ねたら風邪かぜ引ひきますよ。……お母さんも起きてください、寝るなら家で寝てくださいね」

　姉という立場から元々面めん倒どう見みが良いのか、めぐみんが酔い潰れた者達を揺ゆすっている。

「こめっこ、お腹なかいっぱいで眠くなりましたか？　すいませんが、お母さんを家まで運びますから手伝ってください」

「面倒だから置いて帰ろう。あとでお父さん呼んでくるから……」

「こめっこ、いくら面倒でも親を捨てて帰ってはいけませんよ！」

　広場の焚たき火に当たりながら、その場で丸くなってうとうとし始めたこめっこ。

　めぐみんはそんな妹にため息を吐つきながら、家へ運ぶのを諦あきらめたのか酔っ払い達へ毛布を掛けていく。

　やがて、毛布に包まれ寝息を立てている皆みんなを眺ながめ苦く笑しようを浮うかべると、変わらず紅こう魔ま族ぞくやアイギスにからかわれているゆんゆんへと視線を向けた。

　俺は遠くゆんゆんを眺めるめぐみんに近付くと。

「お前はゆんゆんの所に行かなくてもいいのか？」

「今私があそこに行くと、間ま違ちがいなくゆんゆんと比べられますからね。ただでさえネタ魔道士だとか言われているのに、わざわざ嚙かませ犬にはなりませんよ。それにしても、ぼっちのあの子がああして皆に囲まれるだなんて、大変な珍ちん事じです。頑がん張ばった甲か斐いがあったみたいですね」

　めぐみんは他人ひと事ごとのようにそう言って、皆に囲まれるゆんゆんを楽しげに見み詰つめていた。

「とうとう抜ぬかれちゃいましたね」

　口では明るくそう言いながらも、その後ろ姿はちょっとだけ寂さびしげで……。

「……これでお前らの勝負は決着か？」

「そんなわけないじゃないですか、ライバルにちょっと差を付けられただけです。いずれ私が、紅魔族の誰だれもが羨うらやむ功績を挙げてみせましょう。そうですね……。たとえば私達のパーティーで魔王を倒たおしてしまうとか」

「俺は絶対に付いて行かないからな？　お前が泣いて喚わめいて駄だ々だ捏こねても、こればっかりは絶対にだ」

　しっかり釘くぎを刺さす俺に向け、




「それでは、魔王を倒したら私が何でもしてあげますよ」




　…………。

「今何でもするって」

「言いましたよ？　何でもと言ったら何でもです」

　何でコイツはいつもいつも剛ごう速そつ球きゆうなんだ、ストレートしか投げられないのか。

「でもめぐみんは意外とチョロいから、魔王なんて倒さなくても色々やってくれそう」

「チョロい言わないでください、私も少し気にしてるんですから。昔の私ならもっと尖とがっていたはずなのに、一体どうしてこうなったのか……」

　自分で誘さそっておきながら結構恥はずかしかったのか、耳が赤くなっためぐみんに。

「なあめぐみん、確か今日はまだ日課を済ませてないよな？」

「そうですね。私としては祭りが最高潮に達した時に空に撃うち、浮かれた人達を脅おどかしてやろうと思っているのですが」

　コイツなんて迷惑な嫌いやがらせを。

「せっかくのゆんゆんの晴れの席なんだ、今夜ぐらいは許してやれよ」

「ライバルの晴れの席だからこそやるつもりだったのですが……」

　それで祭りが中止になれば、多分ゆんゆんが泣くからな？

　めぐみんは、しょうがないですねと呟つぶやいて、肩かたを竦すくめた。

　そして再びライバルの姿を遠巻きに眺めだしためぐみんに。




「なあ、二人で抜け出さないか？」




「……そんなにエッチな事がしたいのですか？　もう本当に、この男は……」

「ち、ちがわい！」

　くそ、これも日頃の行いのせいなのか。

　しかも、ちょっとだけそれも良いかなと思ってしまった自分が情けない。

「じゃあ、抜け出してどうするんです？　この状じよう況きようで私達二人がいなくなると、明日あした絶対からかわれると思うのですが……」

　めぐみんはちょっとだけ困ったように。

　だが、満まん更ざらでもなさそうに苦笑する。




　……さすがに魔王は無理だけど。

　せめてこいつがライバルに付けられた差を、少しだけ縮めてやろうと思う。




「……？」

　何も言わない俺を見て、疑ぎ問もん符ふを浮かべ首を傾かしげるめぐみんに。

「今から日課を果たしに行こうぜ」

　そう言って笑いかけた。




　　　　２




　紅魔の里の周辺は、強いモンスターが棲せい息そくする。

　そして元来モンスターというものは、夜行性の生物の方が強力だったりするらしい。

　なぜ今、そんな事を思い出しているのかといえば──




「ははははははは！　見ろよめぐみん、一いち撃げき熊ぐまが増えてるぞ！」

「増えてません、増えてませんよ！　カズマ、ひょっとしなくてもかなり飲んでいるのでしょう！」




　里の周辺の森の中、俺とめぐみんはモンスターに追いかけられていた。

「飲んではいるけど酔よってない！　だから大だい丈じよう夫ぶ、大丈夫！」

「ちっとも大丈夫に見えませんよ！　いつものカズマなら、一撃熊に会ったら悲鳴を上げているはずです！」

　千里眼による暗視と逃とう走そうスキルの力により、めぐみんの手を引きながら華か麗れいに逃にげる。

「ヘイヘイ熊公、ビビってんの!?　俺がカズマだ！　追いかけてみろよ！」

「酔ってますよね！　実はめちゃめちゃ酔ってますよね!!」

「バオオオオオオオオオオオッッ!!」

　後ろから追いかけてくる毛玉に向けて。

「『狙そ撃げき』！」

「ブオオオオオオオオオッ!?」

　俺は、暗がりの中で走りながら背後に向けて狙撃するという、難易度の高い離はなれ技わざをやってのけた。

「見ろめぐみん、コレが英えい雄ゆうカズマさんの実力だ！　どうだ、格好良いだろう！」

「格好良いです、格好良いですから走ってください！　一体どこに当てたんですか、めちゃめちゃ怒おこってますよ！」

　さすがにレベルが高いだけはあり、危なげなく付いてくるめぐみんに。

「ありゃあ雄おすだな！　急所にぶち込んでやったった！」

「やったったじゃありませんよ、なんて事するんですか！」

　俺の言葉を聞いて、めぐみんはブツブツと詠えい唱しようを始めた。

　どうやら一撃熊を相手に日課をこなすつもりらしい。

　だが……。

「おっと、そいつはまだ早い。ふふ、このせっかちさんめ」

「むぐっ!?　……ぷあっ！　なぜ邪じや魔まをするのですか、このままでは追いつかれますよ!?　もうあの一撃熊相手に撃ち込めばいいじゃないですか！　日課をこなすには十分過ぎる相手です！」

　俺の人差し指でスッと口を塞ふさがれためぐみんは、半泣きになりながら訴うつたえかける。

「お前の魔法はあんな雑魚ざこを相手にするものじゃない。爆ばく裂れつ魔法は最強魔法。使いどころを間違えるな！」

「今夜のカズマはどうしたのですか!?　走ったせいで酔いがさらに回ったのですか!?　いつもはその辺で済ませろと言うクセに!!　というか、撃たなきゃその雑魚にやられるんですよ!?」

　俺は並走するめぐみんにちっちと指を振ふって見せ、

「俺を誰だか忘れたのか？　そう、潜せん伏ぷくスキル持ちのカズマさんだ！」

「もうバッチリ見つかってますよ！　お願いですからいつものカズマに戻もどってください！」

　潜伏スキルというものは、めぐみんの言う通り敵に見つかっていては意味がない。

　だが、それなら……。

「『クリエイト・アース』」

　真夜中の森でフラッシュの魔法は敵を集める。

　俺は片手に土を握にぎり込むと……。

「『ウインド・ブレス』ッッッッ！」

「ッッッ!?」

　すぐ背後まで迫せまっていた一撃熊に、久しぶりの目め潰つぶしコンボを食くらわせた。

　後は、俺達の姿を見失ったその隙すきに……！

「ちょっ、カズマ……！　待っ──」




　──暗がりで抱だき合った俺達は、お互たがいの吐と息いきが当たる度たびに小さく体を震ふるわせた。

（ふ……。さっきは何でもするとか言ってたクセに、今いま更さら緊きん張ちようしてるのか？）

（緊張しますよ！　アホですか!?　カズマは重じゆう症しようのアホなんですか!?　この緊張は命がかかった緊張です！）

「ハフー、ハフー……ッッ！」

　見失った俺達を、一撃熊が鼻を鳴らして捜さがしている。

（どうだめぐみん、夜のデートはドキドキするだろ？）

（ドキドキしますよ！　かつてないぐらいにドキドキしてます！　お願いですから黙だまってください！）

　近くを通り過ぎた一撃熊が神経質に嗅かぎ回る。

　だが潜伏スキルは嗅きゆう覚かくにも作用する。

　そのままジッと抱き合っていると、やがて一撃熊はその場を後にした。

「しょせんは獣けもの、か……。俺の敵ではなかったようだな」

「その自信が普ふ段だんからあれば、もっと冒ぼう険けん出来るのですが……」

　潜伏スキルを解除して、敵感知で辺りをうかがう。

「よし、こっちだめぐみん。大物の気配がするぞ」

「大物じゃなくてもいいですよ！　一体今夜はどうしたのですか、酔っているにしてもおかしいですよ！」

　おかしいのは俺ではなくめぐみんだ。

「お前、いつもは大物大好きっ子のクセに」

「そりゃあ大物大好きですよ！　ですが、それは皆みんながいて、カズマがまともな時での事です！」

　と、その時だった。

　木々がひしめく闇やみの中から荒あらい息いき遣づかいが聞こえてくる。

　それに併あわせて爛らん々らんと輝かがやく青い瞳ひとみがこちらを真っ直すぐ見み据すえていた。

「おいでなすったな。さあ、次の相手は俺を満足させられる相手かな？」

「バカな事言ってないで逃げますよカズマ！　闇に輝く青い瞳！　あれは孤こ高こうの狼おおかみにして森の覇は者しや、フェンリルですよ！」

　白く輝く息を吐はきこちらへと歩み寄る銀色の巨きよ大だいな狼は、俺達を警けい戒かいする様子もない。

「普段なら小こ遣づかい稼かせぎに狩かるところだが、今夜はお前じゃ役者不足だ。運が良かったな、見み逃のがしてやるよ……」

「その自信は本当にどこからくるのですか!?　フェンリルですよ!?　ただでさえ危険な白狼の上位互ご換かんにあたるモンスター、ベテラン冒険者でも全ぜん滅めつしかねない大物ですよ！」

　俺の言葉を受けたフェンリルは、挑ちよう発はつされた事は理解出来るのか不ふ機き嫌げんそうに鼻を鳴らした。

　こちらに足を踏ふみ出す度に、地に生えた下草がパキパキと凍こおり付く。

「なるほど、お前は氷を操あやつるのか。奇き遇ぐうだな、俺も水や氷を操れるんだ。どっちが上か比べてみるか？」

「カズマのしょっぱいフリーズでは比ひ較かくにもなりませんよ！　もういいです、今度こそ私が仕留めますから、どうにか時間を……」

　そう言って詠唱を始めようとするめぐみんの頭に、俺はポンと手を置きながら。

「ここはお前の出番じゃない。ソイツはまだ取っておけ。さあワン公、深夜の舞ぶ踏とう会の始まりだ！　俺と一いつ緒しよに踊おどろうか！」

「普段はそんな事言わないのに、本当にどうしたのですか！　でも、ちょっと格好良いのが悔くやしいです！」

　俺が悠ゆう然ぜんと身構えると、ここにきてフェンリルが動きを見せる。

「……カズマ、舐なめられてます。舐められてますよ！」

　俺と相対したフェンリルは、あろう事か後ろ足で首の付け根を搔かきだした。

　どう見ても、戦せん闘とう中に行う行こう為いじゃないが……。

「いいや、これは俺を舐めてるんじゃない。油断を誘さそおうとしてるのさ。だが残念だったな、俺にその手は通用しない！　『クリエイト・ウォーター』！」

　油断を誘おうとするフェンリルに、挨あい拶さつ代がわりの水魔ま法ほうを食らわせる。

　だがフェンリルはそれを躱かわそうともせず……。

「カズマ、相手が気持ち良さそうにしてますよ!?　フェンリルは属性的に氷や水を好みます、完全に水浴び気分です！」

「ふ……。そんなに気持ちが良いのならお代わりはどうだ？　『クリエイト・ウォーター』！　『クリエイト・ウォーター』ッッ！」

　気持ち良さそうに水を浴びていたフェンリルに、続けざまに放水する。

　やはりそれを躱そうともせず、その場で目を細めながら水を受け……。

　と、フェンリルに変化が訪おとずれた。

　地に着いていた足先が、凍った水で縫ぬい止められている。

　動けなくもないだろうが、多少は対応が遅おくれるはずだ。

「格下だとでも思って油断したのか？　残念だったな、既すでに勝負は付いている。『クリエイト・アース』！」

「!?」

　気持ち良さそうにしていたフェンリルは、俺が投げつけた土の塊かたまりからアッサリと飛び退のき、身を躱す。

　さすがは狼、普ふ通つうに魔法を撃うったのでは簡単に避さけられてしまう。

　だが……！

「勝負は付いたと言っただろう！　『ウインド・ブレス』！」

　身に付けていたマントを投げつけ、それに向けて魔法を唱えた。

　風の魔法で吹ふき飛ばされて、マントが広がり視界を覆おおう。

　土つち塊くれを躱した際、凍り付いた足での動き難さに気が付いたのだろう。

　フェンリルは、今度は迫るマントを避ける事なく……！

「ガフッ！」

「『バインド』！」

　前まえ脚あしでマントを払はらったところを、俺のバインドで搦からめ捕とられた。

「ガウッ！　ガルルルルル、フルルルルルルッッッッ！」

　ここにきてようやく俺を脅きよう威いであると認にん識しきしたフェンリルは、特製ワイヤーで動きを封ふうじられたまま威い嚇かくしてくる。

「あ、ああ……。まま、まさかカズマが、こんなにアッサリとフェンリルを無力化するだなんて……！」

　動けないフェンリルに向けゆっくり歩みを進める俺の背後では、めぐみんが体を小さく震ふるわせながら感かん嘆たんの声を上げていた。

「まあ、少しだけ楽しめたよ。決着を付けるとしようか……」

　そう言って、俺はトドメを刺さすべく近付いていく。

「格好良い……！　今夜のカズマは本当に格好良いです……！　ですが、フェンリルが身動き取れないとはいえ近付くのは危険です、ここは安全に弓で仕留めては……」

　めぐみんは俺の活かつ躍やくに感動しながらも、忠告を発してくるが……。

「弱い相手を嬲なぶるのは好きじゃないんだ。コイツはよくやったよ。敵対した相手が悪かった。ただそれだけさ……」

「さ、最初は何をとち狂くるったのかと思ってましたが、改めて惚ほれ直してしまいそうです……！　ですがカズマ、今のあなたは剣けんを持っては……」

　そう、今夜の俺は森で走る事を想定し、弓を背負っているだけだ。

　だが……。

「剣が無いなら作ればいい。『クリエイト・ウォーター』」

　右手の先から水を出す。

「せめて、お前の好きな属性の攻こう撃げきで楽にしてやろう。『フリーズ』……！」

「あ……。ああ……。ああああ……」

　右手の先から滴したたっていた水が、パキパキと音を立てて氷と化した。

　それは俺の望む形へと変わっていき……。

「これが本当の、氷結魔ま法ほうの使い方ってヤツさ」

「かかか、格好良い！　格好良いです！　今夜のカズマは格好良過ぎます！」

　めぐみんが、かつて仮面盗とう賊ぞく団としての俺に向けていた憧あこがれの色を目に浮うかべている。

　俺はフェンリルにトドメを刺せる位置にまで近付くと。

「どうやら俺の魔法の方が上だったようだな。眠ねむれ。そう、永遠にな──」

　諦あきらめの目を見せるフェンリルの胸に、氷の刃やいばを振ふり下ろした──！




　──俺は潜せん伏ぷくスキルを使ったまま、夜の森をひた走る。




「返してください！　今夜のカズマは格好良いという、私の言葉を返してください！」

　さすがは高レベルモンスター、氷の剣なんかでつついても傷一つ付かなかった。

「そうだよなー、魔法で作っても氷は氷だよなー、ボス級の狼の毛皮なんて、そうそう貫つらぬけないよなー」

「吞気のんきな事を言っていないで早く！　狼系のモンスターは特に鼻が利きくので、潜伏スキルでも見つかるかもしれません！」

　攻撃を弾はじかれた俺は、バインドで搦め捕ったフェンリルが、今にも抜ぬけ出してきそうな動きを見せたので慌あわててその場を後にした。

　遠とお吠ぼえが何度も聞こえてくる事から、俺達を捜さがし回っているようだ。

「ま、実質俺の勝ちみたいなもんだったな。それに戦う前に、今日のところは見逃してやるって言っちゃったから仕留めるのもな」

「どうしてそんなにポジティブなんですか！　もう帰りましょう、今夜はカズマだけではなく、森の様子もおかしいです！　フェンリルはもっと、森の奥にいるはずなのに……」

　ふ、なるほど、そういう事か。

「強敵の気配、つまり俺を察知して出てきたんだろうな」

「この酔よっ払ぱらい！」

　涙なみだ目めになっためぐみんがそんな罵ば声せいを浴びせる中、俺は敵感知スキルによって更さらなる大物を求めていた。

「さっきのフェンリル以上の気配を感じる。今度こそ当たりかな？」

「もういいです、好きにしてください！　こうなったら最後まで付き合いますよ！　フェンリルだろうがドラゴンだろうが、爆ばく殺さつ魔ま人じんが相手だろうが……！」

　ヤケクソになっためぐみんに、俺は親指を立てて笑いかける。

「よく言った！　今夜の標的は爆殺魔人もぐにんだ。浮かれた名前しやがって、そんなもんぶっ飛ばしてやる！」

「もぐにんと略すのは止やめてください、何だか私の名と被かぶりますから！　というか、自分で言っておいて何ですが正気ですか!?」

　正気か、だって？

　コイツは今いま更さら何言ってんだ。

「俺には生憎あいにく、頭がおかしいと言われ続けた仲間がいてな！」

「言ってくれましたね！　ええ、やってやりましょう！　やってやりますとも!!　ようやくカズマの意図が分かりました、最初から言ってくれれば良かったのに！」

　族長になるための条件は、試練を受けるか大物狩がり。

　今夜起きるこの事は、誰だれかに知られなくても別にいい。

　俺とめぐみんの二人だけが、負けていない事を知っていればいい。




　そう、さすがに魔王は無理だけど……！




「まったく、そんなあなたが大好きですよ！」

「そんな事とっくに知ってるよ！　俺がフェンリルより上なところを見せたんだ、今度はお前が魅みせる番だぞ！」

「いいでしょう！　私こそが爆殺魔人の名に相応ふさわしい事を、カズマに見せ付けてあげますよ！」

　めぐみんはそう言って、吹っ切れたような笑え顔がおを見せた。




　　　　３




　敵感知スキルが騒さわがしい。

（待て。近いぞ）

　そこで止まれと、めぐみんに向けて片手を突つき出す。

（……カズマ、あなたは暗視が出来るはずですよね？　さっきから敵を発見する度たびに、どうしてちょくちょく手が胸に当たるんですか？）
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（俺だって完かん璧ぺきじゃないんだ、ミスの一つは許してくれ。それより、あそこだ……）

　ヒソヒソと囁ささやき合いながら、俺は広けた場所の中央を指さした。

　と、いうか……。

（なるほど。確かに、ニンニンだな）

　頭の悪い名前付けやがってと思ったが、ちょっとだけ納なつ得とくする。

（にんにんがどうかしましたか？　しかし、見てくださいカズマ！　あのピカピカした光こう沢たくと、独特のフォルムを！　倒たおしたら持って帰りたいとこですよ）

　そこに居たのは二足歩行のロボットだった。

　そして一言で言えば忍にん者じやっぽい。

　隠おん密みつ行動に特化したような、何だか機き敏びんそうなヤツがいた。

　紅あかく輝かがやくモノアイが周囲を不気味に照らしだしており、アイツに潜伏スキルは通じるのだろうかと、ちょっとだけ不安になる。

　いや、つーか……。

（なるほど、フェンリルはアレから逃にげていたのですね。それではやりましょう！　せっかくカズマがここまでしてくれたのです。絶対に仕留めてみせますから！）

　俺は意気込むめぐみんの隣となりで。

（……なあ、やっぱり今日はもう帰って、明日あしたにしない？）

（そして、私こそが爆ばく殺さつ……。……今なんて言いました？）

　なんだろう、俺はどうしてこんな夜中に、森でこんな事やってるんだろう。

（走り回って気持ち悪い。早く帰って寝ねたいんだけど……）

（ここまでやらかしておいてこの男！　ちょっと待ってください、さっきまでのノリと勢いはどこへ消えたんですか!?　まさか覚めたんですか!?　今更シラフに戻もどったのですか!?）

　俺の肩かたを両手で摑つかみ、ゆさゆさと揺ゆさぶるめぐみん。

（おい落ち着け。相手は紅こう魔ま族ぞくですら手こずる大物だ。まずは準備を整えてだな……）

（大物なのは知ってます、私が散々警告したんですよ！　準備を整えるのも、それは最初にやるべき事でしょうに！　ここまで私の気持ちを盛り上げておいてお預けだとか、あんまりではないですか！）

　揺らされると気持ちが悪い……。

（そんなん言ったらいつものめぐみんがそうじゃないか。俺の気持ちを盛り上げといて、いつもお預けにされる身にもなってくれ）

（そうですけど！　それについては謝りますよ、こんなに辛つらかったんですね、ごめんなさい！）

　俺達の視線の先には爆殺魔人。

　謎なぞ施し設せつで発見されたというそのロボは、本来紅魔の里を守るために作られたのではないだろうか。

　紅魔族以外の黒くろ髪かみ黒目の人間を優先的に襲おそうというのがよく分からないが、日本から来た人間と何かあったのかもしれない。

　だが、今はそこら辺の事情はどうでもいい。

　肝かん心じんなのは、このロボットは紅魔族を襲わないという部分だ。

　つまり、めぐみんが一人で堂々と出て行き、爆ばく裂れつ魔法をぶちかませば安全に討とう伐ばつできるという事。

（よく見れば、あちこちが傷だらけですね。先日の爆裂魔法でのダメージでしょうか）

　めぐみんに言われて見れば、確かに体のあちこちに亀き裂れつが入り、痛々しい姿を晒さらしていた。

　ジリジリという音と共に破損した部分がちょっとずつ癒いやされている事から、コイツには自動修復機能でも付いてるのだろう。

　爆裂魔法でも一いち撃げきでは仕留めきれず、傷を負えば逃とう走そうを図はかり修復するロボット。

　紅魔の里近くに棲すみながら、今まで討伐されなかったのも頷うなずけた。

（よし、それじゃあもうとっとと倒して帰って寝よう。作戦はこうだ。めぐみんが一人で出て行き、詠えい唱しようしてぶっ飛ばす。以上だ）

（作戦もへったくれもないじゃないですか！　それで、カズマは何を……）

　めぐみんがそこまで言った時だった。

（モロロロロロロ…………）

（…………走り回ったから悪わる酔よいしたのですね。そこで大人しくしていてください。帰りはお願いしますからね！）

　とうとう我が慢まん出来ず、木々に肥料を撒まき出した俺からそっと目を逸そらし、

（では行ってきます。私の格好良いところを見ていてくださいね）

　めぐみんはそう言って、爆殺魔人へと向かっていった。




「──爆殺魔人もぐにんにん。その称しよう号ごうを貰もらいにきましたよ……」




　詠唱を済ませて開幕ぶっぱで終わらせば良いのに、めぐみんは律りち儀ぎに名乗りを上げる。

　一応シリアスな場面のはずなのに、紅魔族が付けたであろう名前のせいで締しまらない。

「我が名はめぐみん！　爆裂魔法の使い手にして、アクセル一の魔法使い！」

　爆殺魔人は紅魔族を襲わない。

　なので、安心して格好付ける事にしたのだろう。

　その証しよう拠こにめぐみんは、先ほどから俺の方にチラチラと視線を向けていた。

　自分が活かつ躍やくする姿を見て欲しいのだろう。

「一時は紅魔族の守護者と呼ばれたあなたですが、観光客を襲うのはいただけません。森の奥でひっそりと暮らしていたのなら見み逃のがしたものを、こんな所にまでやって来るとは」




　──そこまで言った時だった。

　今の今まで目の前にいた爆殺魔人。

　それが一いつ瞬しゆんのうちにかき消えた。

　シンと静まり返る森の中、俺の近くの木の上から。




　ソイツが、音も立てずに落ちてきた。




「えっ？　ちょっ！」

「カ、カズマ!?」

　潜せん伏ぷくスキルで隠かくれていたはずなのに、地に舞まい降りたにんにんは俺を目がけ駆かけてくる。

　というか動きが速い！

　コイツを作ったのは絶対に日本人だ、間ま違ちがいない！

　忍者だもん、コレやっぱり忍者だもん！

「俺の潜伏を見破るとは大したヤツだ！　だが残念だったな、ロボット相手なら俺は無敵だ！　『スティール』ッッッッ！」

　機械が相手なら重要部品を盗ぬすめばいい！

　俺が片手を突き出すと、それに反応したにんにんは素す早ばやく跳はねてバク宙した。

　赤いモノアイの残光を残し、闇やみ夜よに舞うもぐにんにん。

　こんなに格好良い動きを見せるのが、かえって名前の悲ひ愴そう感を増していた。

　そして突き出された俺の手に──

「カズマ、こんな時に遊んでる場合じゃないでしょう！　そんなに欲しいなら下着ぐらい、後で綺き麗れいに洗ったのをあげますから！」

　俺の視線の先にいた、めぐみんの黒パンが握にぎられていた。

「いや、洗ったのじゃ意味が……じゃなくて、コイツが速すぎるだけだって！　ちくしょう、バインドで動きを止めるにもワイヤーは、フェンリル相手に使っちまったし……」

　と、そうだ！

「そうか、パンツだ！　めぐみん、お前のブラもくれ！　それとパンツを繫つなぎ合わせて即そく席せきのロープ代わりに……」

「まだ酔よっ払ぱらってるんですか!?　そんな物で拘こう束そく出来るわけがないでしょう！　カズマ、後ろッ！」

　咄とつ嗟さに身を投げ出すと、一瞬前まで俺の首があった辺りで風を切り裂さく音がした。

　いつの間にか背後に回り込んだにんにんが、手刀で首を狙ねらったのだ。

「ちくしょう、夜の森が忍者だけのフィールドだと思うなよ！　夜はニートが最も活性化する時間帯だ。強くなるのはお前だけじゃないんだぜ！」

　俺が振ふり返る頃ころには再び姿を消している。

　コイツも潜伏スキルを持っているのか？

　自分みたいな隠密タイプは敵に回してみると実に嫌いやらしい。

「キメてるつもりなのかもしれませんが、あんまり格好良くないですよ！　やっぱり酔いが覚さめてきてますね、さっきまでのキレがありません！」

「う、うるさい、お前は詠唱しとけ！　やり直しを要求する！　俺の名は佐さ藤とう和かず真ま。闇やみを見通し陰かげに隠れ、数多あまたの財宝を攫さらい世間を震しん撼かんさせた男だ！」

「ちょっとだけ良くなりましたが、握ってる物のおかげでイマイチです！」

　めぐみんに茶々を入れられながら、敵感知スキルの精度を最大まで高めると──




「そこだああああああああ！」

「ッ!?」




　背後から現れたにんにんは、俺に向かって振り下ろしていたその手を止めた。

　刀も持たない俺が攻こう撃げきを止められたのは──

「最低です！　なんていうかもう、今夜のカズマは格好良いのか悪いのか分かりませんよ！」

「うるさい、こっちだって必死なんだ！　使える物なら何でも使うわい！」

　真しん剣けん白しら刃は取りならぬ、紅魔族のパンツガードが効いていた。

　紅魔族に危害を加えないという制限は所有物にまで及およぶらしい。

　俺が掲かかげた黒パンを前に、動きを止めていたにんにんは……。

「グハッ!?」

　金属で出来た手足による流れるような連続攻撃で、俺の腹に掌しよう底ていと蹴けりを叩たたき込んできた。

「カズマ!?　やはりにんにんは厳しかったんですよ！　動きが速くて狙えませんし、何よりカズマから離はなれないので攻撃する事が出来ません！」

　俺はそんな声を聞きながら、酸すっぱい物を吐はき出してにんにんを威い嚇かくする。

　ロボなだけあって酸性の攻撃は嫌がったのか、俺から少しだけ距きよ離りを取った。

「や、やるじゃねーか。まさか夜の時間帯のこの俺モロロロロロロロ」

「もう決めゼリフは諦あきらめましょう！」

　大だい丈じよう夫ぶ、この程度の攻撃なんて効いてない……。

　俺が吐いているのは酒を飲んで走り回っただけで……！

「ごめんやっぱ効いてる、コレは無理……。めぐみん、俺はしばらく動けないから魔ま法ほうは使わず里に逃にげろ……。お前は見逃されるだろうから、アクアを起こして紅魔族を……」

「ここで一人で逃げるわけないでしょう！　私は聞き分けが悪いんです！」

　めぐみんは遅おそめの反はん抗こう期でも迎むかえたのか、そんなワガママを言って杖つえを構えた。

　胸を押さえて蹲うずくまっている俺へ、にんにんが油断なく迫せまってくる。

　やがて俺の方に向け、片手を突つき出す仕草をすると──




　めぐみんが杖を放ほうり投げ、俺に覆おおい被かぶさるように乗っかってきた。




「アクアといいお前といい、どうして聞き分けないんだよ！　魔法使いが杖を捨ててどうすんだ！」

「あれはにんにんが使う特とく殊しゆな爆ばく発はつ魔法の構えです、弱っちいカズマが食くらえば、死体も残らず消し飛ばされますよ！」

　ああそうか。

　コイツは紅魔族なら攻撃されないという特性を活いかして、俺を庇かばってくれているのか。




　……と、その時。

　俺に手を向けるにんにんが、赤いモノアイを無機質に向け言葉を発した。

《タイプ・チートハーレム型リア充じゆう日本人とカクニン。改造被ひ検けん体コウマゾクの個体が離れ次し第だい、爆殺処理をジッコウします》

「今聞き捨てならない事を言いやがったな！　チートハーレム？　チートハーレムってか！　お前を作ったヤツはチート持ちのハーレム野や郎ろう抹まつ殺さつを狙ったのか！　それなら俺を狙うのはお門かど違ちがいだぞコラア！」

「何がカズマの逆げき鱗りんに触ふれたか知りませんが、お願いですからジッとしていてください！」

　ジタバタと暴れ出した俺の上で、小さな体で必死に覆い隠そうとするめぐみん。

　ちょっと高めの体温を感じながら、この膠こう着ちやく状じよう態たいをどうするかと思案した。

　正直言って胸が痛い。

　この具合だと、多分骨にヒビぐらいはいってるはず。

　そう、アバラを何本か持っていかれたってヤツだ。

　しかし、どうしてアイツは爆殺処理に拘こだわるのだろう。

　紅魔族に危害を加えられないとしても、俺に覆い被さっているめぐみんを引き離せばトドメぐらいは刺させるはず。

「めぐみん、アイツは何だってジッとしてるんだ？　サッと襲おそいかかって俺を攻撃すれば、簡単に殺せるだろうに？」

「爆ばく殺さつ魔ま人じんは爆殺するから爆殺魔人なんです。黒くろ髪かみ黒目でパーティーメンバーを女性ばかりで構成していると、『爆発せよ！』と言いながら殺さつ戮りくを行う恐おそろしいモンスターで……」

「ただのリア充じゆう狩がりじゃねーかアホらしい！　めぐみん、俺を守ってくれ！　アイツにスティール使いまくって重要部品をぶん盗とってやる！」

「それはいいんですが、うっかり私に当たりませんよね!?　パンツ穿はいてないからもう後が無いんです！　もしローブを盗られたら、下半身すっぽんぽんですよ！」

「その時はもう責任取るよ！　いくぞおらああああああ、『スティール』、『スティール』、『スティール』、『スティール』──ッッッッ！」

　声に素早く反応し、にんにんがその場から姿を消した。

　だが俺の右手には、ズッシリと重い何かがあり……！

「やったか!?」

「やってくれましたよこの男！　ブラ返してください！　後一回食らったら、もう本当に大だい惨さん事じですよ！」

　右手の中には黒いブラジャーと何かの部品。

　背中に覆い被さる何かの感かん触しよくがちょっとだけ柔やわらかく変化する中、ズシャッという音が聞こえてきた。

　体の一部を盗られたのだろう。

　遠く離れた木々の間で、地に片かた膝ひざを突ついてこちらを見ている爆殺魔人。

「コイツ、まだ動くのか。ヤバい、お腹なかと胸が痛い……。この状態で里までおぶって帰れるかなあ……」

　泣き言を言う俺をよそに、めぐみんが杖を拾い上げて詠えい唱しようを始めた。

　それに合わせて逃げるように足を引きずる爆殺魔人。

「この里は本当になんてとこだよ。もう絶対ここに来ねえ。おいめぐみん、離れるな。お前から距離を置くと俺が爆殺されちゃうじゃん」

　背中にピタリと張り付いてると、詠唱を終えたらしいめぐみんがため息を吐きながら。

「途と中ちゆうまではあんなに格好良かったのに、今度は女の子を盾たて代わりですか……。まったく、なぜ私はこの男を好きになってしまったのでしょうか……」

　背中に張り付いた俺に向け、でもそんなに嫌そうでもなく。

　めぐみんは、静かに爆殺魔人へと語りかけた。

「本来なら、あなたはこんなものではないはずなのに、どうしたのですか？　私の爆ばく裂れつ魔法でダメージを受けていたとはいえ、何だか動きもぎこちなかったですよ？」

　めっちゃ死にそうになったんだけど、コレで本調子じゃなかったとか噓うそだろう。

「……爆発を愛する同志としてあなたの事は嫌きらいじゃないのですが、仲間を標的にされてしまっては、さすがに放置も出来ないもので……」

　杖を構えためぐみんが、今まで紅魔の里を守護してきたにんにんを見み据すえ、小さく苦く笑しようを浮うかべていた。

　そんなめぐみんの言葉に反応するかのように。

　足を引きずっていたにんにんは、モノアイを瞬またたかせながら動きを止めた。

《コウマゾクにオケル最大魔力ヲ感知。予想サレタ魔力を超こえた個体が現れた事で、改造計画は成功と判断、コレを最終データとしてノイズ王国本部へ送信シマス。本部、応答をネガウ。本計画ハ成功。マスターにオイテは、どうかこの成果を……》

　そんな、とても気になる事を言い出した紅魔の里の守人は。




「『エクスプロージョン』────ッッッッッ！」




　自らと同じ瞳ひとみの色を持つ、紅魔族一の落ちこぼれ魔法使いの手によって。

　今は亡なきノイズ王国と、製作者の下もとへと送られた──




　　　　４




「ビックリだよ。ねえめぐみん、キミには本当にビックリするよ」

「ニートのクセにうるさいですよ。次期族長が決まった事へのお祝いですよ。むしろ感謝してほしいぐらいです」

　もはやお馴な染じみとなった、紅魔族自警団の詰つめ所の中。

「ニートニートうるさいよ！　ニートじゃなくて自警団！　そこら辺を間ま違ちがえないでくれ！　それにしても……」

　牢ろうの中のめぐみんに説教していたぶっころりーは。

「まさか、保護者のキミまでこんな事に荷か担たんするだなんて……。何だか友達になれそうな気配を感じていたのに、本当に残念だよ」

　めぐみんと同じく牢の中に入れられた俺に、寂さびしそうな視線を向けた。

「ぶっころりーさんすいません。俺もあなたとは仲良くやれそうだと思ったんですけど……。お詫わびに、いい時じ間かん潰つぶしの遊びを教えますよ。フリーズで氷を作って、それが溶とける様子を一日中眺ながめて過ごすんです。気が付いたら一日が終わってますよ」

「それは良い事を聞いた。毎日暇ひまを持て余あましてるから、早さつ速そく試ためしてみるとするよ」

「二人して惹ひかれ合わないでください！　これだからニートは！　もっと有意義な事に時間を使うべきですよ！」

　有意義なニート談義をしていると、めぐみんに邪じや魔まされた。

　そんなめぐみんにぶっころりーは。

「……まったく、ライバルに差を付けられて悔くやしいのは分かるけどさ……。いくらムシャクシャしたからって祝いの日に爆裂魔法はいただけないよ」

　牢の中のめぐみんに、憐あわれみの視線を向けて息を吐いた──




　爆殺魔人を倒たおしためぐみんは、その事を誰だれにも言わなかった。

　昨夜の爆裂魔法もゆんゆんが次期族長になった事で、ムシャクシャしてやったとのたまったのだ。

　里の皆みんなに本当の事を言えば、落ちこぼれのネタ魔法使いという悪名も払ふつ拭しよく出来るはずなのだが……。

「それ以上チクチクと説教するなら私にも考えがありますよ。あなたが好意を寄せているそけっとに、ぶっころりーから罰ばつと称しようしたセクハラされたと泣きついてくれます」

「なんて事言い出すんだ！　最近はタダでさえそけっとの様子がおかしいんだ。僕を占うらなってやると言って呼び出したかと思うと、水すい晶しようの前で何度も首を傾かしげたあげく追い返されたり。こないだなんて、里の周りを警備していたら、稽けい古こ付けてあげるとか言って襲いかかって来たんだからね」

　ぶっころりーが泣きそうな顔で切々と訴うつたえる中、詰め所に客が現れた。

　そこに居たのは……。

「次期族長様ではないですか。何ですか、私を笑いに来たのですか？　牢に入れられた無様な私を、笑いたくば笑うがいいです！」

「あははははははは！　めぐみんが牢に入ってる！」

「本当に笑いましたね！　いいでしょう、今こそ決着を付けてやりますよ！　ぶっころりー、この牢を開けてください！　さもなくば爆裂魔法をぶっ放しますよ！」

　勝ち誇ほこったかのようにめぐみんを指さして笑ったゆんゆんが、今度は深い息を吐はいた。

「はあ……。まったく、本当に何やってんのよ……？　あの、ぶっころりーさん……。ここは私が見てますから、ちょっとめぐみんと話をしてもいいですか？」

「構わないよ。僕もこう見えて色々とやる事がある身だしね」

「見回りという名のそけっとのストーキングに、警けい戒かいという名の散歩でしょうに」

「うるさいよ、里の周辺の警戒は意外とバカに出来ないんだからね！　ここ最近、魔ま王おう軍がおかしな動きばかり見せてるんだ。こないだだって里の近くで、目の赤いゾンビやゴーレムがうろついてたし……」

　ぶっころりーはそう言うと、ゆんゆんに鍵かぎを渡わたして出て行った。

　ゆんゆんは他ほかに自警団の人がいない事を確かく認にんすると、俺達が入れられている牢の前にやって来る。

「……で、昨日の夜は何があったの？」

「あなたに差を付けられたので、ムシャクシャして気晴らしをしに行ったのですよ」

　牢の中でふて腐くされるめぐみんの言葉に、その場にかがみ込んだゆんゆんが、格こう子し越ごしに顔を寄せ。

「ふーん」

「何ですかその生返事は。何か言いたい事があるなら聞こうじゃないか」

　めぐみんに問われると、どことなく不ふ機き嫌げんそうな、そして、ちょっとだけ嬉うれしそうな不思議な表情で。

「別に？　ただ、長い付き合いだから知ってるんだけど。めぐみんは紅魔族の中でも特とく殊しゆなのか、噓うそ吐つくと目の色が青くなる事に気付いてる？」

「本当ですか!?　ちょっと待ってください、初耳ですよ！　私は紅魔族の中でも特別製の、選ばれた者だったという事ですか!!」

　めぐみんが手をわななかせて騒さわぐ中、それを聞いたゆんゆんが、牢の鍵を開けて入ってきた。

「あんた、普ふ段だんは賢かしこいのに、たまにバカになるのをどうにかしなさいよ」

「なぜゆんゆんにバカ呼ばわりされなくては……。ハメましたね！　この私を騙だまくらかしてくれたんですね！　カズマ、私の目を見てください！」

「おっ、どうした？　見ろと言うのならまあ見るが」

　ゆんゆんはそんな俺達のやり取りを聞きながら、

「カズマ、紅魔族の体には、バーコードと呼ばれる縦たて縞じま模様のアザがあるのです。ちなみにゆんゆんには、内太もものそれはもう際きわどい部分に付いてます。……どうですか、私の目は赤いですか？　青いですか？」

「あんたいきなり何言ってんのよー！　そこは噓吐いて確認する流れでしょおおお!?」

「いつも通りの赤い色だ。つまり本当の事なんだな」

　意い趣しゆ返がえしされたゆんゆんが、赤い顔を両手で覆おおう。

　煽あおり合いや口くち喧げん嘩かではめぐみんに軍配が上がるようだ。

「ちょっとだけ溜りゆう飲いんが下がりましたが、こんな所に何しに来たんですか？　まさか一晩でぼっちの化けの皮が剝はがれ、皆離はなれていったのですか？」

「なんて事言うのよ！　た、多分、まだ大だい丈じよう夫ぶ……だと、思うけど……。違ちがう、そうじゃなくて！」

　ゆんゆんは、めぐみんの隣となりに移動すると、その場に腰こしを下ろして膝ひざを抱かかえた。

　そしてめぐみんの顔を見る事はなく、いつもの大人しい姿はどこへやら。

「冒ぼう険けん者カード、見せて」

　ぶっきらぼうにそう言うと、そのまま片手を突つき出した。

「嫌いやですよ、なぜライバルにカードを見せなくてはいけないのですか。というかぼっちにもほどがあるでしょう、寂しいからといって一いつ緒しよに牢に入るのはどうかと思います」

「違うわよ、幾いくらなんてもそこまでこじらせていないから！　討とう伐ばつモンスターの欄らんだけでいいわ。疚やましい事がないならちょっと見せて」

　めぐみんとは子供の頃ころからの付き合いなだけはある。

　昨夜俺達が何をやったのか、何となく勘かんづいているらしい。

「何ですか、疚しい事なんてありませんけど見せませんよ？　別に、ぶっころりーが大事に育てていたカモネギを、経験値稼かせぎに狩かったりなんてしてませんからね」

「今聞き捨てならない事言ったわね！　ねえ、狩ったの!?　最近そけっとさんがよそよそしくて寂しいからって、ぶっころりーさんが心のより所にしてたカモネギ狩ったの!?」

　そういやコイツ、里に来てからレベルが上がったって喜んでたな。

「ああもう！　そんな事はどうでもいいからカード見せてよ！　ねえ、本当は爆ばく殺さつ魔ま人じんが居たんでしょ？　それで、カズマさんと一緒に狩ったんでしょう!?」

「何ですかいきなり、狩るわけないじゃないですかそんなもの！　アレが紅魔族を襲おそわないのは知っているでしょう？　もしにんにんを狩るのであれば、安全な紅魔族の相棒を連れて行きますよ」

　しれっと言うめぐみんに、だがゆんゆんは不ふ審しんの目を向けながら。

「毎日爆殺魔人が爆殺魔人がって騒いでたのに？」

「毎日爆裂魔法が爆裂魔法がと騒いでいるのが私ですから」

　頑かたくなに認めようとしないめぐみんに、ゆんゆんはため息混じりに言ってきた。

「……三つの試練を受けて、先に次期族長の資格を得たのは私だから、負けたとは思ってないからね？」

「言っている意味が分かりませんね。私は紅魔族の落ちこぼれだそうですし、最初から勝負にもなりませんよ。良かったじゃないですか、これで紅魔の里でずっとチヤホヤされますよ？」

　以前シルビアを撃げき退たいした際、既すでに紅魔族達に認められていたゆんゆんだが、今回の事でさらに株が上がり、完全にぼっちを脱だつ却きやく出来たようだ。

　このまま里に残れば、きっと幸せな毎日が送れる事だろう。

「…………めぐみんは、アクセルの街に帰るんでしょ？」

「そりゃそうですよ。私はアクセル一の魔法使いですからね。私がいなかったら街の皆が困るじゃないですか」

「お前、さっきまで紅魔族の落ちこぼれを自じ称しようしていたくせに、自己評価高いな」

　俺が思わずツッコむも、めぐみんは聞こえなかった事にしたようだ。

「ゆんゆんはこれから次期族長として里の運営を学ぶのでしょう？　なら、ここでお別れですね」

　……そうか、ゆんゆんがめぐみんに勝負を挑いどんでいたのも、紅魔族一の名を手に入れ次期族長になるため。

　正式にその座を手に入れた今、ゆんゆんがアクセルに戻もどる理由もない。

「…………これで勝っただなんて思わないでね」

「…………分からない人ですね。勝ったのはあなたではないですか」

　なぜか互たがいに勝ちを譲ゆずり合う強ごう情じような二人。

　他人に対し、強気なめぐみんと弱気なゆんゆん。

　逆境に弱いめぐみんと、ピンチになると腹をくくり、意外に芯しんが強いゆんゆん。

　生まれた家の環かん境きようや性格、さらにはその体型まで。

　何もかも正反対な二人がライバルなのは、当然と言えば当然だったのかもしれない。

　俺はそんな事を考えながら、思わず苦く笑しようを浮うかべていると。




「ぼっちでパーティーメンバーもいなければ男もいないゆんゆんに、最後ぐらいは勝ちを譲ってあげますよ」




　めぐみんはそう言って、これ見よがしに俺の肩かたへと頭を預けた。

「……ねえ、ひょっとして私、彼氏が出来るまでずっとカズマさんを引き合いに出されて勝ち誇られるの？　彼氏がいたら偉えらいってわけじゃなくない？」

「そうですね、私の負けでいいですよ。私はこの人と小さな幸せを築き上げて行きますから、ゆんゆんは孤こ高こうの魔ま法ほう使つかいを目指してください。族長という仕事は結構大変らしいですし、行き遅おくれないといいですね」

　めぐみんは無む邪じや気きな笑え顔がおで告げながら、これ見よがしに俺と腕うでを組む。

「それって一昔前はめぐみんが目指してたよね!?　むしろ、私が恋こいバナしようって言うと、色ボケだの何だの言ってきたよね!?」

　さっきまでの達観した空気はどうしたのか、ゆんゆんは泣きそうな顔を浮かべている。

「カズマ、膝ひざ枕まくらでもしてあげましょうか。牢ろう屋やの中に付き合ってもらってすいません。せめて硬かたい床ゆかではなく、私の膝で休んでください」

「うん、そうする」

「ねえ、何で自然な流れで膝枕!?　二人ってそんなにイチャついて無かったでしょう!?」

　遠えん慮りよなく膝枕をしてもらう俺を見て、ゆんゆんが思わず立ち上がった。

「何ですか、私に勝ったゆんゆん。というかせっかくの二人きりを邪じや魔ましないでくれませんか？　ほら、あなたには族長と慕したってくれる人がいるのでしょう？　そっちに構ってもらえばいいじゃないですか」

「ふう、すべすべで良い感じだな。昨日の苦労が報むくわれるようだ」

「ねえめぐみん、顔が赤くなってない!?　いつもはそんな事してないんじゃないの!?　カズマさんのセクハラに我が慢まんしてるよね!?」

　調子に乗って膝を撫なで回してみるが、ゆんゆんの手前なのかめぐみんに怒おこる様子は見られない。

「こんな事は普ふ通つうでしょう？　……カ、カズマ、膝枕はそこに顔を向けるものではないと思うのですが……、いえ、恥はずかしいのではなく、カズマが息苦しくないのかなと！」

「らいりょうふ」

「そうですか！　そうですね！　まあ膝枕はこういうものですし！」

「めぐみん、絶対我慢してるよね!?　カズマさんもいい加減にしてくださいね！」
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　──両親に会ってくると言い残し、ゆんゆんが立ち去ってからしばらく後。

　無事に牢ろうから出された俺達は……。

「まったく、カズマはまったく！　めぐみんもまったく!!　二人は何か問題を起こさないと気が済まないんですか？　今回は問題も起こさず、ずっと品行方正だった私を見習いなさいな！」

「アクアの言う通りだぞカズマ。めぐみんはもう手て遅おくれだが、お前が止めなくてどうするんだ」

　大変理り不ふ尽じんな事に、昨夜酔よい潰つぶれていた二人に説教を受けていた。

「ふざけんなよお前ら、たまに問題起こさなかっただけで鬱うつ陶とうしいドヤ顔見せやがって！　俺とめぐみんはなあ！　お前らがグースカ寝ねてる間に、夜の運動会に励はげんでたんだよ！」

「少しは言い方を考えてください！　違いますからね、森の中をモンスターに追われて逃にげてただけですから！」

　めぐみんが必死に訂てい正せいするが、

「いいかお前らよく聞けよ？　昨夜の俺は大だい活かつ躍やくだったんだからな。あの一いち撃げき熊ぐまをあしらった上、フェンリルって凶きよう悪あくなモンスターを圧あつ倒とうしたあげく見み逃のがしてやったんだ。な、めぐみん。合ってるよな？」

「…………いえまあ、噓うそは言ってはいませんが……」

　めぐみんのその言葉に、ダクネスが疑わしい目を向けてきた。

「一撃熊はともかく、フェンリルといえば天災レベルの凶悪なモンスターではないか。そんなヤツが里の近くの森に下りてきたというのか？」

　そういえば爆殺魔人にしても、本来ならもっと森の奥にいるはずだとも言っていたが。

「なるほど、これはきっと魔ま王おう軍の仕し業わざに違いないわね。モンスターを操あやつる幹部が世界を混乱させようとけしかけたの。間ま違ちがいないわ、女め神がみの勘よ」

　アクアが脈みやく絡らくもなくとんちんかんな事を言い出すが、弱体化していたにんにんといい、結局謎なぞは深まるばかりだ。

　でもまあ、俺達のやるべき事はもう終わった。

　後はゆんゆんのテレポートで、アクセルに送って貰もらうだけだ。

「そういえばめぐみんは、里の皆みんなに挨あい拶さつをしなくても良かったのか？　テレポートを使えるゆんゆんが残るとなると、気軽に里帰りも出来なくなるだろう？」

　ダクネスのその言葉に、めぐみんはフンと鼻息を荒あらくする。

「この紅魔族随ずい一いちの天才を、落ちこぼれだのネタ魔道士だの爆ばく裂れつ魔まだのと呼ぶ連中に、挨拶など必要ありません。魔王を倒たおした後、堂々と凱がい旋せんして土下座させてくれます」

「爆裂魔は合ってるじゃないか」

　あと、魔王は倒しに行かないからな。

　……と、そういえば。

「おいアクア。お前安楽少女の苗なえはどうしたんだ？　知らない間に鉢はち植うえが無くなってるけど」

「もちろん植えたわよ？」

　あっけらかんと言ってくるアクアだが、そんな暇ひまがあっただろうか。

「昨夜駆かけ回ってた俺が言うのもなんだが、お前一人であの危険な森に植えてこられたのか？」

「何言ってんの、そんなの無理に決まってるじゃない。めぐみん家ちの庭に植えてきたわ」

「なんて事してくれるんですか」

　めぐみんが思わずツッコむが、コイツ本当になんて事しやがる。

「まあ聞きなさいな。こめっこちゃんが、大きくなるまで大事に育てるって言ってくれたわ。賢かしこい子だし悪いようには育てないでしょう。紅魔の里にはこめっこちゃんと同世代の子がいないみたいだし、いいお友達になれるんじゃないかしら」

「多分あの子は大きく育てて食べる気ですよ」

「めぐみん家はどうなってるの？　今から取りにいってくるわね」

　俺は慌あわてて駆け出そうとするアクアを捕つかまえ、

「めぐみんの冗じよう談だんに決まってるだろ、そろそろゆんゆんが戻ってくるんだ。大人しく待ってろよ」

「……そうよね、冗談よね？　まったく、めぐみんはまったく！　そんなに私をからかって面おも白しろいの？　アクセルに帰ったら、めぐみんのシスコンぶりを皆に言いふらしてあげますからね。……ねえめぐみん、冗談よね？　どうして目を逸そらして黙だまってるの？」

　アクアがめぐみんの肩を摑つかみ、ゆさゆさと揺ゆさぶっていた、その時だった。




「めぐみん！」




　ここに来るまでの間、全力で走ってきたのだろう。

　俺達の前に現れたゆんゆんが、肩で息をして笑みを浮かべた。

「どうしたのですかゆんゆん、そんなに走って。里に友達が出来て浮かれるのは分かりますが、あまりはしゃぐと引かれますよ？」

「違ちがうわよ！　それに、そういうのはもっと早く言ってよ！　昨日も今日も、既に思い切りはしゃいじゃったわよ！」

　ゆんゆんは息を整え、何度も咳せき払ばらいをすると。




「私も、アクセルに帰るから！」




　感情を昂たかぶらせたゆんゆんは、瞳ひとみの色を鮮あざやかな真しん紅くに輝かがやかせながら宣言する。

「私も、魔王を倒してみせるから！　こんな、譲られた勝ちじゃなくて……。魔王を倒して、最高の功績を手に、ちゃんと族長になってみせるから！　もう、お父さんや里の皆に宣言したから！」

　めぐみんのライバルで、喧けん嘩か相手で、そして一番の親友は、吹ふっ切れたかのようにそう言って、満面の笑みを浮かべてみせた。
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「…………そうですか。せっかくリア充じゆうになれたのに、またぼっちにならなければいいですね。……まあ、魔王を倒すのはこの私ですが」

　ぷいとそっぽを向きながら、興味なさそうに言うめぐみん。

　だがこいつは、ゆんゆんに対してだけはツンデレなのを知っている。

　冷静を装よそおってはいるものの、嬉うれしいのを隠かくしきれないのか、耳がピクピクと動いていた。

「めぐみんたら素す直なおじゃないわね。おめめが真っ赤になってるわよ？」

　紅魔族は感情の昂ぶりが瞳に現れる。

「アクアは相変わらず空気を読まないですね！　いいでしょう、家の庭に勝手に植えた安楽少女、今から毟むしってやりましょうか！」

　行かせまいとばかりに腰こしにしがみついたアクアを引きずり、めぐみんが照れ隠しのためか口早で。

「ほらゆんゆん、アクセルに帰るのならとっとと準備をしてください！　知らないみたいだからこの際言っときますが、あの街の冒ぼう険けん者は案外あなたを頼たよりにしてます。その辺の冒険者にパーティー入れてと言えば、多分二つ返事で了りよう承しようしますよ！」

「そうなの!?　ねえ、そんな大事な事どうして今まで黙っていたのよ！」

「もしアクセルの街に友人がたくさん出来ていたなら、あの街に愛着が湧わいて族長になるのを諦あきらめたでしょう!?」

「当たり前じゃない！」

　即そく答とうで言い切ったゆんゆんに、

「少しは迷ったらどうなんですか！　まったく、早く私達の街に帰りますよ！」

「わ、分かったから急せかさないでよ！　……でも、さっき言った事は本当？　私が、その、アクセルの街の冒険者に頼りにされてるって……」

「案外ですよ案外。あまり調子に乗るとまたぼっちに戻もどりますよ」

　面めん倒ど臭くさそうに言うめぐみんに、ゆんゆんはにやける口元を隠そうともしない。

「はあー……。今回は、めぐみんには勝てたし里の皆には認められるし。何だか夢みたいなんだけど……」

「何を勝った気になっているんですか！　アクセルに帰ってくるなら勝ちを譲ゆずるわけないじゃないですか！」

「ちょっと、今いま更さら何よ！　族長試練をクリアしたんだから私の勝ちでしょう？　往おう生じよう際ぎわが悪いわよ！」

　さっきは性格が正反対だと思ったが、この二人は案外似てないようで似ているのかもしれない。

　子供みたいな口くち喧げん嘩かを始めた二人は、互たがいに距きよ離りを取り対たい峙じすると。

「そこまで言うなら、勝負よ、めぐみん！　今度こそ、私の勝ちを認めさせてあげるから！」

　腰からワンドを引き抜ぬきながら、ゆんゆんが宣言する。

　それに対してめぐみんは、冒険者カードを取り出すと。




「おっと、こんなところに我がカードが。先ほど見たがっていた討とう伐ばつ欄らんを見せてあげます。ほーら、爆ばく殺さつ魔ま人じんの名前がここに……」

「あんた、手のひら返すのが早すぎるのよおおおおおおおおお！」




　紅魔の里の広場中に、ゆんゆんの叫さけびが響ひびき渡わたった──
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　アクセルの街に帰ってきた俺達は、ゆんゆんと別れた後、屋や敷しきではなく冒険者ギルドへ向かっていた。

「まさか、私がいない間にもぐにんにんを倒していたなんてね。でも私達はパーティーなんだから、たとえ寝ねていたって賞金は山分けよね？」

　上じよう機き嫌げんのアクアが浮うかれて言った。

　コイツはさっきまで俺達に説教していた事は忘れたらしい。

「ま、まあ、本当に夜の運動会に励はげんでいたとは思わなかった。すまないな、カズマ、めぐみん。そうだアクア！　今夜は二人の活かつ躍やくを祝い、高級食材を買って宴えん会かいしないか？」

「まったくもって問題ないわね。むしろ素す晴ばらしい考えだと思えるわ。頭カチカチなダクネスにしては名案よ！」

　アクアに頭カチカチ呼ばわりされたダクネスは、俺とめぐみんに負い目を感じているのか、こめかみをピクつかせながらも笑えみを浮かべた。

「おいめぐみん、この二人はこう言ってるがどうするよ？　高級食材ってのは、一体誰だれが稼かせいだ賞金から出るんだろうなあ？」

「まったくですね！　長い付き合いの二人なら、私が一時の爆ばく裂れつ欲よくを満たすだけのために迷めい惑わく行こう為いをするはずがないと分かるでしょうに！」

「「「それは無い」」」

「カズマはどっちの味方ですか!?」

　ヒートアップするめぐみんを置いて、俺は早さつ速そく受付に。

「やあお姉さん、大物狩がりの佐さ藤とう和かず真まだけど」

「あっ、サトウさん！　今日は一体どうされましたか？」

　俺はめぐみんから預かった冒険者カードを見せつけると。

「またやっちゃいましたよお姉さん。やれやれ……。俺達がこのペースで狩り続けたら、世の賞金首はあっという間に全ぜん滅めつしちゃいますね。これじゃあ同業者が商売上がったりだ。はっはっ！」

「あ、あははは……。爆殺魔人もぐにんにんを倒たおされましたか。おめでとうございます、すぐに賞金を用意しますね！」

　俺達が賞金首を倒してきても、最近では驚おどろかなくなったお姉さん。

　だが、俺はその反応にはガッカリしない。

　なぜなら……。




「あの……。あなたが、サトウカズマ様ですか……？」




　まるで内心を見計らったかのように、突とつ然ぜん声が掛かけられた。

　そこに居たのは落ち着いた大人の雰ふん囲い気きを醸かもし出す、特とく徴ちようある泣きぼくろの綺き麗れいな女性。

　ダクネスには及およばないものの、肉付きの良い、男好きする体をしていた。

　黒い髪かみを肩かた口ぐちで切り揃そろえ、随ずい分ぶんと色気のある黒い瞳で俺に流し目を送ってくる。

　ただそれだけで、何だかドキリとしてしまう。

　その女性はプリーストなのだろうか。

　ゆったりとした白い神官服みたいなローブを纏まとい、腰にはメイスを下げていた。

　その女性から大人の色気を感じるのは、その泣きぼくろのせいなのか。

　それとも、俺の周りの人間に、大人の魅み力りよくを持つ女性が皆かい無むなためなのだろうか。

　その女性は、優ゆう雅がに俺に一礼すると。

「お噂うわさはかねがね……。貴方あなた様のご高名は伺うかがっております。わたくしはセレナと申します。……突然ですが、どうか貴方様のパーティーに入れて頂く訳には参りませんでしょうか？」

　紅こう魔まの里に行く前に、受付のお姉さんが言っていた俺のファンという冒険者はこの人の事なのだろう。

　その女性の突然の言葉に、ギルド内が静まり返るが……。

「はあー？　いきなり現れて何言ってるの？　このパーティーにはすでに私という優ゆう秀しゆうなアークプリーストがいるので、他ほかのプリーストなんて要いりません。分かったら、あっちへ行って。ほら、あっちへ行って！」

　静かなギルドの中に、憤いきどおるアクアの声が響き渡った。

　いきなり現れたプリーストに、自分の存在意義を奪うばわれないかと警けい戒かいしているようだ。

　セレナと名乗った女性は、そんなアクアを全く相手にする事はなく。
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「サトウカズマ様。どうか、このわたくしを貴方様の従者の一人として傍そばに置いて頂くわけには参りませんか？　わたくしは、貴方様の足を引っ張るような事も致いたしません」

　言いながら、セレナはニコリと笑みを浮かべてみせた。

　その言葉に、どこかピリピリしながら食って掛かろうとしていためぐみんが、ビクッとして視線を逸そらす。

　まさに今、紅魔の里で迷めい惑わくを振ふり撒まいてきた帰りなので何も言えなくなったのだろう。

　自然と、皆みんなの視線が俺へと向かう。

　俺が決めろとでも言うのだろうけど、どう考えてもこの展開は──




「あんた、魔王の手下か何かだろ。突とつ拍ぴよう子しもなく仲間になりたい？　俺の悪評を知っていたら、ウチのパーティーに入ろうだなんてヤツはいない。そう、あんたの正体は、数多あまたの魔王の幹部討とう伐ばつに関かかわってきたこの俺を危険視し、魔王が送ってきた暗殺者……」

「『セイクリッド・ハイネスヒール』！」




　俺の言葉を遮さえぎって、突然アクアが魔法を唱えた。

　体が淡あわく光り輝かがやき、やがて何事もなく収まっていく。

　確か、傷はおろか、体に悪あく影えい響きようを及ぼしている事象なんかもまとめて治してしまう、強力な回復魔法のはず。

　しかし、当然の事だが今の俺はどこにも傷なんて負ってない。

「……おい、今なんで回復魔法を掛けた」

「最弱職でステータスも低くてレベルもそんなに高くないカズマが、魔王に狙ねらわれる妄もう想そうに取り憑つかれたみたいだから、頭にヒールを掛けてみたの」

　コイツ、トレードしてやろうか。

「そんなにお疑いになるなんて……。カズマ様、貴方はご自分を過小評価されているのです。数多の強敵を打ち倒し、若くして財を成した偉い大だいなる冒険者。貴方様は、魔王に対たい抗こうするべく神に選ばれた、勇者様なのではないかと……」

　セレナが両手を組んで、祈いのるようなポーズで目を閉じながら言ってきた。

　魔王が絶賛侵しん略りやく中のこの世界に、即そく戦せん力りよくの移民として神であるアクアに送り込まれた俺。

　何というか、一応合ってる。

　いや、言われてみれば確かに、世間から見る俺への評価はまだ足りないと思えて……。




「『セイクリッド・ハイネスヒール』！」




　再び響いたアクアの声。

　それと同時に、セレナの体が淡く光った。

「……なぜわたくしに回復魔法を？」

「ウチのカズマを勇者だなんて言いだしたから、頭にヒールを掛けてみたの」

　…………。

「ええっと。とにかくだ、本当に不本意ではあるんだが、一応こいつがウチのパーティーのプリーストなんだよ。悪いが、今現在パーティーメンバー募ぼ集しゆうはしていないんだ。他を当たってくれないか」

「痛い痛い！　カズマさん痛いんですけど！　痛いんですけど!!」

　アクアの耳を引っ張りながら言う俺に、セレナが笑みを絶やさず。

「……仕方ありません。今日はこれで失礼します。でも、カズマ様。わたくしはあなたのパーティーにて、きっとお役に立てますよ？」

　自信たっぷりにそんな事を言いながら、セレナはその場から堂々とした態度で去って行った。

　それを見送りながら、俺は自分のパーティーメンバーを改めて見る。

　先ほどまで俺に引っ張られていた耳を触さわりながら、痛そうに涙なみだを浮かべるアクア。

　セレナが去って、ホッとため息を吐つきながらダクネスの陰かげから出てくるめぐみん。

　そして…………。

「……お前、何モジモジしてんの？」

「ポッと出の美人プリーストにカズマがそそのかされるのを見て、これが寝取られ感というヤツなのかと……」

　ダクネスは背徳感満まん載さいの切なそうな表情で頰ほおを染め、モジモジしながら潤うるんだ瞳ひとみでこちらを見ていた。

　俺はそんな仲間達を見ながら……。

「……俺、さっきの人追いかけて来てもいい？」
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　翌朝。

　冒ぼう険けん者ギルドに入ると、そこは何だかいつもと様相が違ちがっていた。

「では、討伐に出る方はこちらに並んでくださいね。効果が長時間持続する支し援えん魔ま法ほうを、無料で掛けさせて頂きますので……」

　ギルド内には列を作っている冒険者達の姿が見える。

　その先頭には、一人一人に支援魔法を掛けていくセレナがいた。

　どうやら冒険者達に、無む償しようで支援魔法を掛けているらしい。

　基本的に、プリーストというクラスは需じゆ要ようの割になり手が少ない。

　なので、こういった支援魔法の無償サービスは、プリーストがいないパーティーにとって実にありがたい事だろう。

「あら、カズマ様ではありませんか。どうですか？　支援魔法のサービスを受けていきませんか？　支援魔法は宗派が違えば重複します。わたくしは、そちらのプリーストの方とは宗派が違うと思いますので、きっと重複可能ですよ？」

　俺の姿に気付いたセレナがニコリと笑って声を掛けてきた。

　宗派が違うとかよく断言出来るな。

　……いや、断言出来るのか。

　アクアを見れば、どこからどう見てもアクシズ教徒にしか見えないもんな。

　しかし無償奉ほう仕しとは、初めてまともなプリーストを見た気がする。

「ちょっとあんた、ここで勝手にそんな事されると、他のプリーストに迷惑なんですけど。私達のありがたみが薄うすれるので、勝手な事はやめて頂けます？」

　ウチのパーティーのチンピラ……ではなく。

　ウチのパーティーの聖職者（仮）が、セレナに因いん縁ねんをつけだした。

　本物の聖職者は、チラリとアクアを一いち瞥べつすると。

「その様な言動は慎つつしんだ方がいいですよ？　でないと、カズマ様の評判が落ちる事になります。カズマ様に悪評が多いのは、あなた方のせいでもあるのではないですか？　……それに、プリーストが無償奉仕をして何が悪いのですか？　プリーストのいないパーティーに救済の手を差し伸のべる。それは、悪い行いなのですか？」

「悪くないです」

　セレナの正論に女め神がみ（仮）が頷うなずく。

「別に、あなたに無償で支援魔法を掛けろとは言いません。私よりもプリーストとしての力がありそうなあなたですが、今まで他の冒険者に支援魔法を掛けなかった事にも何も言いません。……ですが、私の行こう為いは誰だれに恥はじる事もない、正しい行いのはず。それを止める権利はあなたにはありませんよ？」

「はい」

　完全に言い負かされたアクアが、俯うつむきながらトボトボと。

「……負けたんですけど……」

　女神がプリーストに言い負かされてどうする。

　俺達がセレナの方を見ていると、俺の視線に気づいたのかニコリと微笑ほほえんだ。

　……どう考えても向こうの方が聖職者っぽい。

　と、その時。

「……気に入らねえなあ」

　唐とう突とつにそんな事を言ってきたのは、正しよう真しん正しよう銘めいのチンピラことダストだった。

　ダストは何が気に入らないのか、テーブルの上にダルそうに突つっ伏ぷしたまま、セレナの方をうろんな眼まな差ざしで見み詰つめていた。

「気に入らねえなあ……。あんな聖職者らしい聖職者、見た事ねえ。……他の連中は支援魔法一つでホイホイ心を許してやがるが、俺は騙だまされねえぞ。プリーストとしての腕うでなら、昔、俺を生き返らせてくれたアクアの姉ちゃんの方が上だろ。俺はこっちを推おすぜ。……気に入らねえ、気に入らねえなあ……」

　この捻ひねくれた男にとって、綺き麗れいな心を持った真人間は相あい容いれない存在らしい。

　なのに、なぜ俺なんかと仲が良いのだろうか。

　何にしても、このギルド内にはちゃんとアクアを信しん頼らいしている冒険者も数多くいる。

　何だかんだ言って、アクアの方がポッと出のセレナよりも付き合いが長いのだ。

　と、職員がギルド内の冒険者達に向かって声を上げた。

「冒険者のみなさーん！　本日も、張り切って討伐に行きましょう！　さて、本日は少々いつもとは事情が異なりまして……」

　セレナが冒険者達に支援魔法を掛かけ終わるのを待っていたらしい。

　なぜか職員達は、掲けい示じ板ばんに討伐依い頼らいの紙を張り出す作業を行っていない。

　その代わりに一枚の紙を取り出すと。

「実は昨夜から、街の共同墓地周辺に大量のアンデッドが発生しておりまして、本日はこれらの討伐を行って頂きたいのです。なにせ街に近いものですから、いつ住人に被ひ害がいが出るか分かりません。特に、プリーストの方は絶対参加でお願い致します！」

　……共同墓地にアンデッドが大量発生。

　俺とダクネス、めぐみんの視線が自然とアクアに向けられた。

　確か共同墓地の浄じよう化かはアクアが行っていたはずなのだが……。

「なに!?　どうしてそんな目で私を見るの!?　私、ちゃんと週一ぐらいで墓場の浄化に行ってるから！　今回は私、手て抜ぬきしてないから！」

「……お前には、手抜きの前科があるしなあ……」

　アクアの必死の弁解に、疑ぎ惑わくの視線を送る俺。

「ねえ、皆みんなそんな目で見ないで!?　私、今回はちゃんと仕事してるから！　噓うそじゃないから！　いいわ、見てなさいな！　今日はアークプリーストの本気を見せてあげるわ！　ゾンビやスケルトンなんて私一人で十分よ！」

　アクアが開き直ったかのように、ギルド中に響ひびく大声で宣言した。
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　誰かが叫さけんだ。

「なんじゃこりゃー！」

　共同墓地。

　そこは金の無い人間や、家族がどこに居るかも分からない冒険者などが眠ねむる場所。

　街の郊こう外がいにあるその大きな墓地は……。

　百や二百ではきかない大量のアンデッドでひしめいていた。

　予想を超こえるアンデッドの量に、他ほかの冒険者達も顔を引き攣つらせて怖おじ気けづく。

　いや、怖こわいのではない。

　現在の天気は曇くもり。

　だが曇っているとはいえ、昼間のアンデッドモンスターなど、恐おそれるに足らない。

　足らないのだが……。

「……な、なあ……。帰っていいか？」

「ダ、ダメよカズマ。私だってこの異い臭しゆうで泣いて帰りたいのは山々だけれど、今から私の格好良いとこを見せつけるの。そして再び冒険者の人達に、ああ、やっぱりアクセルの美人プリーストと言ったらアクアさんだよねと言わせるのよ」

　再び言わせるとか、お前そんな事言われてないだろ。

　というか臭くさい。

　物もの凄すごく臭い。

　その数が多いだけに、ゾンビの放つ異臭がエラい事になっていた。

「しょうがない、行けアクア。お前が突っ込んでいけばアンデッドは皆お前の方に群がってくるだろう。そこを広こう範はん囲いの浄じよう化か魔ま法ほうで蹴け散ちらしてやれ」

「ええっ！　流石さすがにこの量のアンデッドにたかられるのは勘かん弁べんして欲しいんですけど……」

　その臭気に怯ひるむアクアの様子を見て。

「では、ここは代わりに私が……」

　そう宣言して、ソワソワしながら爆ばく裂れつ魔法の詠えい唱しようを始めようとするめぐみんを、ダクネスが後ろから捕つかまえた。

「よし、ダクネスはそのままめぐみんを押さえておいてくれ。墓ごと消し飛ばされちゃかなわないからな。それじゃアクア、行くぞ！」

　俺達以外の冒険者達はこの悪臭に恐れをなし、誰もゾンビの群れに近づこうとはしなかった。

　遠巻きに魔法を撃うったり飛び道具で攻こう撃げきしたりはしているが、それらは芳かんばしい効果を見せてはいない。

　そんな中で、俺はアクアを連れてアンデッドの群れへと近づいていく。

　これでこいつらは、俺達目がけて殺さつ到とうしてくるはずだ。

「ちょっ、ダクネス、離はなして下さい！　あそこに爆裂魔法を叩たたき込めば、きっと凄く爽そう快かいなはずなのです！　このままではアクアがまとめて浄化してしまいます！　私の爆裂魔法の方が、絵的にもスッキリするはずですから！」

「それでは墓場もスッキリしてしまうだろう！　私は神に仕えるクルセイダーだ、墓荒あらしを見過ごせるか！」

　めぐみんとダクネスが揉もみ合っている間に、俺とアクアはアンデッドの群れに接敵した。

　アークプリーストとしての腕だけは認めているこの街の冒険者達が、俺とアクアの援えん護ごをすべく、手にした武器を振ふり回してアンデッドを挑ちよう発はつしている。

　だがそんな挑発も、アンデッドに絶大な人気を誇ほこるアクアの特異体質の前には……！

「……あれ？」

「……こっちに来ないんですけど」

　アンデッドモンスターの群れは、動きの激しい冒険者にのみ反撃を行っていた。

「あれか、とうとう辛かろうじて残っていたお前の神様っぽさに陰かげりが見えてきたって事か」

「アンデッドの前にあんたを成敗してやろうかしらクソニート。死後は絶対地じ獄ごくに落ちるからね！」

　こちらを悔くやしげに睨にらみながら、アクアがギリギリと歯を食い縛しばる。

「地獄に落ちたらバニル達と楽しくやるよ」

「悔しい！　あんたの無む駄だに広い交友関係が憎にくたらしいわ！」

　アクアは俺に食って掛かるのを止やめ、やがて自分の仕事を執とり行う。

　これでも一応女神は女神。

　トイレ神だの宴えん会かい神だのと呼ばれても、その力だけは一流だ。

　アクアが詠唱を始めるだけで、周囲の冒ぼう険けん者達が安あん堵どの表情を浮うかべていく。

　やがて魔法が完成し……。

「『ターン・アンデッド』！」

　アクアの声が響くと共に、墓地全体がアクアを中心にして白い光に包まれた。

　光に触ふれたアンデッド達は……。

「「……あれっ？」」

　俺とアクアの声がハモる。

　アンデッド達は崩くずれ去ることもなく、ピンピンしていた。

　そして、今の魔法を攻撃と受け取ったのだろう。

　アクアに向かって一いつ斉せいにアンデッド達が……！

「おおおお!?　アクア、アンデッド退治はお前の唯ゆい一いつとも言っていい長所だろ！　何とか、何とかしろよ！」

「おかしい、おかしいわ！　アレ、アンデッドじゃないかも！　だって目が赤いゾンビなんて見た事ないし！　ていうかカズマ、どうして私から離れるの!?　私達、パーティーメンバーでしょ？　仲間でしょう!?」

　いち早く離り脱だつしようとする俺の服を、アクアが摑つかんで離さない。

　頼たのみの綱つなのアクアの魔法が不発だった事を受け、のんびりと見守っていた冒険者達も慌あわてだした、そんな中。




「ターン・アンデッド！」




　それはよく通るセレナの声。

　同時に、彼女を中心に衝しよう撃げき波はのような風が吹ふき抜ぬける。

　するとアンデッド達が、まるで糸の切れた操あやつり人形のように次々に地に崩れ落ちた。




「「「「おおおおおっ!?」」」」




　多くの冒険者達が見守る中。

　墓地にいた大量のアンデッドは、たった一度のセレナの魔法で、全すべて動かぬ死体になっていた。




　──大おお掛がかりなはずの討とう伐ばつが、サクッと終わってしまった。

　ギルドでは、一日仕事になる予定だったらしく、他の討伐依頼を用意していなかったらしい。

　なので午後からは、全冒険者がお休みだ。

　そして、臨時休業となった暇ひま人じん達は……。

「いや、あんた凄いな！　ウチのパーティーに入らないか？　ウチには一人だけだが上級職がいるぜ？」

「いやいや、ウチに入ってくれよ！　俺達のパーティーはそこそこ名も売れてるからさ！」

「ぜひ私達のパーティーに！　ウチは女ばかりだから、色々安心ですよ！」

「……いえ、その……。わたくしは、カズマ様のパーティーに入りたいので……」

　ギルドの中心で、困った表情を浮かべているセレナを取り囲んでいた。

　どうしてアクアの魔法は通用せず、どうしてセレナの魔法だけが効いたのか。

　そこら辺が未いまだに謎なぞだが、一つだけ分かっている事がある。

「さあ！　テーブルに置かれたこのコップに、離れた所からこの松ぼっくりを投げ入れます。するとコップの中から、ニョキニョキと……！」

「とりあえず、今のお前の方向性だけは間ま違ちがっている」

　アクアが何かの芸を披ひ露ろうしようとしているが、冒険者達はセレナを勧かん誘ゆうしようと忙いそがしく、見向きもしない。

「……ニョキニョキと…………。中から……最上級の天然物の松まつ茸たけが…………」

　その声が段々小さな物へと変わっていく。

「……生えて……きますよー……？　……きますよー」

　アクアは誰だれにも見向きされないまま、寂さみしげな顔でコップの中にポンと松ぼっくりを投げ入れた。

　するとコップの中からはニョキニョキ……と…………。

「……おい、お前今それどうやったんだよ。この時季に天然物の松茸が生えるとか色々おかしいだろ。というかそれ、もう二、三本……」

　コップの中から生えてきた立派な松茸を手に取りながら、もう二、三本生やしてもらおうと説得するが……。

　アクアは無言でテーブルに突つっ伏ぷすと、やがて、そのまま動かなくなった。

　そんなアクアの頭をめぐみんが、ヨシヨシと撫なでてやっている。

　そしてダクネスだけがテーブルの傍そばに立ったまま、何やら考え込む様に口元に手を当てていた。




「──しかし、本当に良いのかセレナさん？　今回の討伐はほとんどあんた一人の活かつ躍やくだ。それなのに、報ほう酬しゆうを俺達だけで分けていいってのは……」

　ある冒険者がセレナにそんな事を言っている。

「わたくしは聖職者です。寝ねる場所と飢うえないだけの食事代があれば、それで十分ですから」

　そう言って笑え顔がおを見せるセレナを見て、冒険者達がため息を吐つく。

　美人でスタイルも良く、性格も良くて能力もあるプリースト。

「…………」

　俺はしばらくセレナの方を見ていたが、無言でアクアの方を見ると、未だテーブルに突っ伏したまま動こうとしない。

「……おい、お前負けてるぞ。それでいいのか本職として」

「…………ほっといて。私は、マイナーなアクシズ教の女め神がみ様よ。私はメジャーになれなくたっていい。数少ないマニアックな信者を大事にするの。さっきの、ダストってチンピラが言っていたでしょう？　私の方を推おしてくれるって。数は少なくても、ちゃんと私を見てくれている人だっているの。だから、負けただなんて思ってなんか……」




「最初見た時から、あんたは違ちがうなって思ってたんだよ！　どこぞのガッカリアークプリーストに比べて、なんて人間が出来てるんだ！　金に汚きたなくないってとこが良いよな！」




　セレナの方から聞こえてくるダストの声。

　金に困っていたチンピラは、気前の良い報酬の分配に目が眩くらみ、アッサリ向こうに付いたらしい。

「……あいつ、あんな事言ってるぞ」

「……ねえカズマさん。カズマさんは、最後まで私の味方よね？」




　アクアが、テーブルに突っ伏して顔も上げないまま、鼻をグスグス鳴らし始めた。
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　──セレナがこの街に来て、しばらくの日にちが経たった。

「セレナさん、ちょっと討伐で傷負っちゃってさ。治してくれないか？」

「ええ、もちろん構いませんとも。傷を見せて下さい」

「セレナさん、次、俺お願いします！」

「セレナさんマジ女神！」

　冒険者ギルドの酒場内。

　暗あん黙もくの了りよう解かいでセレナ用と決められたテーブルには、傷を負った冒険者達が集まっていた。

　それを……。

「気に食わないわね……！」

　ギルド受付のカウンターに勝手に入り、そこから頭だけを覗のぞかせたアクアが監かん視ししていた。

「アクアさん、こんな所に入って来られると困るんですが……」

　受付のお姉さんが注意するも、アクアは一いつ切さい取り合わない。

　職員達が俺に視線を送ってくる。

　どうにかしてくれ、と。

「……おいアクア、そんな所に居ると迷めい惑わくだから。多分バレバレだし出て来いよ」

「……あの女、ギルドでの私の人気を横取りするなんて良い度胸だわ。本来、あそこで冒険者達を治ち療りようして癒いやしの女神扱あつかいされるのは私の仕事なはずよ」

　──お前、今までそんな事一度もした事なかったじゃないか。




　ダクネスはめぐみんを連れて、調べたい事があると言い残し、朝から何処どこかへ行ってしまった。

　それは今日だけではなく、セレナというあのプリーストが来てから毎日だ。

　そして俺はといえば、部屋でゴロゴロしていた所をアクアに襲しゆう撃げきされ、こうしてギルドへと連れられてきたのだが……。

「なあ、幾いくら調べてもあのねーちゃんの弱点なんて出てこないって。もう帰って寝ようぜ」

　つまりはこういう理由である。

　うんざりして言うも、アクアは頑かたくなにカウンターから出て来ない。

「嫌いやよ。大体、あの女は何だかとても気に食わないの。完かん璧ぺき過ぎるのよ。美人でスタイルも良くて性格も穏おだやかで誰にでも優やさしい。それでプリーストとしての実力もある。あの女は完璧過ぎるわ。そう、まるで私やエリスのような、女神クラスの完璧さよ」

「ツッコまないぞ」

　俺はアクアに言いながら、冒ぼう険けん者の治療を行うセレナを見る。

　セレナは俺に見られている事に気付くと、こちらに向かって笑みを浮うかべ、ヒラヒラと手を振ふってきた。

　その周りには取り巻きのように冒険者達がたむろして、セレナに治療してもらうのを順番待ちしている。

　というか、中にはほとんど傷らしい傷もないのに並んでいる、追っかけのような者までいた。

「ねえカズマ、お願いがあるの」

　アクアがカウンターから立ち上がり、唐とう突とつに言ってくる。

　そして俺に右手の人差し指を突き出すと。

「カズマのダガーで、指の先っちょをチクッとやってちょうだい。あの女に治療して貰もらってくるわ」

「……お前自分で治せるだろ、因いん縁ねん付つけに行く気か？　やめとけよ、何だかんだであの人は今、冒険者達に評判良いんだぞ。余計な事すると他ほかの連中を敵に回すぞ？」

　俺はアクアに忠告するも、頑がんとして聞き入れない。

　人差し指を突き出したままじっと立ち尽つくすアクアに、俺はしょうがなくダガーを引き抜ぬくと……。

「……おい、自分で言い出したんだろ。指動かすなよ」

「だって、やっぱりちょっと怖こわいんですけど。ほんの少し、血が滲にじむか滲まないか位の皮一枚の傷だからね？　ちょっとよ？」

　そんな事を言いながら、俺が近付けるダガーから逃にげる様にチョロチョロ指を動かすアクア。

　怖おじ気けづく自分を押さえるように、アクアは左手で自分の右手を包み込み、左手の指の間から右手人差し指を出す。

　なぜこんな事をやらされているんだろうと悩なやみつつ、俺はダガーを慎しん重ちように、アクアの指先へと……。

「おおっと、指が無くなっちゃいましたー。本物の人差し指はどれでしょう？」

　ダガーが触ふれるか触れないか。

　その瞬しゆん間かんにそんな事を言いながら、アクアが楽しげな顔で右手人差し指をヒョイと引っ込め、指の間からピョコピョコと……。

　俺は無言でアクアの手を摑つかむと、ダガーの先で突っついた。

「……ッ！　……ッ！」

　アクアは突つつかれた手を押さえ、痛みで声も出せずにうずくまる。

「ほら行って来い」

　アクアに声を掛かけてやると、涙なみだを浮かべて恨うらめしそうにこちらを睨にらみ、そのままノシノシとセレナの下もとへと向かって行った。




　──遠巻きに見守っていると、アクアは一体何のつもりなのか、よたよたと妙みような動きをしながらセレナのいるテーブルへ歩いて行く。

　まずは、酔よっ払ぱらいの物もの真似まねでもしながら接近する模様だ。

　そして、最前列に並んでいた冒険者に近付くと。

「すいませーん。わたしー、見ての通りの重傷者でー。か弱い女性なわたしに順番譲ゆずってくれませんかしらー？」

　よたよたしながら近付いたのは酔っ払いのフリではなく、弱った重傷者を演じていたらしい。

　顔を引き攣つらせたその冒険者は。

「いや、アクアさんなら傷は自分で……。……わ、分かったよ、お先にどうぞ、分かったから変な動きで威い嚇かくするのは止やめてくれよ……！」

　怯おびえたように言いながら、割って入ったアクアに順番を譲……、




「待って下さい」




　譲ろうとしたその冒険者をセレナが止めた。

　そしてセレナは、そのままアクアをジッと見ると。

「？」

　頭に疑ぎ問もん符ふを浮かべたような顔で、キョトンとしているアクアに告げた。

「なぜご自分で傷を治さないのかは、まあ良いでしょう。……ですがあなたは聖職者ではないのですか？　本来なら傷ついた者を癒すのがあなたの役目。それが、他の傷ついた者を押しのけて自らを先に癒して貰おうとはどういうつもりですか？　その行いは聖職者として間ま違ちがっているとは思いませんか？」

「思います」

　セレナにやんわりと叱しかられ、アクアは素す直なおに頷うなずいている。

　当たり前だ、正論だ。

　これ以上ないぐらいの正論だ。

「あなたがプリーストだから治療しないと言っているわけではありません。苦しいのは他の人も同じです。なので、順番はキチンと守ってくださいね？」

「はい、ごめんなさい」

　順番を譲ってもらった冒険者にごめんねと一言謝り、アクアはそのまま列の最さい後こう尾びに並び直した。

　……だから、女め神がみがプリーストに言い負かされてどうする。

　傷を押さえながら大人しく待っていると、やがてアクアの番が回ってきた。

　セレナの前の席に着くと、右手の傷を見せつける。

「先生、通りすがりのクソニートに重傷を負わされました。この傷治ります？　それとも私、死んじゃいますか？」

　ちんまりとした傷を見せながら、アクアがそんな事を言い出した。

　セレナはその手を取りながら、片手を傷口にかざして苦く笑しようする。

「かすり傷ですよ、すぐ治りますから……。はい、『ヒール』。さあ、これでもう大だい丈じよう夫ぶ……」

　言いながらセレナがその手をどけると、そこには癒いえることも無く、なんら変わりのない傷口が。

「……!?」

　セレナがそれを見て固まっていると、アクアがわざとらしくさめざめ泣いた。

「先生、私やっぱり死ぬんですか!?　先生にも治せないぐらいの重傷ですか？　それとも、先生は私の事が嫌きらいだからわざと治してくれないんですか？　どうなんですか、先生！」

　どうやらセレナの治ち癒ゆ魔ま法ほうに抵てい抗こうしたらしい。

　そういや昔、ウィズが俺にドレインタッチを教えようとしてくれた時も、アイツはスキルに抵抗して嫌がらせしていたなあ。

　リッチーにすら抵抗できるのだ、プリーストの癒しの魔法ぐらいは簡単に……。

「『ヒール』！　『ヒール』！　……ど、どうしたのでしょうか、効果が……」

「先生、どうして治してくれないんですか？　まさか、このギルド一のプリーストである、私の力と人気を妬ねたんで治したくないと言うんですか!?　それとも、先生の腕うでがヘボだから治せないんですか？　ああっ……、私このまま死ぬんだわ。この傷からばい菌きん回って死ぬんだわ……！　カズマさーん、カズマさーん！　聞いて！　この女が私を癒してくれないの！」

　俺は、そんな事を大声で喚わめいているアクアに近付いて行く。

　というか、ばい菌で死ぬも何もお前に毒は効かないし、そもそも触れた時点で浄じよう化かされちまうんじゃないのか。

　そんな事を心の中で突つっ込みながら、俺はアクアの後ろに立つと。

「私が死んだあかつきには、街の真ん中にピラミッドを超こえるお墓を建ててちょうだい。そして中には私の部屋の、カズマがガラクタ呼ばわりしてる財宝の数々を収めてちょうだい。お墓の番人はゼル帝ていね。お供えは朝昼晩の三回、お酒と美味おいしいおつまみお供えしてね。そして墓標にはこう記すの。偉い大だいなる……」

　バカな事を大声で喚き続けているバカの後頭部を、ダガーの柄つかの部分で軽くどついた。

「偉大なるバカここに眠ねむるって書いといてやるからな。すいませんねセレナさん。ほら行くぞ！」

「……ッ！　……ッ!!」

　俺は、後頭部を押さえながら痛みに転がり回るアクアの襟えり首くびを摑み、そのまま立ち去ろうとした。

　周りの冒険者達の視線が痛い。

　どう見てもアウェイ感満まん載さいだ。

　と、その時だった。




「あの……。カズマ様に大切なお話があるのですが、少々お時間よろしいですか？」




　セレナが、立ち去ろうとしていた俺に言ってきた。

　それを聞いたアクアが、自分で手の傷と後頭部にヒールを掛けると、勢いよくバッと立ち上がり。

「ちょっとあんたいい加減にしなさいな、ウチのカズマさんにしつこいんですけど！　ギルド一の美人プリーストとしての立場を持っていっただけじゃ飽あき足らず、その色いろ香かでカズマさんまで持っていくつもり？　ウチのカズマさんは、年下の子にお兄ちゃん呼ばわりされただけでコロッと落ちちゃう意志の弱い人なので、そういうの止めてくれます？」

「よし、折せつ檻かんしてやるからちょっと来い」

　と、俺がアクアを連れて行こうとしていると、冒険者の誰だれかがポツリと言った。




「ギルド一の美人プリースト……」




「「……ブフッ！」」

「今笑ったの誰よー！　そっちから聞こえたわよ、出て来なさいよ！　あっ、あんた昔私が蘇そ生せいしてあげた人じゃない！　笑うんだったらお金払はらって！　蘇生は本来高いお布ふ施せを貰もらう超ちよう高こう等とう魔法なんだから、お金払って！」

　とうとう冒ぼう険けん者達に絡からみ出したアクア。

「おっ、俺じゃねえよ！　俺は笑ってねえって……、おい、酒に指突っ込むのは止めてくれよアクアさん、……って水だこれ！　何で俺の酒を使って芸をするんだよ！」

「芸じゃないわ、体質よ！　あんた達の事は良く分かったわ！　何だかんだ言いながら、私、賞金首や大物モンスター相手のピンチの時には、蘇生したり癒いやしてあげたり、支し援えん魔法掛かけたりしてあげたのに！　腹いせにここのお酒、全部真水に変えてやるわよ！」

「止めて下さいアクアさん！　そんな事されるとギルドが一番困ります、止めて下さい！　止めて下さい！」

　ギルド内の酒さか樽だるに駆かけ寄り手を突っ込もうとするアクアを、ギルド職員や冒険者達が慌あわてて制止しようとしている中。

「参りましょうかカズマ様。ここは騒さわがしいので、出来れば人気のない場所で……」

　セレナが、ギルドの騒ぎなど我関せずと言った感じで笑い掛けてきた。

[image: ]







[image: エピローグ]




　騒ぐアクアはそのままに、俺はセレナに連れられて、街の中心部から外れた人気の無い路地へ移動していた。

　あまり人通りの無いこの辺りに建っている店といえば、客の来ない某ぼう魔道具店ぐらいのものだ。

　話があるというのなら、こんな場所ではなくどこか喫きつ茶さ店てんにでも入った方が良いと思うが……。

　そんな俺の疑問を感じ取ったのか、セレナが目を細めて笑えみを浮うかべ。

「あまり、お店の中でする様なお話ではありませんので……」

　セレナは、そう言って辺りを見回すと、道の脇わきに腰こしを下ろした。

「ここは人通りもありませんし、誰かが来ても話題を変えれば良い話です。ここで、ちょっとお話をさせて頂きましょうか」

　今までの穏おだやかな笑顔とは一変し、途と端たんに真しん剣けんな面おも持もちとなった。




　──それは、とてつもなく壮そう大だいで悲しい話。

　セレナが語った物語は、とても一言では語り尽つくせないような。

　それを聞いた誰もが、やり切れなさと切なさを引きずったままになるだろう、そんな話だった。

「──そしてその者はやがて邪じや悪あくな力に飲み込まれ……。いつしか世界中の人々に、その名で呼ばれるようになったのです。……魔ま王おう、と。魔王は、何も自ら望んでこの世界の人達を傷付けようとしているわけではないのです……！」

「なんてこった……。……そんな、そんな漫まん画がみたいな展開が現実にあるだなんて……！」

　俺は軽い感動を覚えていた。

　そんな俺の言葉にセレナは僅わずかに首を傾かしげ、

「……漫画？　……ともかく、そんな理由で美しい少女は魔王と呼ばれる事になりました。今も、呪のろいで醜しゆう悪あくな姿に変えられておりますが、その呪いもやがて解けようとしています。……お願いですカズマ様、貴方あなたこそは神に選ばれし者。きっと、今も人類を苦しめる魔王を退治したいと願っている事でしょう。ですが魔王も、元は憐あわれな一人の少女！　魔王を退治するのは今しばらく待って頂けませんか？　そして、どうしても待てないと……！　どうしても魔王を退治すると言うのなら、どうかこのわたくしをパーティーに入れて、魔王の下もとに連れて行って欲しいのです……！」

　俺の手を両手で摑つかみ、下から見上げるようにしてすがってきた。

　なんてドラマチックな展開……！

　これだよ！

　俺がこの世界に求めていたのはこれなんだ……！

　カエルに食われる女神や、パンの耳に砂糖をまぶして齧かじる魔王の幹部。

　冒険者なのに逃にげるキャベツの収しゆう穫かくをしたり、土木工事のバイトをしたり。

　猫ねこ耳みみオークに付け耳エルフ、etc.……。

　そう、今までが間ま違ちがっていたんだ。

　この世界にだって、こんな王道的な悲劇のストーリー、真っ当なファンタジー展開があったじゃないか……！

　そうだ、今までの連中がおかしかっただけなんだ……！

「でも待ってほしい。セレナさんは、どうして俺を神に選ばれた存在だなんて思うんだ？　ハッキリ言っておくよ。俺が賞金首や魔王の幹部討とう伐ばつに関かかわったのは、何というか巻き込まれただけに近いんだが」

　そんな俺の言葉にセレナは目を閉じ、静かに頭を振ふった。

「わたくしは、貴方様の名を聞いただけで直感致いたしました。カズマ様、知っていますか？　この世界には、稀まれにとてつもない力を秘ひめた者達が現れる事を。それらは、頭脳であったり力であったり。魔力であったり武器であったり。皆みな、その能力の種類にはバラつきこそありますが、一つだけ言えるのは。その者達が、魔王軍の者達にとても恐おそれられているという事です」

　ピンと来た。

　それって日本から来たチート持ち連中の事か。

「ええっと、その連中の事は何となく分かるよ。で、俺が変わった名前しているからその連中と同じだとでも思ったのか？　その、悪いんだが、俺はそんな特とく殊しゆな力は何も……」

「いいえ、変わった名前だから、という事ではありません！」

　言い淀よどむ俺に、セレナが断言する。

「確かに、その特殊な力を持った者は変わった名をしています。ですが、わたくしが貴方様を特別な存在だと確信したのは……！　そう、かつて魔王軍にとてつもない被ひ害がいをもたらし恐れられた、伝説の剣けん士し。わたくしは貴方様の名を聞いた時に確信しました。貴方様は、その伝説の剣士の末まつ裔えいなのだと！」

　なんだと、この俺が……！

　…………。

「……いや、なんで？」

「その者の名はサトウ。伝説の剣士、サトウと言います。これほどの偶ぐう然ぜんの一いつ致ちがあるでしょうか？　いいえ、ありませんとも！」

　俺の国で一番多い苗みよう字じです。

　全くの赤の他人だと思います。

　……まあ、しかし。

「セレナさん。悪いけど、俺が最弱職の冒険者なのは間違いない事実なんだよ。今の話は、確かに凄すごくテンション上がるし、ワクワクするのは事実なんだけれど。まあ、俺に魔王退治なんて無理だから。その気も無いし、力も無い。それに、今の話じゃ魔王の正体は、そろそろ呪いが解けそうな美少女だって言うんだろ？　無理無理、絶対無理。俺、人を殺す根こん性じようなんてないぞ。人型のモンスターが精せい一いつ杯ぱいだ」

　そんな情けない言葉を聞き、セレナはさぞガッカリするかと思ったのだが、意外にもホッと安心した表情を浮かべ。

「そんな、力が無いなどと謙けん遜そんを……。しかし、そうですか……。分かりました。ふふ、カズマ様はとても優やさしい方なのですね」

　言いながら、セレナは目を細めて笑みを浮かべた。

　そして、俺に深々と一礼すると。

「それでは、わたくしは……」

「セレスディナさん？　セレスディナさんじゃないですか!?」

　別れの挨あい拶さつをしようとしたセレナに、突とつ然ぜん声が掛かけられた。

　それは……。

「あっ、カズマさんまで！　どうしたんですか、こんな所で？　カズマさんってば、私といいバニルさんといいセレスディナさんといい、魔王軍の幹部に随ずい分ぶんとご縁えんがありますね！　もうセレスディナさんと仲良くなったんですか？」

　この近くの魔ま道どう具ぐ店の店主、ウィズだった。

「……人ひと違ちがいではありませんか？　わたくしはセレナという名のプリーストです。どなたかと間違われて」

「セレスディナさん、せっかくこの街に来たのなら、私の店に寄って行きます？　カズマさんもご一いつ緒しよに。お茶でも入れますよ？」

　人違いで誤ご魔ま化かそうとするセレナの言葉を、天然なのか、自然と遮さえぎるウィズ。

　セレナは目を細めて笑みを浮かべ、俺に向けて言ってきた。

「カズマ様、この方とはお知り合いで？　カズマ様から言ってくださいませんか？　人違いだという事を」

「セレスディナさん、どうしてこっちを見てくれないんです？　それに、どうしちゃったんですかその上品な口調は？　ねえ、私を忘れちゃったわけではありませんよね？　私ですよ、魔王さんのお城に住まわせてもらっていたウィズです、あなたと同どう僚りようのウィズですよ、セレスディナさん！」

　にこやかな笑みを浮かべているセレナの肩かたを、ゆさゆさと揺ゆさぶり始めたウィズ。

　それに、とうとう我が慢まんが出来なくなったのか、セレナがその手を引き剝はがす。

「ちょっ……、止やめてくれます？　わたくしはセレナです、セレスなんとかという人とは別人ですから、いい加減にして下さいませんか？」

　そのセレナの言葉に、ウィズがええっ！　と声を上げた。

「何言ってるんですか？　どこからどう見てもセレスディナさんじゃないですか！　ダークプリーストのセレスディナさんでしょう？　策略を考えるのが得意で、魔王軍唯ゆい一いつの人間である事を活いかして、よく街に潜せん入にゆうを」

「あなた、髪かみの毛先に枝毛がありますね！　ちょっと癒いやしてあげましょうか！　『ヒール』！　『ヒール』！」

「痛い！　痛いっ！　な、何するんですかセレスディナさん！　なんなんですかもう！　いいですよ、もう知りません。せっかく面おも白しろい魔道具を仕入れてきたから見せてあげようかと思ったのに……！　カズマさん、またお店に遊びに来てくださいね？」

　ウィズは俺に挨拶すると、プンプンと怒おこりながら店の方へと帰って行った。

　それを見送っていたセレナは、気を取り直したかのように両手を組み。

「……変わった方でしたね、ヒールを掛けたら煙けむりが出ました」

「まあ彼女はリッチーだし、そんな事はご存知でしょうセレスディナさん」

　何とか誤魔化そうとするセレナに、俺もにこやかな笑みを浮かべた。

　それでも全く笑顔を絶やさないこの女は、なかなか大した物だと思う。

　やがて、セレナはしばらく俯うつむき黙だまり込むと、やがて意を決した様に顔を上げた。




「違ちがうんです！」

「ほう」




　まだ諦あきらめない気らしい。

　この女、根性あるなあ。

「確かに彼女の言う通り、わたくしは魔王軍の幹部、セレスディナ。でも聞いて下さい。貴方様に語ったあの話は本当なのです！　わたくしは、実は、呪いで魔王と化した少女の姉。妹を助けたいがために、仕方なく魔王軍へと入ったのです！　ああっ……、今でも妹の事を想おもうと……！」

　と、その時。

　熱い演技をしているセレナの背後に、大おお柄がらな男が現れた。




「妹の事を想うとなんだ？　汝なんじ、良いところで邪じや魔まをされ、呪いに掛かっているのではと悩なやむ男よ。今方、嬉き々きとしてガラクタを仕入れて帰ってきたガッカリ店主から、貴様が店の近くに居ると聞き参上したぞ。謝礼によってはその悩みに応こたえてやるぞ。店に寄って行ってはどうか？」




　セレナはその声に聞き覚えがあったのか、体をビクリと震ふるわせる。

　ウィズに続く魔ま王おう軍の元幹部、仮面の悪魔バニルがそこにいた。

　セレナが恐る恐る振り向くと、二人の目がバッチリあった。

「…………こ、こんにちは初めまして、わたくしセレナと申します。カズマ様のお知り合いの方ですか？　あの、カズマ様。どうもお忙いそがしい様なので、わたくしはもうこれで……」

「初めましてぶりであるな、なんら怪あやしいとこなど何一つない清く正しいプリーストよ。まあそう急いで帰る事もあるまい。ここはお近づきの印として、現在は炭素と化している丸まる焦こげ店主が、先ほど嬉々として仕入れてきた愉ゆ快かいな品を譲ゆずってやろうと思う」

　バニルの言葉に、セレナがホッと息を吐ついた。

　そんなセレナの前に、バニルが小さなカップアイスみたいな形状の物を取り出し。

「本日のオススメはこちら！　野営する冒ぼう険けん者に最適、虫コロリンである。この可愛かわいらしい名前とは裏腹に、その力は絶大。鼠ねずみよりも小さな生物を対象に、この魔導具の周囲に強きよう烈れつな死の呪のろいを掛ける一品である。すなわち、これを枕まくら元もとに置いておけば煩わずらわしい虫むし刺さされなど気にする事なく眠ねむりに就つける」

「「へえ」」

　思わずセレナとハモってしまった。

　この世界にも蚊かぐらいはいるだろう。

　金に困っているわけじゃないし、それは少し欲しいな。

　しかし……。

「どうせ、ロクでもない副作用があるんだろ？　低確率で人にも呪いが掛かって死ぬとか」

「とんでもない。鼠よりも大きな生物にはなんら効果はない。死ぬのは鼠よりも小さな生物のみである」

　俺の疑問に、珍めずらしくバニルが否定した。

　なんだよ、本当にオススメなんじゃ……。

「素す晴ばらしいです、つまり、枕元に置いておけばあの黒くて素早い艶つややかな恐きよう怖ふの大王も、近寄ったら死ぬのですね！　是ぜ非ひともお一つ……！」

「毎度あり！」

　嬉々として受け取るセレナの言葉を聞いて、俺はふと疑問を抱いだいた。

「……なあバニル、それって虫以外にも、鼠より小さければなんでも死ぬのか？」

「もちろん死ぬ」

　即そく答とうするバニル。

「……じゃあ、人の体の中の微び生せい物ぶつやら抗こう体たいやらなんやかんやは」

「もちろん死ぬ」

　ガラクタじゃねえか。

　微生物だのミトコンドリアだのは知らないだろうが、俺の雰ふん囲い気きで何となく欠けつ陥かん品だと悟さとったのだろう。

　セレナがそれをオズオズと返そうとするが……。

「おっと、初対面の人よ。商売人としてお客様の個人情報は厳重に守る我わが輩はいだが、返品などされると汝はお客様ではなくなってしまう。ふうむ、見える。見えるぞ、誰だれかの未来が……。とある仮面紳しん士しにより様々な事がぶちまけられ、冒険者達に袋ふくろ叩だたきにされる誰かの姿……」

「買います！　ぜひ買います！　お幾いくらですかっ!?」

　気の毒に。

「フハハハハハ、本日の我輩は機き嫌げんが良い、ポンコツ店主が仕入れたガラクタが、珍しくこうして金になったからな！　本来ならば四十万エリスのこのアイテム、特別に、初めまして価格と上機嫌価格をサービスし、百二十万飛んで八百エリスにしてくれようか！」

「増えてるじゃねーかクソッタレ！　なんであたしの持ってる金の額を知ってやがる、なんでもかんでも見通すんじゃねえぞ！」

　セレナが怒ど鳴なり、自らの財さい布ふごとバニルに投げつけた。

　突とつ然ぜん豹ひよう変へんしたその口調は、まるでガラの悪い冒険者のようだ。

　バニルは投げつけられた財布をキャッチすると、

「フハハハハハハ、ではまたな小こ僧ぞう！　ついでに初対面の短気な人よ！　悪感情、美味である、美味である！　フワハハハハハハ！」

　愉快そうに笑いながら、そのまま店の方へ悠ゆう々ゆうと去って行く。

　それを呆ぼう然ぜんと見送りながら、魔王軍幹部、セレナが言った。




「……あ、有り金が……」




　……気の毒に。








あとがき






　このたびは、本著を手に取って頂きありがとうございます。

　最近は、自宅で仕事してるとあまり自分が働かないという事を編集さんに見破られた結果、角川さんの会議室や集中室に予約を入れられ、通い詰つめております。

　自分は毎日の通勤が嫌いやで作家になったはずが、どうしてこうなってしまったのか。

　分かってます、働かないからですねすいません。

　作家になっても自宅警備兵な気質からちっとも成長してないようです。

　──今巻では、ライバル関係の二人がとうとう決着、というわけではなく、永遠のライバルになるお話となってます。

　元々、正反対の性格のようでどこか似ている宿敵、というコンセプトで誕生した二人ですが、多分これからも喧けん嘩かしながらイチャイチャする事でしょう。

　そして物語はとうとう佳か境きようへ。

　アクセルの街へと本格的に動き出した魔王軍の幹部が現れ、カズマ達の平和な日常がとうとう崩ほう壊かいする日が──！

　もちろんこの作品がそんなシリアス展開になるわけがないので、次巻以降も緩ゆるく楽しんで頂ければと思います。

　それでは、今巻の解説はこれぐらいにして、宣伝などを。

　現在発売中の新シリーズ、『戦せん闘とう員、派は遣けんします！２』において、このすばとのコラボ短編を収録しておりますので、気になる方はそちらも手に取って頂けると作者が喜びます。

　そして、このすばの劇場版アニメが公開される事になりました。

　なんかもう話が大きくなりすぎて半ば他人ひと事ごとみたいな感じですが、全すべてはこれまで応おう援えんしてくれた皆みな様さまと関係者様のおかげです、ありがてえ、ありがてえ……。

　というわけで今巻も、色んな方に多大な迷めい惑わくをお掛かけしながらも、何とか出版して頂く事が出来ました。

　いつも原げん稿こうの方が遅おくれに遅れ、三み嶋しま先生には毎回カツカツの状態でイラストを描かいて貰もらうはめになり、本当に申し訳ない！

　その他にも、担当Ｉさんやデザインさん、校正さんに営業さんにその他色んな方々にご迷惑をお掛けしておりますが、最後までお付き合い願えれば……！

　そんな方々に、ごめんなさいと同時に、刊行出来たお礼を言わせて貰うと共に。

　この本を手に取ってくれた全ての読者の皆様に、深く感謝を！


暁あかつき　なつめ




































電子書籍特典　書き下ろし短編「少女の苗は無邪気に嗤う」







「私、前から思っていたんだ。モンスターだって生まれながらに凶暴なんじゃないって。過酷なこの世界で生き抜くために、そうならざるを得なかったんだ、って」

　紅魔の里のめぐみんの家で、日光浴をしてご機嫌の鉢植えを前にゆんゆんが言った。

　そう、安楽少女の苗が植えられたあの鉢植えである。

「そう……ですね。モンスターは倒すべき人類の敵と教わってきましたが、この子を見ていると、確かにそう思えてきます……」

　日の光を浴びながらニコニコしている安楽少女の苗を見て、めぐみんがフッと微笑む。

　そして、水を与えていたアクアが一言。

「二人ともよく言ったわ。見なさいな、この無邪気な笑顔を。私のくもりなきまなこが、この子は善良な存在だって訴えかけてるわ」

「……お前が保証した事で、一気にコイツが胡散臭く思えてきたな」

「このクソニートはなんて事言うのかしら。真っ当な親御さんに育てられたはずなのに、あんたはどうしてそんなに捻くれてるの？」

　俺とアクアが言い合っていると、鉢植えの苗がゆんゆんに向けて手を伸ばす。

　その手はゆんゆんの人差し指をキュッと摑み、少女の苗は満足そうにニコッと笑った。

「アクアさん、私決めました。この子を飼います。いいえ、養子にして大事に育てます。この子は私の後の次期族長です」

「何をバカな事言い出すんですかこの娘は。夕飯の残りで安楽少女の肥料を作るので、ちょっと手伝ってください」

「それなら私も、もっと綺麗なお水を作ってくるわね」

　三人はそう言って、その場から離れていった。

　後に残された俺と鉢植えは、そのまま互いに見つめ合う。

　俺は人形サイズの苗の頭を、指でそっと撫でながら。

「……まさか安楽少女の苗を保護する羽目になるとはなあ……。この里の森の奥に植えてやるから、達者で暮らせよ？　人を養分にする事は出来なくなるだろうが、お前らならどうにかなるだろ」

「ナルワケネーダロ」

　……。

「お前今なんつった」

　確かに聞こえたその言葉に、俺は真顔に戻って問いただす。

　だが鉢植えはといえば、何もなかったかのようにキャッキャと無邪気に笑いかけ……。

「……ええ？　今確かに言葉を喋ったよな？　しかも口汚く。おい、何とか言えよ」

「チッ」

　…………。

「おいカズマ、里の者に聞いてきたのだが、北東の森の奥が一番人が来ないらしく、安楽少女の苗にとって最適な……。な、何をしているんだ！」

「ダクネス、離せ！　コイツは鉢植えから引きずり出して焚き付けにしてやる！」

「いきなり何を言い出すんだお前は、アクアが泣くぞ！」

　タイミング悪く現れたダクネスに止められ、俺はその場での鉢植えの処分を断念する。

「ダクネス、俺の話を聞いてくれ。コイツらやっぱとんでもねえぞ。生まれながらに凶悪だった。俺に向かって暴言吐いた挙げ句に舌打ちしたんだ」

「……いいかカズマ。お前が安楽少女を警戒し、嫌っているのは知っている。だが冷静になってよく考えろ。この苗はまだ生まれてから二週間も経っていないのだぞ？　人間の赤子ですら言葉は喋れないし、言語を覚えるには早すぎる」

「だって、俺聞いたんだって！　なるわけねーだろって捨てゼリフと舌打ちを！」

「一体何を騒いでるんですか。舌打ちがどうしたのです？」

「名前はどうしようかなあ……。肌が白いから、し、シロちゃん……とか……」

　と、肥料にするつもりなのか、砕いた野菜屑を手にしためぐみん達が戻ってきた。

「おいめぐみん、聞いてくれ！　安楽少女の苗が喋った上に舌打ちしたんだ！」

　そんな俺の言葉を受けて、三人はかわいそうな人を見る目で。

「あの、カズマさん？　生物学的に、この大きさの生き物がまともな言語を覚えるには、まだ脳が……」

「野菜が飛ぶ非常識な世界で、そんな理性的な答えは聞きたくねーぞ！　おいコラ、お前もっかい喋ってみろって！」

　鉢植えに語りかける俺を見て、三人の視線が痛ましげなものになっていく。

「神々の力が宿った、神聖なお水を持ってきたわよ。……カズマさんたら何してるの？　いくらその子が可愛いからって、イタズラするのはさすがにちょっと……」

「変な誤解すんじゃねえ、コイツが喋って舌打ちしたんだよ！　それを皆に説明しても誰も信じてくれないんだ！」

　言い募る俺の肩に、アクアはポンと手を置くと。

「カズマ……。あなた、珍しく早起きしたから疲れてるのよ。もういいから夕方まで寝てなさいな」

「お前までそんな目するんじゃねえ！　コラッ、お前のせいで俺が変な目で見られてるだろ！」

　鉢植えを前に説教を始めた俺を見て、皆がちょっと距離を取る。

　何やらヒソヒソと相談を始めたのだが、病院だとか最近様子がおかしかったとか、不穏なワードが聞こえるのが気になるところだ。

　……クソ、後でどうなっても知らないからな！

　と、その時だった。

「兄ちゃん何してるの？」

　俺がふて腐れていると、暇を持て余したこめっこが興味深げにやって来た。

「こめっこか……。いやな、この安楽少女の苗の態度が悪いんだけど、誰も信じてくれないんだよ……」

　俺の言葉を受けて、めぐみん達と同じように心配されるかと思いきやこめっこは、安楽少女の苗を見て。

「……美味そう」

「ヒッ」

　……世界は違えども、子供というのは残酷である。
















カバー・口絵・本文イラスト／三嶋くろね

カバー・口絵・本文デザイン／百足屋ユウコ＋モンマ蚕（ムシカゴグラフィクス）
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